
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ニューヨーク、国連本部ビル。集まった各国首しゆ脳のう陣じんを前に、合衆国大統領ロベルト＝カッツェはこう切り出した。

「連合勢力を組み、『グレムリン』の本ほん拠きよ地ち『船の墓場サルガツソー』へ総そう攻こう撃げきを仕し掛かける。ここから先は索さく敵てきと連れん携けいが全すべてを決めちまうぞ。何しろ、あと一二時間で魔ま神じんの槍やりとかいうのが完成するらしい。そうなったら俺達にも勝ち目はねえそうだ。世界六〇億人が束になってもな」




　その『船の墓場サルガツソー』の中には、魔神になるはずだった男オッレルスが、雷らい神じんトールの格好に化けて潜せん入にゆうしていた。

（……さて、そろそろ私も動くべき時が来たか）




　日本の学園都市にやってきたレイヴィニア＝バードウェイは、上かみ条じよう当とう麻まに向けてこう言い放つ。

「今回が最後のチャンスだ。お前があの魔神オティヌスに勝てるとは思っていない。だが繊せん細さいな作業の最中に放ほうり込こめば、『槍』の製造を中断させられるかもしれない。言ってみれば、空から投下される精密誘ゆう導どう爆ばく弾だんみたいなものだな、お前の役割は」




　総攻撃前の首脳会議に参加していた英国女王クイーンレグナントエリザードは、部下からの連れん絡らくにこう答えた。

「当ててやる。『船の墓場サルガツソー』の位置は北ほつ海かいかアイスランド近海だろう？」




　英国第二王女キャーリサ、騎士団長ナイトリーダー、傭よう兵へいウィリアム＝オルウェルを中心とした英国の大部隊は、一足早く北海に浮うかぶ『船の墓場サルガツソー』へ攻撃を仕掛けていた。そこでロキと呼ばれる燕えん尾び服ふくの老人と遭そう遇ぐうする。

「私は強敵達を見事に騙だまし切った！　得られた時間は些さ細さいであっても、この状じよう況きようであれば世界の趨すう勢せいを左右する一手となりえます!!」




　連絡を受けたバードウェイは、思わず顔をしかめる。

「本物の『船の墓場サルガツソー』の位置は……日本の、東とう京きよう湾わんだと!?」




　東京西部の学園都市と、東京東部の東京湾に浮かぶ『船の墓場サルガツソー』。この二つが激げき突とつした場合、二三区全域が戦場と化す。それを止めるためには、『グレムリン』が本格的な攻こう勢せいに出る前に叩たたき潰つぶさなくてはならない。

　上かみ条じよう当とう麻ま、インデックス、御み坂さか美み琴こと、レイヴィニア＝バードウェイ、レッサー、雲くも川かわ鞠まり亜あは、各おの々おのの理由で同じ超ちよう音おん速そく旅客機へ乗り込こむ。

　しかし、彼らが東とう京きよう湾わんまで辿たどり着く事はなかった。

　新しん宿じゆく上空。学園都市の領空から抜ぬけ出した途と端たんに、悪あく竜りゆうにも似た謎なぞの生き物から襲しゆう撃げきを受け、機体は空中で爆ばく発はつ。上条達はパラシュートを使って散り散りに降下していく事になる。

「今はとにかく『船の墓場サルガツソー』を目指すしかない。全員が合流するとすればゴール地点だ!!」




　道路はどこも大だい渋じゆう滞たいで、交通麻ま痺ひした東京二三区を迅じん速そくに移動するため、上条は地下鉄の屋根へ飛び乗る。

　そこへ乱入してきたのは、『グレムリン』の魔ま術じゆつ師しフレイヤだった。

「わざと穴を残して強敵さんを誘さそっていたんだけど、やーっぱりこのカードになったか。豊ほう穣じよう神しんフレイヤちゃんが相手をしてやるぜ☆」




　インデックスや美琴の力も借りて、何とかフレイヤを撃破した上条は、再び東京湾を目指す。そこへ『グレムリン』の防衛装置、ニーズヘッグが襲おそいかかってくるが、それを撃破したのは木き原はら加か群ぐんだった。

　雲川鞠亜は言う。

「……私はここに残るよ。たとえ先生がもう死んでいても、彼のわがままに付き合ってやる人間が一人くらいいたって良いはずだ」




『船の墓場サルガツソー』ではオッレルスと右方のフィアンマが、『妖よう精せい化か』と呼ばれる対魔ま神じん用の切り札となる術式を使ってオティヌスへ挑いどんでいた。

　魔神を矮わい小しよう化かさせるという『妖精化』を叩き込む事には成功したものの、オティヌスの余よ裕ゆうは消えない。

「成功しようが失敗しようが、いずれにしても私には魔神として完成するチャンスが与あたえられる。お前達の決死の作戦は、私に贈おくり物をしてくれたに過ぎないんだよ」




　ようやく『船の墓場サルガツソー』までやってきた上条達だったが、待ち構えるオティヌスは眼帯の奥おくから『槍やり』を引き抜き、こう告げる。

「マリアン＝スリンゲナイヤーも、『グレムリン』も、ただの囮おとりだった。私一人で『槍』を作れる事が知れれば、専用の妨ぼう害がいを受ける可能性もあったからな」




　絶望的状じよう況きようから現実逃とう避ひするかのようにオティヌスの言葉を否定しようとする上かみ条じようだが、対するオティヌスはつまらなさそうに告げる。

「……ちまちま戦うのも面めん倒どう臭くせえな。世界を丸ごとぶっ壊こわしてみるか」




　直後だった。

　本当に、何の冗じよう談だんでもなく。世界の全すべてが壊れ
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「失敗したよ」

　魔ま神じんオティヌスの声が耳に滑すべり込こんできた。

　その、あまりにも奇き怪かいで絶望的な状じよう況きように、上かみ条じよう当とう麻まは初め理解が追い着かなかった。

「お前は失敗した。その結果がこのざまだ。お前がこれからどう動くかなんて正直私には興味がないが、これが現実だ。退たい屈くつなものだよ、結局何もかもが予想の範はん囲いだ」

「……、」

　ようやく、上条は自分が仰あお向むけに倒たおれている事を自覚した。

　慌あわてたように飛び起きる。そして、絶句した。周りの様子がおかしい。黒。黒一色。ひたすらに平へい坦たんな、半導体のシリコンウェハーよりも狂くるいのない平面が広がっているだけ。ミクロン単位の起き伏ふくもない陸地が、地平線の向こうまでひたすらに続いていた。

「何だ、ここ……」

　自然物らしい自然物はない。人工物らしい人工物はない。

　往来の表現をしたが、地平線、という概がい念ねんについても微び妙みようだった。陸地も空も全すべてが同じ黒で統一されているため、その区別がつけられない。

　ぐるりと一周、三六〇度を見回しても、景色に変化がなかった。自分が最終的に『戻もどった』と思っている場所が、本当に正しい位置なのか。目印になるものが何もないため、その自信さえない。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がん。

　片目を革かわの眼帯で覆おおう、槍やりを持った女。

　オティヌスの金色の髪かみと白い肌はだだけが、統一された闇やみの世界で満月のように強調されていた。

　徐じよ々じよに、得え体たいのしれない現実感が上条の心へ襲おそいかかってくる。

　現実感という言葉に、ここまでの敵意と拒きよ絶ぜつ感かんを覚えるのは初めてだった。

「……何なんだ？　ここは東とう京きよう湾わんだろう？　『グレムリン』の本ほん拠きよ地ちで、『船の墓場サルガツソー』とかいう場所のはずだった!!」

「どうした。違う場所にでも見えるのか？」

「待ってくれ……」

　魔神までの距きよ離りは、意外なほどに近い。

　今まで、世界の裏側・東とう欧おうのバゲージシティまで追い駆かけ回した時に比べれば、ずっと。

　だけど、遠い。

　眼帯の少女までの理解が、これまでで一番遠い。

　世界の果てよりも、なお。

「ここは『船の墓場サルガツソー』とは違ちがう場所だ。お前は、気絶した俺を背負ってどこか別の場所へと連れて行った。それがこの真相だ！　だって、その、だって!!　そうじゃないと困る!!」

「何な故ぜ、お前の都合に合わせて世界が回らなくちゃならないんだ？」

「だったら!!　『船の墓場サルガツソー』はどうなったんだ!?　東とう京きよう湾わんは!?」

「お前の目には、一欠片でも残っているように見えるのか？」

「それじゃここにいた人間はどうなるんだ!?　インデックスは、御み坂さかは、レッサーやバードウェイ達は!?　そ、それだけじゃない、東京に住んでいた大勢の人達は!?」

「私が気にするように見えるのか？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　認識が、壊こわれる。

　怒いかりや哀かなしみが、どのようにして作り出されるのかを忘れてしまっている。

　あまりにも当たり前で、いちいち工程を気にした事なんてなかった。

　極限の混乱ですっぽ抜ぬけてしまった今、上かみ条じようは自分の心の動きさえも理解できなくなる。

「……噓うそだ……」

「おい、いつまでこんな話を続けるつもりだ？」

「こんなのは噓だ!!　何か、その、得え体たいのしれないトリックを使ってそう見せかけているだけだ!!　だって、そっちの方が簡単なんだ。東京湾一帯を破は壊かいして、大勢の人を殺してしまうより、俺とテメェの二人だけが『どこか別の場所』へ移動した方が!!　だから!!」

「そんな認識には今さら意味などない。どちらが消えたかなんて些さ細さいな事なんだ。現実問題として、『ここ』には私とお前の二人しかいない」

　オティヌスは退たい屈くつそうな調子で言った。

　深夜に暇ひま潰つぶしのためにダウンロードしたアプリが、思った以上につまらなかったのを目まの当たりにしたような顔で。

「それに、何かスケールの関係で認識に狂くるいがあるようだが」

「何だ。まだ何かあるのか……？」

「お前、どうして東京湾なんて小さなスケールの話をしているんだ？　私が破壊したのは『地球』なんて小さな惑星の話には留とどまらないぞ」

　上条当とう麻まは。

　笑っていた。思わず笑っていた。もう、完かん璧ぺきに事態へ追い着く事を放ほう棄きした。喜き怒ど哀あい楽らくが途と絶ぜつしてしまう。自分の表情がどんな感情に基づいて動いているのか分からなくなる。あるいは、糸の切れた人形とはこんな顔になるのかもしれなかった。普ふ段だん、ニュートラルなように見える無表情にだって、人の意思というもので多少は顔面の筋肉が整えられているのかもしれない。

　どうでも良い。

　これ以上は魔ま神じんオティヌスと会話したって何も得られない。

　彼女との会話は成立しない。

　オティヌスは噓うそをついている。きっと噓をついている。噓をついていないと困る。

　自分の目で確かめるしかない。

　そうしたら、こんな茶番だって終わるはず。

「ははっ。そんなに見たいなら見てこいよ。見なくても良い、いいや、見なければ良かったものをな」

　オティヌスの嘲あざける声が上かみ条じようの背中にぶつけられた。

　返事なんてするつもりもなかった。

　ふらふらと、上条は黒一色に染め上げられた世界を歩き始めた。あれだけ強大だったオティヌスに背中を向ける形になったが、もはや、直接的な命の危機を感じ取る事さえできなくなっていた。

「インデックス……」

　呟つぶやく。

　辺り一面には、人が隠かくれられるような起き伏ふくや遮しや蔽へい物ぶつは存在しない。

　誰だれかが立っていれば、すぐに分かるはずだった。

「御み坂さか」

　山も谷もない。海も川もない。太陽も月もない。

　ただただただただただ、いつまで歩いてもどこまで歩いても全く同じ平面だけが続いている。上条はいくつもの名を呼ぶが、それは吸い込こまれるように消えていく。

「レッサーっ！　バードウェイ!!」

　いない。

　どこにもいない。

　五感で得られる事実はとても単純明快なのに、頭がそれを理解するまでがとてつもなく長い。それだけは認めてはならないと全力で拒こばんでいる。

　きっとどこかに何かがある。

　黒一色の世界に、谷のようなものがあるのかもしれない。そこにみんなが隠れていれば、こうして遠くから眺ながめているだけでは気づけないかもしれない。きっとそうだ。そうでないといけないんだ。それだけを考えて、もはや目的も結論もひっくり返して、上条当とう麻まはひたすらに歩き続ける。

　そして。

　そして。

　そして。
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　……。

　…………。

　………………。

　時間の経過。それが頭に浮うかんだ時、上かみ条じようは自分が何時間歩き回っているか、思い出す事もできなくなっていた。指標となるような、太陽や月はどこにもない。星空も見えず、ただ真っ黒な天てん蓋がいが覆おおい被かぶさっているだけ。実際には数十分の事だったのかもしれないし、三日三晩歩き通したのかもしれない。

　とにかく。

　この瞬しゆん間かん。

　上条の頭の中で、何かが『区切り』を迎むかえてしまった。緊きん張ちようの細い糸が千ち切ぎれてしまった、と言い換かえても良いかもしれない。

　人がいない。

　どこにもいない。

　誰だれ一人として、巡めぐり合う事ができない。

「……あ、ああ……」

　そもそも、一体ここはどこなのだ。

『船の墓場サルガツソー』はどんなに見積もったってここまで大きくはない。一直線に歩き通していれば、いつかどこかで海とぶつかるはずだ。なのに、いつまで経たっても変化がない。海は消えてしまった。まるで、子供向けに作られたものの妙みような哲てつ学がくを感じさせる絵本の一節のようだった。そこまでの不条理でシュールな世界に迷い込こんでしまったのか？

　あるいは。

『世界』の方が、そんな風に変わってしまったのか？

「ああああああ」

　ここはどこだ。

　初めて、上条当とう麻まは正しく『疑問』を認識した。

　そして、一度『認識』してしまえばもう駄だ目めだった。全方位から心が圧あつ迫ぱくされる。一面はミクロン単位の起き伏ふくすら許さない真っ黒な平原だけで、同じように真っ黒な空にも目印になるべきものは何もない。自分がどこに立っているのか、その指標となるべきものを見つけられなかった。彼は機械のように正しく一直線に進んでいたのかもしれないし、狭せまい範はん囲いをぐるぐると回っていただけだったのかもしれない。もう、それを証明する手段がない。足元が、自分の意識を根底から支えているものがガラガラと崩くずれていくのだけが分かる。

「あああああああああああああ！　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　自分は一人だ。

　このあまりにも広すぎて、手の付けようのない世界で、たった一人だ。

　見た事もない古代の遺い跡せきの中を探検している最中に、出口まで繋つながっているはずの細い糸が切れてしまっているのを見つけたような心理状態だった。

　両足から、力が抜ぬける。

　その場に崩れ落ちて、胎たい児じのように体を丸める。

　ひたすらに絶ぜつ叫きようする。

　ここまで狂くるってしまった世界の中では、もう『道に迷う』も『元の場所が分からない』もないのかもしれなかった。どの座標に立っていたって同じ景色が広がっているだけかもしれなかった。それでも、怖こわい。どうしようもなく怖い。頭の中にだけ残っている場所へ帰れないのが怖い。当たり前のように話していた人達と会う方法が分からないのが怖い。こんな恐きよう怖ふがあるなんて知らなかった。こんな恐怖に陥おちいる可能性なんて、考えた事もなかった。

　自分はいつかどこかで死ぬかもしれない、くらいなら頭に浮うかんだ事はある。

　だけど、これは正反対だ。

　全くの逆。

　自分だけが生き残ってしまう恐怖。

　自分以外の全すべてが消えた後に襲おそってくる恐怖。

　こんなものに耐たい性せいなんてない。耐性がつく事さえも間ま違ちがっている。これは、あってはいけない事だ。ありとあらゆる可能性の中でも、最大の邪じや悪あくだ。たったの一回だって経験してはならない事態に、上かみ条じよう当とう麻まは放ほうり込こまれている。

　何をすれば良いのか、というところから思考が止まってしまう。

　指標なき世界。

　三六〇度、どこを見回しても無しかない世界。

　ＲＰＧで、主人公はどこかのフィールドに立っているとする。東西南北どこにだって歩けるけど、一時間歩き続けても一日中歩き続けても、町や村の一つも見つからない。誰だれ一人とも出会えない。このまま進み続けても、いったん引き返しても、ひたすらに同じフィールドが続くだけ。……これで、一体何をどうしろというのだ？　これ以上何かを続ける事に、こんな絶望的な状じよう況きようを作り上げた何者かに、付き合おうと考える事はできるだろうか。

　だから。

　上かみ条じようの軋きしんだ心は、とにかく指標を求めた。

　小さな村でも、川に架かかる橋でも、ご都合主義に立っている看板でも良い。

　とにかく何か目印を。

「……あるじゃないか」

　そして、彼は小さく呟つぶやいた。

　胎たい児じのように丸めていた体を再び伸のばし、のろのろとした動きで起き上がる。

　頭の中に浮うかぶ。

　完全に切り捨てたはずの選せん択たく肢しを、もう一度思い浮かべる。

　この真っ黒な世界の中で、満月のように輝かがやいていた、たった一つの異物。

　背に腹は代えられない。

「ここには全すべての元げん凶きようの、オティヌスがいるじゃないか」
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　それは、核かく心しんに迫せまっていたのだろうか。

　それとも、現実から逃とう避ひしていたのだろうか。

　上条当とう麻まは再び歩き出していた。元来た道を引き返し、魔ま神じんオティヌスと再会するために。

　何かにせき止められていた精神が少しでも動き出せば、『疑問』は次から次へと生み出されていく。

　その一つ一つが絶望的なほどに重たいものだったが、無視をしても先へは進めない。

　そして何より、全ての答えはあの魔神へと繋つながっている。

　目印となるべきものが何もない以上、正しい方角へ進んでいる自信はまるでなかった。どれくらいの距きよ離りを歩けば良いのかも分からなかった。

　それでも進む。

　歩く。

「何だ」

　彼女は、なんて事のない顔で呟いていた。

　一本の槍やりの穂ほ先さきを真っ黒な地面に刺さし、突つき立てられた柄えの部分に体を預けるようにしたまま、気だるそうに続ける。

「てっきり、どこかで折れて野たれ死んでいるものだと思っていたのに」

　上条は答えなかった。

　オティヌス同様、自分の言いたい事だけを突き付ける。

「ここには何もなかった」

「最初からそう言っていた」

「でも、これで終わりじゃない」

　魔ま神じんオティヌスが、垂直に刺ささる槍やりから体を離はなした。

　片方しかない目がわずかに細くなるが、上かみ条じようは構わずに続ける。

「何かあるはずだ。こんな風になってしまった世界を、元に戻もどす方法が。いなくなってしまった人達と、もう一度会う方法が!!」

「またお得意の楽観論か？　目の前に広がる世界の終わりをどうやって乗り越こえたかと思えば、まさか妄もう想そうの力がその源だとはな」

　肩かたをすくめて、オティヌスは言う。

「良いか、世界は終わったんだよ。どんな方法を使ったかなんて関係ない、とにかく終わったんだ。お前の右手は、魔ま術じゆつの炎ほのおを消す事くらいならできるだろう。身を守る事だってできるかもしれない。だが、燃え尽つきて灰になったものを元へ戻せるのか？　それと同じだ。終わってしまったものは、もうどうにもならない」

「本当に？」

　上条は、疑問を挟はさんだ。

「オッレルスはこう言っていたぞ。幻想殺しイマジンブレイカーは、ありとあらゆる魔術師の身勝手な希望が生み出したものだって。世界を好き放題に歪ゆがめるだけ歪めた後、どうやったら元に戻せるか分からなくなった時の基準点や修復点として利用するためのものだって」

「……、」

「だとすれば、今がまさにその時だ」

　右手を。

　拳こぶしの形を作って、突つき出す。

「お前が何を考えているかなんて知らない、俺なんかには理解できないかもしれない。だけど、そんなのどうでも良い。……ここでくじくぞ。お前がメチャクチャにしてしまった全すべてを、どうにかして元に戻す。そのための材料だけなら、ここにある」

「良いだろう」

　オティヌスは簡単に、あっけなく言った。

「正直に言って、私も最後の関門はお前だと思っていた。ああ、実際にはその右の手首から先の事だ。幻想殺しイマジンブレイカーは、時代や場所によって一つの形に留とどまらない。お前は文字通りのクズだが、お前を殺した事によって、何か別のものに宿ってしまうと厄やつ介かいな事になるかもしれないとは考えていた訳だ」

「……？」

「だから」

　一いつ拍ぱく。

　区切るように、オティヌスはこう続ける。

「やはり、頭の先から足の先まで粉々にするよりは、精神を折った方が最適か。幻想殺しイマジンブレイカーは、お前という檻おりの中に入れておく事にするよ。それで、せっかくの力も宝の持ち腐ぐされにしておけるのだから」

「……来るなら来い。どっちみち、もう『ここ』には俺とお前しかいないんだ。不利だろうが無む謀ぼうだろうが、他の何かや誰だれかに任せておける状じよう況きようじゃない」

「私が？」

　対して、彼女は眉まゆをひそめていた。

　首まで傾かしげていた。

「これでも私は神のはしくれだぞ。まさかこのオティヌスが、矮わい小しような人間ごときとわざわざ戦ってやるなんて思ったのか？」

　言って。

　彼女は、今まで体を預けていた槍やりの柄えを、掴つかむ。

　真っ黒な地面から、穂ほ先さきを引き抜ぬく。

「ガキ一人を押おし潰つぶすのに、魔ま神じんが直接手を動かす必要などない。忘れたか？　魔ま術じゆつの神とは、魔術でもって世界の全すべてを操る者を指す。全ては私の配下なんだ。面めん倒どうな流れ作業など手て駒ごまに任せておけば良い」

　光る。

　漆しつ黒こくだけで埋うめ尽つくされた世界に、一本の槍が光をもたらす。

　明確な変化。

　あるいは、創造の前兆となるべき何か。

「何を……」

「最初に言ったはずだ。お前の精神をへし折ると」

　魔神オティヌスは適当な調子で告げる。

　全自動の処しよ刑けい装置にベルトコンベアで運ばれていく死し刑けい囚しゆうを眺ながめるような目で。

「お前が守りたかったもの、お前がもう一度帰りたかった場所、お前が再び出会いたかった面おも影かげ、その全て。……根底から覆くつがえし、認識を破は壊かいする。たかだか十数年で獲かく得とくしたものがどれだけ矮小だったのかを教えてやる」

　直後に、世界が白一色へと染まっていった。

　彼の目に強い光を浴びせられているのとは違ちがう。目が眩くらんでいるのではなく、真っ黒に染め上げられていた何もない世界の方が輝かがやきを放っている。変質していく。『槍』を中心にして、魔神の思おも惑わくの通りに。




　何かが。

　起こる。








行間　四









　何もない場所に、小さな傷をつけた事がある。

　爪つめを立てて一直線につけた傷。

　経過した時間を数えていたのか、この場所を通りかかった回数だったのかは、もう思い出せない。

　だけど、少しずつ積み重なっていくその数が、ほんの些さ細さいな達成感を与あたえてくれた。

　意味なんてなくても、それは支えになっていたのだ。

　ある時、その場所を通りかかった時、傷の山がなくなっているのに気づいた。

　場所を勘かん違ちがいしたかと思って、全く同じ黒一色の世界を歩き回ったけど、ついに見つける事は叶かなわなかった。




　確かなものが欲しかった。

　変わらないものを支えにしたかった。




　当たり前のようでいて、実はとても難しい願いなのは分かっている。人は老いてものは壊こわれる。食べ物は腐くさって金属は錆さびる。街は変わって文化はねじれる。国家や文明でさえも永遠に一律とは限らない。こんな真っ黒な世界でなくたって、真に変わらないものを見み出いだすのはとにかく困難を極きわめる。

　それでも願ってしまう。

　全すべてが終わってしまった後だからこそ。

　やるべき事はたくさんある。消えてしまった人達はどこへ行ったのか。失われた建物の代わりは作れるのか。切せつ迫ぱくしたところでは水や食料の確保はどうする。

　それらの行動目標と、『変わらないもの』の間に直接の因果はないかもしれない。

　しかし、それがあるかないかは大きく違うはずだ。

　いつどこで消えてしまうかも分からない些細な傷の山とは違う。

　こんな黒一色の世界でも、確実にカウントできるものがある。

　その確約を得る事は、絶対に意味がある。

　だから。
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「……ハッ!?」

　上かみ条じようはそこで目を覚ました。

　自分が一体どこにいるのか、前後の記き憶おくを把は握あくできない状態が続く。自分が横になっているのは、安物のパイプベッドだった。見覚えはない。ここは具体的にどこだかは分からないが、住宅街にある建売の家なのだろうか。小さな寝しん室しつのような四角いスペース。壁かべ際ぎわにある棚たなの上には、小さなペンギンのぬいぐるみが置いてあった。

　何かと疑問形になっているのには、理由があった。

　そもそも屋根がない。

　四方の壁の内、外に面した一面がゴッソリと砕くだけて消えてしまっている。

　瓦が礫れきの散らばる室内に、焦こげ臭くさい匂においが鼻についた。

　頭上に星空が輝かがやいている所から察するに、今は夜のようだが、それにしては砕けた壁の向こうに広がる景色が妙みように明るい。日にち没ぼつの瞬しゆん間かんのような、地平線の向こうからぼんやりとオレンジ色の光が洩もれている風に見えるのだ。

（何だったんだ、さっきまでの『黒一色の世界』は……？　何かの夢……？？？）

　はっきりとしない。

　自信が持てない。

　壊こわれた家の中に寝ねかされている、この状じよう況きようだって現実味がない。さっきまでの話と、今ここにいる自分。一体どっちが夢なのかと尋たずねられたら、何も答えられない。

（そもそもここは一体どこなんだ？　『グレムリン』は、『船の墓場サルガツソー』は？　学生寮りようだらけの学園都市とは違ちがうみたいだけど、二三区のどこかなのか……？）

　考えられる可能性としては、東とう京きよう湾わんに浮うかぶ『船の墓場サルガツソー』で魔ま神じんオティヌスと激げき突とつし、そこで意識を失った事だろう。

　記憶はないが、これでは戦果なんて期待できない。

　インデックス、御み坂さか美み琴こと、レッサー、バードウェイ。共に『船の墓場サルガツソー』に向かった仲間達の手で、気を失ったままの上条を担かついでどこかへ撤てつ退たいしたのだろう。だとすれば、上条をここへ連れてきた誰だれかは近くにいるはずだ。闇やみ雲くもに動くよりも、ここに留とどまってきちんと合流した方が良い。

　……………………………………………………………………………そういう事で、良いのか？

　上かみ条じようの顔に、嫌いやな汗あせが浮うかぶ。

　東とう京きよう湾わんからこの住宅街まで、上条が一人でやってくる道理はない。敵側の『グレムリン』が意識を失った上条をベッドで寝ねかしつける理由もない。赤の他人がいきなり介かい入にゆうしてくる意味もない。……であれば、上条と同行していた仲間の誰だれかが手配した、というのが一番自然な意見のはずだ。疑問なんて考える余地はない。

　なのに。

　安易な方向に流れてしまう事に、上条は猛もう烈れつな拒きよ否ひ感情を抱いだく。

　真下には錆さびついた不ふ発はつ弾だんが埋うまっている地面の上にテントを張って、ここは安全だからゆっくり休んでいきなさい、と言われたように。

　何か、絶対に見過ごしてはならない第一の前提条件がすっぽ抜ぬけているような……。

　ジジッ！　と何かノイズのような音が聞こえた。

　どこかで誰かが料理にでも失敗したのか、奇き妙みように焦こげ臭くさい薄うす闇やみの中、横合いからぼんやりとした白い光が浮かび上がる。

　そちらを見ると、四角く切り取られた光があった。

　液えき晶しようテレビだ。

　どういう理り屈くつなのか、ひとりでに電源が点ついたらしい。

　テレビニュースのようだった。

　海外に派は遣けんされているであろう日本人の女性アナウンサーが、どこか遠い国の戦争について報告している。スーツの肩かた越ごしに見える夜の街は完全に電力が落ちていて、夜景らしき夜景は何一つなかった。にも拘かかわらずビルや建物のシルエットがぼんやりと浮かび上がっているのは、あちらこちらから轟ごう々ごうとしたオレンジ色の炎ほのおが噴ふき出ているからだ。

「……、いや」

　そこで、上条はポツリと呟つぶやいた。

　一枚の絵をひっくり返す事で別の意味が浮かび上がってくる騙だまし絵のように、上条はテレビに映るものの『正体』にようやく気づく。

「いや、これは！　いや……っ!!」

　ぞわぞわと、両手の一〇本指の先せん端たんから体の奥おく深くへと嫌な感覚が走り抜けていく。

　女性アナウンサーの音声が、ようやく上条の耳に入ってくる。




『日本の首都東京では、都内に潜せん伏ぷくする上条当とう麻まの掃そう討とうのため、多た国こく籍せき連合軍による総合侵しん攻こう作戦が依い然ぜんとして継けい続ぞくされています。都心二三区の七割はすでに瓦が礫れきと化しているとの情報も流れていますが、大規模な破は壊かい活動は、かえって上条当麻の生死を不ふ明めい瞭りようにしてしまうのではという懸け念ねんもあるようで……』




　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　意味が。

　分からなかった。

　レイヴィニア＝バードウェイからの話では、確か『グレムリン』の本ほん拠きよ地ちを一いつ斉せい攻こう撃げきするために、イギリス清教とかローマ正教とかアメリカ合衆国とかフランスとか、いろんな勢力が連合を組んで『その時』を待っている、という事だった。本物の『船の墓場サルガツソー』が日本の東とう京きよう湾わんにあった以上、彼らも魔ま神じんオティヌス達と戦ったのかもしれない。

　だけど、それがどうしてこんなニュースに繋つながる？

『どこか遠い国の戦争』よりもずっとずっと遮しや断だんされているように見える、テレビのニュースへ上かみ条じようは茫ぼう然ぜんとした目を向けている。

　まるで悪い冗じよう談だんのようだが、上条の鼻は焦こげ臭くさい匂においを嗅かぎ取っている。

　そして、屋根や壁かべが壊こわれた奇き妙みような一いつ軒けん家や。

　ぎちぎちぎち……と、上条は首だけを動かして、改めて、壊れた寝しん室しつの壁から夜の街へと目を向けた。

　オレンジ色の光が瞬またたいていたが、それは決して夜景などではなかった。

　街の広い範はん囲いがまとめて停電していた。

　燃え広がっているのは、人を焼き殺すために放たれた莫ばく大だいな炎ほのおだ。

「……、」

　中ちゆう継けいはどこかへ切り替かわっていた。

　何かの記者会見の現場のようで、中心に立つ人物へ向けてたくさんのフラッシュが瞬いている。

　合衆国大統領のロベルト＝カッツェは、胸を張ってこう言っていた。

『余計な説明は省こう。元々、議論の余地もなかったのは周知の通りだ。日本国政府は上条当とう麻まの潜せん伏ぷくとその所在を認めておきながら、その事実を長らく隠いん蔽ぺいし続けてきた。これは国際社会の安定と平へい穏おんを望む、国家の枠わく組ぐみを超こえたあらゆる人民への冒ぼう涜とくに他ほかならない』

「なん、なんだ……？」

　聞こえるはずもないのに、思わず上条は呟つぶやいてしまう。

　見知った顔が、見知らぬ表情で何かを話している。

『日本の皆みなさん、特に都心で実際に暮らす方々に苦労を強しいている。これは紛まぎれもない事実だが、我々は上条当麻の明確で確実な死亡確認が取れるまでは、打ちよう擲ちやくの手を止める事は絶対にない。平和主義を唱えるあなた達も本当は理解しているはずだ。真の平和のためには、あの悪あく魔まを必ず俺達の代で、この瞬しゆん間かんに！　根絶しなくてはならないのだと!!』

　同時通訳の声が実際の大統領の表情や声こわ色いろに比べて極きよく端たんに淡たん々たんとしているのが奇き怪かいで、まるでこれから銃じゆう殺さつする人間の名前を一つ一つ並べていっているようだった。

『たとえ今この時は賛否が分かれようとも、我々の選せん択たくは一〇〇年先の歴史家から必ず拍はく手しゆ喝かつ采さいで賞賛されるだろう。ここで上かみ条じよう当とう麻まを取り逃にがし、再び広い世界へ潜せん伏ぷくさせてしまえば、その一〇〇年先には廃はい墟きよと屍しかばねしか残らない!!　我々は地球人類の善性に従い、今日、ここで、確実にヤツの息の根を止めてみせる!!』

　洪こう水ずいのような拍はく手しゆがあった。

『大統領の演説』に世界が熱ねつ狂きようしている光景に、上条はどうしてもついていけない。こいつら、そういうラベルさえ貼はっておけば『卵は一パック九八円ただしお一人様一パックまで』だって涙なみだを浮うかべるんじゃないだろうかと思ってしまう。

　もう。

　どこから手をつけたら良いのかも分からない。

　今まさに沈ちん没ぼつしていく船の中、今すぐ船底に空あいた穴を塞ふさがなくてはならないのは誰だれの目にも明らかだったとしても、その数があまりにも多い。一つ一つ順番に塞いでいこう、と考える余よ裕ゆうすら奪うばわれ、ただ破は滅めつ的てきな光景を前に立ち尽つくすしかなくなってしまう。

　結果。

『本質』から目を逸そらし、上条は前提条件を無理矢理に覆くつがえして心の安定を得ようとしてしまう。

（何かの情報戦の一いつ環かんなのか……？　例えば『グレムリン』を騙だましてどこかへ誘ゆう導どうするためとか。そうでもないと、こんな間ま違ちがった情報が世界中に流れる理由がない……）

　そんな風に考えていた時だった。




「よお」




　唐とう突とつに。

　壊こわれた寝しん室しつの中に、新しい声が滑すべり込こんできた。

　上条がビクリと肩かたを震ふるわせてそちらへ振ふり返ってみれば、腕うでを組み、背中を軽く壁へ預けるような格好で、一人の少女が立っていた。

　魔ま女じよのような帽ぼう子しとマント、全身を戒いましめる革かわの衣装、片目を覆おおう眼帯。それらでシルエット自体にさえ記号化を施ほどこした人物。

　いいや、『人』というカテゴリでまとめてしまっても良いものか。

「魔ま神じん、オティヌス……っ!?」

「良い感じに世界が温まってきたな」

『神』と呼ばれる領域に立つその少女は、手の中でテレビのリモコンをくるくると回していた。彼女は適当な調子でチャンネルを切り替かえていく。夕飯後の空あいた時間の暇ひま潰つぶしのような挙動だが、次々と画面に映し出されるのはどれもこれも心臓を握にぎり潰すほどのショッキングな映像ばかりだった。

　ある番組では、荘そう厳ごんな大聖堂を前に聴ちよう衆しゆうへ語りかける、ロシア成教の重じゆう鎮ちんが立っていた。

『……今日という日のために皆みなで祈りを捧ささげましょう。神は人間の自由意思を尊重しますが、過あやまちをそのまま肯こう定ていするような甘あまい顔はいたしません。間ま違ちがいは、必ず正されなくてはならない。あれは、上かみ条じよう当とう麻まという存在は、人間に与あたえられた自由度を逆手に取って生まれてきた、淀よどみのようなものなのです。私達の自じ浄じよう作用が試されています』

　別の番組では、宮きゆう殿でんの応接室でテレビ局の人間と会話を続ける英国女王クイーンレグナントが腰こし掛かけていた。

『極きわめて特異な事例だが、名めい誉よのための戦いというのであれば応じよう。それにしても、今日びあそこまでの悪性もなかなかに珍めずらしいものだ。昨今はマフィアやギャングまでもが善を語り出す始末でな。絵本や童話に出てくるようなドラゴンスレイヤーを、こんな時代に担になえるとは光栄の極みだ』

「ようやっとエンジンの暖気も終わったか。世界は沸ふつ騰とうしているぞ。何しろ、瓦が礫れきの山から上条当麻の首を見つけない限り、この乱らん痴ち気き騒さわぎはいつまでも続くと『実感』してしまったからな。これでも私は驚おどろいているんだ。ここまで追い詰つめられた状じよう況きようで、まだどこも核かくに手を出していないんだからな。これも、確実な死亡確認とやらのためかもしれんが」

「……何を、したんだ？」

　震ふるえる唇くちびるを何とか動かして、上条は言う。

　それはすぐに叫さけび声に変わった。

「一体彼らに何をした!?　普ふ通つうに考えて、彼らの矛ほこ先さきがお前からよそへ逸そらされるはずがない！」

「おいおい、まさか私が連中を脅きよう迫はくでもして指名手配させているとか考えているのか？　そんな理り不ふ尽じんな要求に連中が応こたえるはずがない。そんな事したところで突つっぱねるさ。そして私の手で惨みじめに殺される。分かっているだろう？」

「……、」

「そもそも世界の連続性なんて、もはやどうでも良い話だ。世界は、一度、完かん璧ぺきに終わったんだよ。ハァ……わざわざ目の前で見せてやったのに、もう忘れたとか言い出すつもりか？　ここは、いつか覚める夢の中でも、無価値な幻まぼろしの中でもない。これが今ある世界なんだ、神である私がそういう風にした。逃とう避ひするのは結構だが、現実ってヤツに対処しなければお前が辿たどる道は一つ」

　壁かべに背を預けたまま、肩かたをすくめて魔ま神じんは語る。




「お前は死ぬぞ、このままじゃ確実にな」




　チカッ!!　と、外から眩まばゆい光が投げかけられた。

　強力な懐かい中ちゆう電灯のものらしい。

　わずかに目が眩くらんだ上かみ条じようが改めて壊こわれた寝しん室しつを見回してみれば、すでにオティヌスはどこにもいなかった。

　代わりに、外から複数人の乱暴な話し声が聞こえてくる。

『おい、確かにテレビの音声が流れていやがったぞ。防災用のワンセグじゃねえ。あの手のヤツはバッテリーを長持ちさせるために音量を大きくできないようにされているはずだ』

『でも、この辺一帯はもう全部電気切れちまってんだろ。デカいテレビなんか映らないんじゃないのか』

『何かの裏ワザ使っているって事だ。誰だれかが隠かくれ住んでいるかもしれない。見てみようぜ、「あいつ」がいたら一大事だ』

　ドッ、と上条の全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出す。

　この壊れた寝室は建売住宅の二階部分だと思うが、そこにいても、何者かが家の中へ踏ふみ込こんでくる派手な音が聞こえてくる。それも、ドアノブをガチャガチャ鳴らすとか、ドアそのものを蹴け破やぶるとか、そんな誰でも予想のできるものではない。

　ガラス。

　躊ちゆう躇ちよなく叩たたき割る甲かん高だかい音が、上条の鼓こ膜まくに突つき刺ささる。

「……っ!?」

　相手に常識なんか通用しない。

　だけどそれは、今まさに他人の民家へ踏み込んでくる『キレた集団』だけの話に留とどまるのか？

　街が燃えているのだって十分に異常だ。

　そもそも、この家の本来の持ち主はどこへ行った？　この壊れた寝室に置いてある、ペンギンのぬいぐるみの持ち主は無事なのか。

　何もかも、ここを無事に切り抜ぬけてからだ。

　人間が狂くるっているにしても時代が狂っているにしても、他人の家のガラスを割って遠えん慮りよなく入ってくるような輩やからに、まともな会話が通じるとは思えない。しかも魔ま神じんオティヌスが何か細工をしているのか、テレビの中でさえ人々の様子がおかしい。どこの誰だか知らないが、こんな所で鉢はち合あわせてもろくな事にはならないだろう。

　思考を切り替かえる。

　生き残るために順応する。

（……小さな家なら階段は二つもない。順路をなぞって普ふ通つうに外へ出ようとすれば、途と中ちゆうであいつらとかち合ってしまう。最短最速で外へ逃にげようとするのは逆効果。どこから逃げるにしても、まずはやり過ごす。それしかない）

　ほとんど本能的に、壊こわれた寝しん室しつのドアへ目を向けてしまう。室内なので、鍵かぎのようなものはない。部屋の中にある椅い子すなどを使ってドアを開かないようにしてしまう事もできるのだが、そんなのは逆効果だ。踏ふみ込こんできた連中は、とりあえず一通りは絶対に全すべての部屋を見て回るだろう。そんな中で、不自然に塞ふさがれたドアを見れば何を思うかなんて自明の理だ。

（隠かくれる場所は、ベッドの下？　クローゼットの中？　これも駄だ目めだ。安全な場所を選ぼうとすればするほど、相手だって真っ先にそこを探す。逆に言うなら、紙一重の場所が狙ねらい目だ。開いたドアの裏とか、ほとんど自殺行為にも等しい場所。そういう所なら、かえってヤツらの予測の範はん疇ちゆうを超こえられる。心理的な死角に潜もぐり込める）

　薄うすい床ゆかの向こうから、バタバタとした物音が聞こえる。

　上かみ条じようはゆっくりと息を吐はいて、どうにか莫ばく大だいな緊きん張ちよう感かんを抑おさえつけようとする。

（出口は、ドアと……あとは、壊れた壁かべか）

　足音を鳴らさないように気をつけて床を踏み、壁かべ際ぎわの方へと近づいていく。大穴というより、壁が丸ごとなくなっていた。元々は金属製のベランダによって複数の部屋が繋つながっていた……ようなのだが、外がい壁へきと同様、柱ごとごっそり消えてしまっている。かつて庭だったらしき荒あれ地ちには、鉄くずと化したベランダの残ざん骸がいが転がっているのが見える。

　下は土だ。二階くらいの高さなら飛び降りても死にはしないだろうが、壁やベランダの残骸が邪じや魔まだ。着地の時に足首を痛めれば、家の中を徘はい徊かいしている連中に追い着かれる危険性がぐっと増す。

（ロープになるものは……カーテンの残骸で良いか。あいつらを一度やり過ごしたら、二階部分を探たん索さくしている隙すきを縫ぬって、ベランダ跡あとからそのまま庭へと降りる。連中がボウガンだの鉄てつ砲ぽうだのを持っていない限りは、これで切り抜ぬけられるはず）

　大おお雑ざつ把ぱな作戦だけ決めた上条は、開いたドアの陰かげに隠れられるよう、壁際に寄る。

（とにかく、誰だれでも良い。インデックスでも、御み坂さかでも……。事情をきちんと知っているであろうヤツと合流しないと……）

　そんな風に思っていた。

　甘あまかった。

　そう気づいたのは、予想に反して『一階からの足音』がいつまで経たっても二階へやってこないからだった。

　そして同時に、焦こげ臭くさい匂においが鼻につく。

　これまでもうっすらと漂ただよっていたが、明らかに濃度が違ちがう。

　パチパチと、何かが弾はじけるような音を耳にして、ようやく上条は事態が切せつ迫ぱくしている事を明確に自覚した。

（あいつ、あいつらっ!?　中を捜そう索さくするために踏み込んできたんじゃない。火を点つけて、中にいる人間を炙あぶり出すために……っっっ!?）

　予想なんて何の意味もなかった。

　こんなのが当たり前みたいに蔓まん延えんしている世界が広がっていた。

　このままここに留とどまれば丸焼きにされる。咳せき込こみながら外へ飛び出してもすぐに捕つかまる。

『まともな解決方法』なんてどこにもない。

　生き残って。

　どうしてこんな事になったのかをきちんと知るためには。

　この理り不ふ尽じんをさらに凌りよう駕がするほどの方法に訴うつたえるしかない。




　　　　２




　安全策とか無事に脱だつ出しゆつする方法とか、そんなのを考えていられる余よ裕ゆうはない。

『テレビの音声が聞こえていた』だけで家に火まで放つようなイカれた連中でも、自分で燃やした家と一いつ緒しよに死にたいとは考えないだろう。

　その『タイミング』を狙ねらった。

　上かみ条じよう当とう麻まの取った行動自体はとてもシンプルだ。大きく崩くずれた壁かべの大穴から、外へ向けて飛び降りたのだ。

　ただし。




　燃え盛さかる家から出てきた暴漢達を、真上から押おし潰つぶすように。




　もう相手の心配とかしている余裕はなかった。躊ちゆう躇ちよなく、相手を無力化させる事だけを考えて、三、四人の集団の中央へと勢い良く落下する。

　何かがひしゃげるような鈍にぶい音が聞こえた。

　すぐ近くで悲鳴も炸さく裂れつした。

　完全に衝しよう撃げきを吸収する事もできず、上条はガラクタだらけの庭の中を転がる。ベランダの残ざん骸がいや崩れてブロック状になった壁の破片などが背中にゴツゴツと当たった。それでも必死に起き上がり、身を乗り出すような格好でブロック塀べいを越こえていく。

　パン!!　という乾かわいた破裂音が炸裂した。

　道路側に転げ落ちた上条は、その意味を知ると一気に冷や汗あせを噴ふき出す。

（拳けん銃じゆう……っ!?）

　単純に、人を殺傷せしめる凶きよう器き、しかも飛び道具を有していた事だけではない。

　この日本という国で、それを最も一いつ般ぱん的てきに手にしている、手にする事が許されている職種と言えば……。

「まさか、警察官だって言うのか!?」

　叫さけぶと、立て続けに発はつ砲ぽう音おんが返ってきた。間にあるブロック塀べいが欠けたり割れたりする不ぶ気き味みな音も続く。上かみ条じようはとにかく走った。碁ご盤ばんの目のようになっている住宅街を、ジグザグに何度も折れ曲がる形で逃とう走そうを続ける。建物はどれもこれも壊こわれていて、まともな形を保っている方が珍めずらしいくらいだった。あちこちから黒こく煙えんが立ち上り、場所によっては地中のガス管が傷ついたのか盛せい大だいに火柱を上げている場所まであったが、消防車がやってくる気配は全くない。

　てっきり、『最近の若者』なんて呼ばれる、テレビの中でしか見た事もないような奇き人じん変人の仕し業わざかと思っていた。

　それが実際には警察官。

　一番に規律や秩ちつ序じよを守るべき職種の人間が束になって、テレビの音が聞こえたからなんて理由だけで他人の家へ押おし入って火まで点つけた。……これが『基準』だとすると、普ふ通つうの人達は一体どんな行動を取っているというのだ？

　バタバタバタバタ!!　と、布を叩たたく音を何十倍にもしたような轟ごう音おんが真上を突つき抜ぬけた。

　思わず立ち止まって燃え盛さかる夜空を見上げる上条は、投光器で地面へ強きよう烈れつな光を落としているヘリコプターを見た。詳しい事は分からないが、おそらく軍用のものだろう。

　一直線に抜けていった軍用ヘリは、瓦が礫れきの山へ光を投げかけて、何かを見つけたらしい。ドガガガガガッ!!　という爆ばく音おんと共に、花火のような曳えい光こう弾だんの列を撃うち下ろしている。

　上条は荒あらい息を吐はき、学園都市では見かけない電信柱へ体を預けた。

　喉のどがひりつく。

　単純に走って疲つかれただけではない。何か、辺りを漂ただよう空気全体に禍まが々まがしいものを感じる。

「最初の試練は乗り越こえたか」

　嘯うそぶく少女の声があった。

　電信柱のてっぺんに、優ゆう雅がに足を組んで腰こしを掛かける『魔ま神じん』の姿があった。

　上条は思わず、柱から体を離はなして叫さけぶ。

「何をしたんだ……。一体何を!?」

「私は何もしていないさ」

　うっすらと笑いながら、金きん髪ぱつに眼帯の少女は答える。

「ただ、『見方』を変えてみただけだ」

　瞬まばたきをした時には、すでにオティヌスはどこにもいなかった。辺りを捜さがしてみるが、それらしき少女の影かげはどこにもない。

　その代わり、瓦礫の中にいくつかの人影を見つけた。

　もう、指先の一つたりとも、ピクリとも動かなかった。

「……、」

　さっきのヘリコプターや、暴漢と化した警察官達のような、分かりやすい暴力の痕こん跡せきはどこにもない。ミイラのように干ひからびた体から、専門の監かん察さつ医いでなくても大体の事は分かった。

　これは……餓が死しだ。

　枝のような手が今も掴つかみ続けている災害用の携けい帯たいラジオから、不ぶ気き味みな声が聞こえてくる。

『国連決議によって該がい当とう国こくへの国交、貿易、食料支し援えんなどは全すべて断ち切られました。該当国日本の食料自給率は四〇％未満。二人に一人以上は死ぬ計算となっています』

『本当は戦う必要なんてないんですけどね。戦後日本は放ほうっておけば勝手に干上がるように再設計されている、首輪でもつけるように。まあ、あそこの国は困ったら木の根だろうが人の肉だろうが貪むさぼって生き残ろうとするようですから、念には念を入れておく必要がある訳ですが』

　うんざりだった。

　上かみ条じようはその場を離はなれ、住宅街の道路を歩く。何か、よっぽど重たいものでも走ったのか、道路はどこもひび割れてボコボコに変形していた。

　しばらく歩いていくと、ようやく上条はここがどこかを知るヒントを得た。

　九〇度以上鋭えい角かくに折れ曲がった金属製の道路案内があった。炎ほのおや高温にさらされたのか、ほとんどは黒ずんでいたが、かろうじて地名が読める。

「……渋しぶ谷や？」

　読んでみて、背せ筋すじがぞっとした。

　この、瓦が礫れきの山が……？

「ここは、テレビに出てくる渋谷の街だって言うのか……？」

　渋谷と聞くと、流行の発信基地、商業施し設せつの群れ、高級ブランド店てん舗ぽの集中展開地域などをイメージするかもしれない。しかし実際には、駅から数百メートル歩いただけで閑かん静せいな住宅街や居酒屋なども並んでいるものなのだ（もちろん、一いつ軒けん家やのお値段は思わず笑いが込こみ上げるくらい洒落しやれにならないのだが）。

　どうやら上条は住宅街の方から、商業区画の方へと歩いてきたらしい。

　実感は全くなかった。

　元々、壁かべで囲まれた学園都市で暮らしてきた事も手伝っているが、それ以上に、あまりにもかけ離れた光景が広がっていたからだ。

　一五メートルより高い建物がない。

　厳密には、崩くずれ、へし折れ、瓦礫の山へと変わっている。高こう架か状の線路もズタズタにされていた。ここにあるのは、圧あつ倒とう的てきな力で粉ふん砕さいされた街並みと、致ち命めい的てきなダメージを負いながらも、かろうじて基部だけは残っているビルだけだ。

（これは……『グレムリン』が……？　いいや、それとも多た国こく籍せき連合軍とかいう方が……？）

「私じゃないぞ」

　声が聞こえた。

　ガラスを粉々に砕くだかれ、ブランド品をあらかた強ごう奪だつされた後のショップの中。眼帯の少女は大きな鏡の前でくるくる回っていた。

「そしてまだ終わってもいないらしい」

　彼女は煙けむりのように消えてしまった。

　電気の途と絶だえたはずの街で、店てん舗ぽの有線放送のスピーカーから陽気な声が響ひびいてきた。

　海外のニュースを日本語に翻ほん訳やくしているようなのだが……、

『学園都市から学生達が外へ逃にげ出す疎そ開かい活動が盛さかんになっているようだけど、多た国こく籍せき連合軍はこいつを認めちゃいない。疎開先となった地はくまなく空くう爆ばくする事で、負の可能性の芽を残らず摘つみ取るんだとさ。おっかねえ、世の中平和が一番だ』

　光が見えた。

　流れ星のようにも見えたのだが、それにしては数が多い。

『さいたま、横よこ須す賀か、静しず岡おか、甲こう府ふも精密爆ばく撃げきが始まったようだ。こりゃもう駄だ目めだな、関東から出すつもりはねえらしい。ここで良い子の皆みなさんにご忠告だ！　自分の生まれ故郷を吹ふっ飛ばされたくなけりゃあ、ヤツらを街に入れるな！　疎開の連中を招いてもろくな事にはならねえぜベイビー！』

　二〇から三〇もの瞬またたく光が、上かみ条じようの頭上を追い越こしていった。それは駅などの中心構造物へと一直線に突つき進んでいく。

　陽気な声が実じつ況きようしていた。

『外』からどんな風に見られているかを、暗に提示するかのように。

『ヘイ、またホットな情報が入ったぞ。今度は渋しぶ谷やって話だ！　それじゃ悪党退治のカウントダウンと行こうか。一〇、九、八、七……ハッピーニューエーイジ!!　ヒューウッ!!』




　着ちやく弾だん。

　閃せん光こう。

　轟ごう音おん。

　焼損。




　身を伏ふせている暇ひまもなかった。

　閃光から少し遅おくれて、粉ふん塵じんの壁かべという形で視覚化された衝しよう撃げき波はが全方位へと拡散していく。複数の巡じゆん航こうミサイルが向かったのは一〇〇メートル以上離はなれた駅舎の方だったのに、上条の体がお構いなしに宙を舞まった。どこにぶつかったかは知らないが、後頭部に鈍にぶい痛みが炸さく裂れつする。

「ぁ、ぐ……ぅわっ!!　げほっ、がぼ……っ!!」

　頭を打ったはずなのに、何な故ぜか強い吐はき気が胃袋の辺りからせり上がる。

　しかし、悠ゆう長ちように体の調子を確かめている場合ではない。

『ジジジジジッ!!　……ざざざ……っ！　ガガッ!!　……ブツッ!!』

　衝しよう撃げきにやられたのか、店てん舗ぽ内のスピーカーは雑音だけを吐はき出している。あのスピーカーからはついさっきこんな声が聞こえてきていた。

　空くう爆ばくは、学園都市から逃にげてきた学生達を狙ねらったものだと。

　だとすると……、

「うそ、だろ」

　思わず、呟つぶやいた。

　いくつもの見知った顔が、鈍どん痛つうに支配された頭の中に浮うかび上がる。

「冗じよう談だんじゃねえぞ、くそ!!」

　ふらつく頭も無視して、とにかく駅舎の方へと走る。近づくにつれて肌はだにピリピリとした痛みが感じられた。空気が熱せられているのだと、遅おくれて気づく。

　元から原形も留とどめていなかった建物の成れの果ては、上かみ条じようの目の前で本当に崩くずれ落ちてしまった。

　……もしもあの中に、生きている人間が大勢隠かくれていたとしたら……。

（いいや。いいや!!　確か渋しぶ谷や駅は地下数十メートルの巨きよ大だいな竪たて穴あなみたいな不思議な構造をしているって聞いた事がある。きちんと『避ひ難なん』を意識しているなら、絶対に地下へ逃げているはずだ。表面上の駅舎が崩れただけで、まだ全ぜん滅めつって決まった訳じゃ……っ!!）

「どうだろうな」

　少女の声が聞こえた。

　一体どこから拾ってきたのか、オティヌスは何な故ぜか電動立ち乗り二輪車を乗り回して上条の隣となりを併へい走そうしていた。

「お前が思っている通りに事が進んでくれていれば良いんだが」

「っ!!」

　思わず殴なぐりかかろうとした所で、『魔ま神じん』は乗り物ごと煙けむりのように消えてしまった。

　駅舎へ辿たどり着いた時には、すでに肌の痛みは真夏の浜辺みたいになっていた。不ぶ気き味みな事に、地肌が露ろ出しゆつしている顔よりも、靴くつ底ぞこに守られているはずの足の裏が一番痛い。ひょっとすると、地面はフライパンのように熱せられているのかもしれなかった。とてもではないが、ここに座って休きゆう憩けいしたいとは思えない。

（出入口は……）

　上条はあちこちを見回す。

　駅舎そのものはすでに単なる瓦が礫れきの山になっていて、どこがどの部分だったのかを推測するのも困難な状じよう況きようだった。隙すき間まなくみっちりとコンクリートのブロックが積み上げられていて、人が中に入り込こめるようなスペースはどこにもない。

（くそ、一体どこから入れば良いんだ!?　これじゃいつか酸欠で中の人達が……っ!!）

　その時だった。

　がらり、と重たい石が崩くずれるような音を耳にした。

　そこで上かみ条じようは見つけた。

　出入口を。

　ではない。

「ふ、き……よ……せ……？」

　上条の声が、震ふるえていた。

　ついに、見知った顔と出会ってしまった。一刻も早く救出しなくてはならないと思っていた、それでいて、ここにはいてほしくなかったと願っていたクラスメイトの一人と。

「吹ふき寄よせェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　おでこを大きく開けた長い黒くろ髪かみに、胸が大きいのが特とく徴ちよう的てきな女の子だった。

　彼女は瓦が礫れきの山の麓ふもとに寄りかかるような格好で倒たおれていた。あの、靴くつの中にまで刺さすような熱気が伝わってくるような、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくの焼けた石の上で。

　駆かけ寄り、慌あわてたように抱かかえ上げる。

　ざらりとした黒髪が顔にかかっていて、どれくらいのダメージがあるのかは見えなかった。

　でもまだ、うっすらと息をしている。

　今なら何とかできる!!

「くそっ、大だい丈じよう夫ぶかっ、くそ!!　今なんとかしてやる。必ず助けてやるからな!!」

　ぐにゃりと。

　まるで、分厚くて重たいゴムの塊かたまりでも持ち上げているような感かん触しよくだった。

　素人しろうと診しん断だんでは彼女の体の中がどうなっているかまでは分からない。だが、とりあえず火傷やけどの対処をするべきだろう。ろくに電気の通っていない街では氷を確保するのは難しいかもしれないが、水くらいなら見つかるかもしれない。

「……ぁ……」

　ひび割れた彼女の唇くちびるが、微かすかに動く。

　上条は片手で制した。

「今は良い。手当てが先だ、とにかくここを離はなれよう」

　学園都市から疎そ開かいした学生を狙ねらって空くう爆ばくしている、と有線放送では言っていた。クラス単位、学年単位、学校単位で行動しているとしたら、他の知り合い達もこの渋しぶ谷やの街にいるかもしれない。聞きたい事は山ほどあるが、それも吹寄の体調が最優先だ。

　そう思って、上条は吹寄の体を抱だき上げたまま立ち上がる。

　周囲を見回す。

（……どこか、彼女を横にできる場所。後は水とタオル……。氷は手に入らないかもしれないけど、缶かんに入ったコールドスプレーなんかはまだ残っている可能性もある。渋谷の街ならスポーツブランドの店だって珍めずらしくない……）

　そんな事を考えていた時だった。

　もぞもぞ、と腕うでの中のクラスメイトが、身じろぎするように弱々しく動いていた。

　上かみ条じようはさして気に留めなかった。

　それが間ま違ちがいだった。




　とすっ、という小さな音が聞こえた。

　少女が掴つかんでいた鋭するどいガラスの破片が、上条の脇わき腹ばらへと突つき刺ささった音だった。




「う……あ……？」

　一いつ瞬しゆん。

　何が起きたのか、彼は理解できなかった。

　よほど混乱していたようで、痛みすら感じられなかった。

　実感があったのは、二度目。

　吹ふき寄よせ制せい理りの。考えるまでもなく味方であるはずの彼女が、震ふるえる手を動かして。

　突き刺したガラス片を、手首をひねるように大きく動かした時だった。

「えっ、げぶ!?　がうあ！　ごぶぅえ……っ!!」

　強きよう烈れつな痛みが、背骨を伝って上半身全体へと襲おそいかかってきた。

　体の末まつ端たんから力が抜ぬけていく。

　まずい、と思った。

　しかし吹寄の体を支えられない。激しく熱せられた歩道のタイルの上へと落としてしまう。

　吐はき気を、堪こらえきれなかった。

　顔を横に向けるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「がばげぼっ!!　げぶごっ!!　げぼあ!?」

　撒まき散らされたのは、吐と瀉しや物ぶつではなく真っ赤な液体だった。自分の体のどこをどう伝わってそんなものが溢あふれ出してきたのかを想像して、初めて事態の深刻さを思い知らされる。

「あ……」

　よろよろと、上条は後ろへ下がる。

　真っ赤に染まったガラス片へ、両手を伸のばす。硬かたい感かん触しよくにぞっとしたが、それを一気に引っこ抜く。再び吐血した。これが自分の命をどれくらい削けずる行こう為いなのか、もはや予測もつかない。

　ずりり……という、何か布を引きずるような音が聞こえた。

　路上に落としてしまった吹寄が、ゆっくりと起き上がろうとする音だった。

「……なに、が……」

　呟つぶやく声があった。

　見た事もない顔が、目の前にあった。

　傷口を両手で押おさえる事も忘れて呆ぼう然ぜんと眺ながめる上かみ条じようの目の前で、『それ』は続ける。

「何が、助けてやる、よ」

　怨えん嗟さ。

　その一語が、クラスメイトの言葉に魂たましいをこそぎ落とすような凄せい絶ぜつさを加える。




「上条当麻。貴様があんな事をしなければ、誰も死なずに済んだんじゃない!!」




　叩たたきのめすような一言だった。

　がらん……という金属質な音と共に、クラスメイトの少女は焼け焦こげた鉄筋のようなものを瓦が礫れきの中から引っこ抜ぬいた。

　しかし、上条当とう麻まには理解が及およばない。

　自分が一体何をした？

　あの後……『船の墓場サルガツソー』でのオティヌスとの交こう錯さくの果てに、一体何が起きた？

　振ふり上げられる鈍どん器きを目まの当たりにしても、上条は動けなかった。

　多くの魔ま術じゆつ師しや能力者達と戦い、第三次世界大戦に終しゆう止し符ふまで打ったはずの少年は、ただのクラスメイトの手であっさりと殺される。

　その寸前の出来事だった。

　瓦礫に埋うもれていた液えき晶しようテレビに、何な故ぜか光が点ついた。

『海上からの巡じゆん航こうミサイル空くう爆ばくは、第二波、第三波と断続的に繰くり返されております。ご覧ください。あちらに輝かがやく光の列は、例のミサイルと思われます。着ちやく弾だん……今!!』

　光と音の洪こう水ずい。

　それが、全すべてを埋め尽つくした。

　不幸中の幸い、と呼んでも良いのか。二桁けた単位のミサイルは瓦礫の山と化した駅舎跡あと地ちの反対側へと降り注いだらしい。真っ白になった世界で、巨きよ大だいな山のシルエットだけが黒々と浮うかび上がっている。

　だが、無事とはいかなかった。

　凄すさまじい高温の渦うずが席せつ巻けんする。へし折れ、倒たおれていた街路樹の葉がパリパリと音を立てて変色していく。上条は必死に両目を閉じて息を止めたが、引き結んだ唇くちびるが奇き妙みように張り付くのを確かに感じ取った。

　そして何より。




　盤ばん石じやくなはずの分厚い地面が、いきなり真下へ崩くずれ落ちた。

　そう、渋しぶ谷や駅は地下深くへ大きく広がる特異な構造をした建造物なのだ。




　　　　３




　落ちていく。

　どこまでも落ちていく。

　たとえ数十メートルもの構造体が丸ごと陥かん没ぼつして、一個の巨きよ大だいな竪たて穴あなへと形を変えたとしても、こんなに長い時間は落ち続けられないだろう。

　あるいは、爆ばく発はつの瞬しゆん間かんに気を失っていて、ここは夢か何かの世界なのかもしれない。

　現実と体感の時間があやふやになる中、上かみ条じようは少女の声を聞く。

「もう分かったか？」

　魔ま神じんオティヌスだった。

　金きん髪ぱつに眼帯の少女は逆さに落下しながら、落ち続ける上条へ併へい走そうするような格好で語りかけてくる。

「ここは『見方』の違ちがう世界だ」

「何が……？　何の『見方』を変えた世界だって言うんだ!?」

「まだ分からないのか」

　嘲ちよう弄ろうするように、少女は笑う。

　そして言った。




「お前の『見方』だよ」




　鈍にぶい衝しよう撃げきに、上条当とう麻まは目を覚ました。

　電気がないのでほとんど真っ暗くら闇やみだが、どうやらここは駅舎の地下らしい。それほどの高さではないようだ。倒たおれたまま天てん井じようへ目をやれば、派手に割れているのが分かる。その向こうに、外の崩ほう壊かいした街並みが覗のぞけていた。わずかな光はそちらから差し込こむものだ。

　吹ふき寄よせ制せい理りはここにはいない。

　どうやら、彼女は崩落に巻き込まれなかったらしい。

「ぅ、ぐぁあ……っっっ!!!???」

　身じろぎしようとして、脇わき腹ばらから全身へ凄すさまじい痛みが走り抜ぬけた。そう、吹寄の手で脇腹は刺さされたままだ。しかも手首をひねって、体の中をかき回すように傷口は広げられている。完全に、殺す者としての行動だった。改めて傷口へ手をやってみれば、思った以上に真っ赤な血が床ゆかへ広がっているのが分かる。

　もう、素人しろうとが包帯を巻いた程度でどうにかできるとも思えない。

　しかし、ないものねだりをしていても事態は好転しない。黙だまっていても誰だれかが救急車を呼んでくれるとは思えないし、そもそも救急車はまだ街を走れる状態なのか。たまたま医者が通りかかるなんて事も期待はできないだろう。

「……っづ……」

　どれだけ残っているかも分からない力を振ふり絞しぼって、上かみ条じようは何とか起き上がる。

　とりあえず上着を脱ぬいで丸め、傷口を押おさえる。

　鉄道の交通情報を示す液えき晶しよう画面に光が宿った。

『～トピック・学園都市の事実上の崩ほう壊かいを確認～

　上条当とう麻まを生み出した学園都市は、敷しき地ち外周へ複数の核かく地じ雷らいを敷ふ設せつされた事によって物資の補給線を断ち切られたとの発表。高層野菜工場などにより例外的に自給率の高さで知られる同都市だが、やはり完全無補給で体制を維い持じする事は不可能だった模様。──ＷＮＰ通信より』

「……またか」

　上条はふらつく目線で、必死に文字列を追い駆かけていく。

　どういうつもりなのか依い然ぜんとして判明していない事も多いが、どうやら、世界中の大勢の人間が上条を憎にくんでいる状態にあるらしい、くらいはいい加減に分かってきた。そして、少しでも関かかわりを持った人間・組織・施し設せつなどが無差別に攻こう撃げきされている状態だとも。

　ただ、その原因が掴つかめない。

　そして……原因なんていちいち考えている場合じゃないと遅おくれて気づいた。

「……そうだ」

　もしも、上条当麻が絶対悪のような扱あつかいを受けているとして。

　少しでも関わった人間が徹てつ底てい的てきに攻撃を受けている状態だとしたら……。

「父さんと母さんは、今どうしているんだ!?」

　モニターが再び死ぬ。

　しかし暗くら闇やみは戻もどらない。入れ替かわるように、チカッ!!　とした眩まばゆい光が前方から差し込こんだ。どうやら、高い光量の懐かい中ちゆう電灯か何かのようだった。

　誰だれかが近づいてくる。

　それが誰であれ、警戒を解く事ができないのは脇わき腹ばらの深い傷が証明している。

「カミやん……」

　やはり、見知ったクラスメイトの声だった。

　その事に、上条は顔をしかめてしまう。

　暴徒と化した警官達に家へ火を放たれた時は、一人きりでいる事に激しい不安を覚えたものだった。それが、まさか知り合いと再会する事がこれほどの恐きよう怖ふを与あたえてくるとは思ってもいなかった。

　上条は、その名を呟つぶやく。

「……青あお髪がみピアス……」

「よくもまあ……ホンマにこないな所まで顔を出せたもんやな。いや、真しん剣けんに感心してる。途と中ちゆうで囲まれなかったのが不思議でならん。今のカミやんだったら、冗じよう談だん抜ぬきに広場で磔はりつけにされたってみんな拍はく手しゆ喝かつ采さいするだけだろうに」

　突つき刺さすような悪意に、上かみ条じようは思わずゆっくりと首を横に振ふった。

　やはり、会話は通用しない。

「言っておくが、洗脳のような事はしていないぞ」

　少女の声が聞こえた。

　上条と背中合わせの形でひっそりと寄り添そっている、オティヌスだった。

「ありもしない事は付け足していない。言っただろう、これはお前の『見方』を変えただけだと。お前は元からこういう扱あつかいをされるだけの事をしてきた訳だ。今まで、お前自身を含ふくめて誰だれもその事に気づいてなかったのだがな」

　バッ!!　と上条は勢い良く真後ろを振り返ったが、そこには誰もいなかった。

　魔ま神じんオティヌスは、やはり少年の背後にいた。

「お前はいつも何かしらの事件に首を突っ込こみ、拳こぶしを使って敵を倒たおし、結果として誰かとその小さな世界を守ってきた。その積み重ねが第三次世界大戦の終戦にまでこぎ着けた。お前はある種のヒーローとして扱われ、その正の側面だけが強く印象づけられてきた。今までのお前が知っている世界の話だ」

　ひっそりと。

　叩たたきつけるのではなく、忍しのばせるように、オティヌスは囁ささやく。

「……だが『見方』を変えてみればどうだ？　お前は気に喰くわない者に片っ端ぱしから牙きばを剥むき、少しでも目についた女は横から奪うばい取り、抵てい抗こうする者には容よう赦しやなく拳を振るって納なつ得とくさせた。これもまた、上条当とう麻まという人間の一側面ではあるだろう。お前は問題の解決手段に拳を選んだんだ。剣けんや銃じゆうに比べれば可愛かわいらしいものだが、その積み重ねが第三次世界大戦の行方までをも左右させるに至った。そんな暴力の化け身しんを見せつけられて、黙だまって受け入れられる方が不思議でならない。もはや一国の独裁者程度の嫌けん悪お感かんでは済まされないだろう」

　その背に寄り添う少女の匂においが、体温が、奇き麗れいに消失する。

　まるで今のが見えていなかったかのような態度で、クラスメイトの（……はずの）青あお髪がみピアスはこう語る。

「カミやんにも色々あると思うけどさ、何でボク達の近くでやらかすねんな」

　うんざりしたように。

　懐かい中ちゆう電灯の光が、大きくぶれる。持ち方が変わっている。分厚く硬かたい外がい殻かくに何個も詰つめ込まれた電池の重さを利用した、もはや警棒のような鈍どん器きと化している。

「どうせやったら地球の裏側でやってくれ!!　いやいっそ月の裏側とか火星の裏側まで行ってくれや!!　ボクらがこないな目に遭あう理由が分からへん。アンタが何もせず、じっとさえしてくれたら、何もこんな事にはならなかったのに!!」

　その言葉は。

　決定的だった。

　元から会話が通じるなんて、こちらの言葉が届くだなんて甘あまい事は考えていなかったけど……上かみ条じよう当とう麻まは、ここで首を横に振ふった。

　思わず、ではなく。明確に、自分の意思で。

「……それは駄だ目めだよ、青あお髪がみピアス」

　巡じゆん航こうミサイル炸さく裂れつの余波にさらされ、クラスメイトの女子から腹を刺さされて、ボロボロになったはずの上条の体の内側から、反はん撃げきのための活力が生じる。

　言葉を口に出すたびに、それは確実に跳はね上がっていく。

「たとえ、俺のせいでこんな事になってしまったとしても。俺の知り合いだからって理由だけで、お前達が居場所を失うような事になってしまったとしても……」

　こんな場面で、そんな力は出てきてほしくなかった、と上条は心の底から思った。

　思いながらも、言った。

「『あれ』を黙って見過ごしておいた方が正解だったなんていうのは、絶対に頷けない」

「元から」

　ミシリ、という軋きしむ音が暗くら闇やみに響ひびいた。

　そう思った時には、すでに金属製の鈍どん器きが勢い良く振り上げられていた。

「こっちだって、議論になるだなんて思ってへんわ!!」

「……っ!?」

　体の内外共にボロボロになった上条には、もう目で見て避さけるだけの機き敏びんな動きは期待できない。

　右手は残そう、というだけの考えはあった。

　頭を守るように左ひだり腕うでをかざした瞬しゆん間かん、容よう赦しやなく懐かい中ちゆう電灯が落ちた。ぐしゃり、という嫌いやな音と共に、皮ひ膚ふの表面というよりは芯しんの辺りから、凄すさまじい痛みが炸裂する。虫歯を削けずるものを何倍にも増ぞう幅ふくさせたような激痛だ。

　骨が。

　亀き裂れつが入ったか、折れた。

　極力、それについては考えないようにした。残る右手で目の前にいる青髪ピアスの襟えり首くびを掴つかむ。懐中電灯による二発目が来る前に、勢い良く手前へ引き寄せる。

　同時に、自分の頭を一度大きく引き、それから金かな槌づちのように振り下ろした。

　ガドン!!　と。

　鼻っ柱に硬かたい額を叩たたきつけ、クラスメイトの脳を直接揺ゆさぶりにかかる。

「が、ぁば……っっっ!?」

「悪い、青あお髪がみピアス」

　左手はだらりと下がって、使い物にならない。腫はれにも似た、内側から膨ふくらんでいくように痛みが跳はね上がっていくのも気にせず、上かみ条じようはぽつぽつと言う。

「どうしても……この目で確かめたい事がある。父さんと母さんがどうなったのかを知りたい。だから、俺は、こんな所でやられてやる訳にはいかない……っ!!」

「……、」

「必ず何とかする。もしも本当に俺のせいで『こんな』になっちまったって言うなら、絶対俺が何とかする。だから、どけ。頼たのむから……げほっ……そこを、どいてくれ……」

　がらん、という音が聞こえた。

　青髪ピアスが、鈍どん器きにも使える懐かい中ちゆう電灯を落とした音だった。

　床ゆかの上をゴロゴロと転がる懐中電灯は乱雑に光の輪を飛ばす。上条も青髪ピアスも、表情は闇やみに紛まぎれて見えなくなる。

　そんな中。

　上条当とう麻まは、クラスメイトのぼそりとした呟つぶやきを、確かに耳にした。




「……まだ期待してんのかよ」




　ゴッ!!　と、二人は交差した。

　青髪ピアスは片かた腕うでが使えなくなった上条を確実に仕留めるため、胴どうを抱かかえるように体当たりをぶつけ、馬乗りになろうとしているのだろう。足さえ封ふうじられてしまえば、もうおしまいなのだ。

　上条も自分の弱点は分かっていた。

　だから、足元にあったソフトボールくらいのコンクリートの破片を爪つま先さきへ乗せ、そのまま跳ね上げた。

　腰こしの辺りの高さまで。

　ちょうど、体当たりしてくる青髪ピアスの顔の辺りに来るように。

　おあつらえ向きに、辺りは真っ暗闇だった。

　鈍にぶい音。

　それを聞くと同時に、上条は間近でふらつく青髪ピアスの髪を掴つかんで、足を絡からめ、そのまま片腕だけで背中から投げ落とす。咳せき込こむ音が聞こえた。上条は足を振ふり上げ、青髪ピアスのみぞおちへ狙ねらいを定める。体重を掛かけて叩たたき込めば、気絶くらいには持ち込めるはずだ。

「……、」

　そこまで考えて、上条は動きを止めた。

　青髪ピアスから一度離はなれ、そのまま背を向け、勢い良く走り出す。

　どこを見回しても暗くら闇やみしかなかった。

　どちらに走れば出口があるかなんて誰だれにも分からなかった。

「そないに絶望したかったら勝手にしたらええ……」

　後ろから。

　突つき刺さすように、青あお髪がみピアスの言葉が投げかけられる。

「どうせアンタの居場所なんかどこにもあらへんけどなあ！　ボクらだって何もかもなくしたんや。その元げん凶きように一人だけ救いなんて残っていてたまるか!!」

　最悪の気分だった。

　進めば進むほどに、どこまでも転がり落ちていくような……。

「……ぁ。ぐ……」

　刺された脇わき腹ばらの傷が酷ひどい。左ひだり腕うではぶらぶらと力なく揺ゆれている。全身に刺すような痛みがあって、それが背せ筋すじからの寒気と混ざり合っている。

　何か。

　命というものを支えている器を、決定的に破は壊かいしてしまう大穴が空あいているような気分だった。体を動かすための力がどんどん抜ぬけていくのが分かる。二本の足でいつまで立っていられるかも予測がつかない有り様だった。

（……それでも）

　上かみ条じようは、壁かべに手をついて、ぐにゃぐにゃになった体を支えるようにしながら、荒あらい息を吐はく。鉄てつ錆さび臭くさい味が混じっていた。

（何としてでも、父さんと母さんの無事を確認する。そうしないと……）

「健けな気げなものだな」

　声が聞こえた。

　金きん髪ぱつに眼帯の少女は、まるで蝙こう蝠もりのように逆さになって天てん井じようからぶら下がっていた。

「まあ、その目で確かめたいと思うならそれも良いだろう」

「……？」

「それと」

　上下逆さのまま、オティヌスは薄うすく笑って言った。

「よそ見をしている場合なのか？」

　反応が。

　疑問の発生によって、わずかに遅おくれてしまった。




　ずぶり……という、鋭するどい刃は物ものが柔やわらかい肉を突き破っていく感かん触しよく。

　今度こそ。

　本当の本当に、もう駄だ目めだと、上条は悟さとってしまった。




　真後ろからの一いち撃げきだった。

　まだ動く右手を後ろに回して背中をなぞってみれば、思っていたよりずっと大きくて太い柄えの部分があった。柄だけでこのサイズなら、きっと果物ナイフよりも大きな、本格的な包丁か何かだろう。

　決意も。

　意思も。

　それで、霧む散さんした。ぐらりと体が真横へ傾いたかと思ったら、そのまま壁かべへ体を預けるような格好で、ずるずると床ゆかへと崩くずれ落ちてしまう。

　のろのろと。

　実際には、体に残る全すべての力を振ふり絞しぼって、上かみ条じようは必死に見上げる。

　背後からの襲しゆう撃げき者しや。

　両手を血に染めた者の正体を、何とか見み極きわめようとする。

「……小こ萌もえ……先、生……」

「上条ちゃん……」

　身長一三五センチ、見た目は子供とそっくりな、クラスの担任教師。こんな事をするような人ではないはずだった。最初に見た警察官達と同じか。こんな人が、こんな事をしてしまうくらいに、時代やら世界やらが壊こわれてしまっているに違ちがいない。

「ごめんなさい、上条ちゃん……」

　背中で、焼け付くような痛みが爆ばく発はつした。

　その小さな手で包丁を引っこ抜ぬかれたらしい。当然、治ち療りようをするためではないだろう。次の一撃が来る。そう分かっていても、もう力は入らない。壁に寄り添そうような格好で座り込こんでいた上条は、今度こそ完全に床の上へ倒たおれ込んでしまう。

「だけど先生は、クラスのみんなが……大変な事になるのを、目まの当たりにしたんです。どうしても、どうしても、あれだけは、起こってはいけない事だった。先生は、そのケジメを取らなくてはならないのです……」

「……、」

　もう、口も動かなかった。

　眼球だけをギョロギョロと動かして、倒れたまま何とか情報を取得しようとする。

　その時だった。

　一いつ斉せいに、暗くら闇やみに支配された地下へ眩まばゆい光が点ついた。

　あちこちに設置された液えき晶しようモニタやテレビの光だった。

『確かに、当とう麻まは私と妻の二人の子供です。それは間違いありません』

　聞き慣れた声に、沈しずみかけていた意識がぼんやりと浮ふ上じようする。

　血まみれの包丁をギラリと輝かがやかせる光源、その正体は、どこかの建物の中のようだった。ドラマなどで見かける裁判所にも似ているようだが、果たして本物の法ほう廷ていか。それとも、日本ではなく海外のものなのだろうか。

　画面の中央に、もう届かない誰だれかの顔がある。

　上かみ条じよう当とう麻まという存在を産み落とした、その罪つみ。そんな裁きの場に引き回された事、ここで倒たおれてしまって助けに行けない事。少年はその全すべてを恥はじて、心の中で謝あやまり続けた。

　青あお髪がみピアスが叫さけんでいたのはこういう話か。

　オティヌスが楽しそうに未来を語っていたのも、また。

　返り血に染まる小こ萌もえ先生が、ゆっくりと近づいてくる。天てん井じよう付近に設置された液えき晶しよう画面の、四角く切り取られた光を背にして、凶きよう器きの包丁を手に。彼女も彼女でボロボロに泣きながら、しかし、説得の余地などないといわんばかりの足取りで。

（すまない……）

　正確に、何が起きたかなんて分からなかった。

　オティヌスの言う『見方』を変えるという行こう為いが、具体的にこの世界へどんな影えい響きようを及およぼしたのかも。

　だけど、起きてしまった事の一いつ端たんだけは、垣かい間ま見みた。それだけで、打ちのめされた。

（本当に、すまない……）

　殺人者の背後に、後光のように広がる両親の映像。

　そこに向かって、上条は謝り続ける。

　そして。

　彼は聞いた。




『しかし私達は気づいたのです!!　上条当とう麻まという絶対悪を滅ほろぼすためには、彼を良く知る人物の協力も必要ではないかと。私達を裁くのは構わない。だけど、それは全てが終わった後にしてほしい！　今は、私達に犯おかしてしまった過あやまちを正すチャンスをください!!』




　拍はく手しゆ喝かつ采さいと、祝福のコメントで世界は溢あふれ返っていた。

　明るい未来へ向けて、大きな歯車が動こうとしている場面のようだった。

　ああ……と、上条は静かに思った。

　本物の絶望なんてものは、きっと、予測の範はん囲いに留とどまるようなものじゃない、と。

　もう眼球くらいしか動かせない上条の目の前で、月つく詠よみ小萌は大おお振ぶりの包丁を、ゆっくりと振り上げる。

　これは、防ぎようがない。

「結局、誰がお前の事をきちんと見ていたんだろうな？」

　そして、オティヌスは愉ゆ快かいそうに呟つぶやいた。

　彼女は倒たおれた上かみ条じようのすぐ近くでしゃがみ込こみ、少年の顔を見下ろしていた。珍めずらしい虫が這はっているのを見つけた子供のような感じだった。

「私は『魔ま神じん』としての力を『槍やり』で整え、『見方』の違ちがう世界を作った。お前は、ある側面ではヒーローで、ある側面では破は壊かいの化け身しんだった。……だけど、それが一体何なんだ？　もしもお前という人間を正しく見る事ができれば、誰だれか一人くらいは助けに来てくれたかもしれなかったのに」

　まるで、時間が止まっているようだった。

　いや、オティヌスがいる『ここ』の方がズレているのかもしれない。

　例えば、白昼夢や走馬灯のような。

「たとえどれだけの人間に囲まれていたって、お前は誰にも見てもらえなかった。上条当とう麻まという名前と、外がい殻かくと、後は行動の履り歴れきから、きっとこんな人物なのだろうと勝手に思い込んでいるだけだった。だから簡単に印象を操作され、『見方』の方向性に振ふり回された」

　包丁を振り上げる小こ萌もえ先生の事など気に留めず、オティヌスは続ける。

「なあ、こんなのが本当に必要なのか？」

　確認を取るように。

　分かりきっている事をもう一度確かめるように。

「命を懸かけて守るほどの価値があるっていうのか？　お前達は、所しよ詮せん、個人と個人に過ぎないというのに」

「……、」

　その言葉に。

　倒れたままの上条当麻は、わずかに眼球を動かした。

　何な故ぜか。

　唇くちびるに言葉を乗せるだけの力が、戻もどる。

「……あるさ」

「？」

「……それでも、きっと、守るだけの価値はあるさ」

　たとえどれだけの悲劇が人を叩たたきのめしたって、もう一度立ち上がるチャンスはあったって良い。関係がねじれて、憎ぞう悪おが絡からまって、絶対に幸せな人生なんか歩めないと考えている人だって、一つ一つを再びほどいていく選せん択たく肢しがあるはずだ。

　そうやって、上条当麻はいくつかの事件を乗り越こえてきた。

　再び、陽ひの当たる世界へ帰っていく人達を、確かにこの目で見てきた。

　今度は、上条がもがく番だけど。

　こんな世界を作ってしまった元げん凶きようなのかもしれないけど。

　それでも、きちんと受け止めて、全すべてを償つぐなって、前へ進む覚かく悟ごさえ決めれば。

　絶対に。

　元に戻もどる。

　戻せるはずだ。

「なるほど」

　オティヌスは小さく笑った。

　黒く黒く黒い笑みを。

「お前は生きたまま鍋なべで茹ゆでられても、熱湯の熱さに気がつかないほど間ま抜ぬけな食材らしい。……『右手』の不変性が最大の敵だと思っていたが、どうやら、それ以外にも障しよう壁へきはあったらしい。あまりにもくだらなく、真ま面じ目めに取り組むのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどのものが。だったら、こちらも趣しゆ向こうを変えて楽しむとしようか」

「……なにを……？」

　質問に、答えはなかった。

　魔ま神じんと呼ばれる少女は、もったいぶった動きで指を一回だけ鳴らした。

　直後。




　時間の速度が戻り、月つく詠よみ小こ萌もえの持つ包丁が勢い良く振ふり下ろされた。
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「……ハッ!?」

『上かみ条じよう』はそこで目を覚ました。

　ここは学園都市の中。彼が通う学校の、いつもの教室のようだった。

　クラスメイト達は席を離はなれて自由に騒さわいでいて、ここには教師はいなかった。何やら、弁当のものらしき食べ物の匂においも鼻につく。

　どうやら、昼休みの最中に自分の席へ突つっ伏ぷすように眠ねむっていたらしい。

『上条』はゆっくりとした動作で首をひねる。

「今のは……何だったんだ？」

　掌てのひらにはびっしょりとした汗あせが浮うかんでいた。だが、制服の脇わきの辺りに手をやっても、刺さし傷なんてなかった。左ひだり腕うでも折れていない。

　そう。

　そうだ。

　常識的に考えて、あんなにひどい、炎えん熱ねつと黒こく煙えんと瓦が礫れきと流血の地じ獄こくが、本当に起きるはずがないじゃないか。

　そうと分かっていても、『上条』はしばらくまともに呼吸もできなかった。

　体中をさすって、かすり傷の一つもない事をきちんと確かめてから、ようやくほっと安あん堵どの息をついた。

「一体何をしているのよ、『上条当とう麻ま』？」

　近くの席から呆あきれたような声が飛んできた。

　吹ふき寄よせ制せい理り。

　長い黒くろ髪かみとおでこと豊かな胸が特とく徴ちようのクラスメイトだ。

「なんだっ、吹寄!?」

「何よ？」

「おい、火傷やけどは大だい丈じよう夫ぶなのか!?　血は、流れてないか。手当てとかしなくても大丈夫なのか!?」

「ちょ、ちょちょちょっと何でいきなりあちこちまさぐって……どこ触さわっている貴様!!」

　ゴグシャア!!　という大変健康的な音と共に、『上条』の体が複数の椅い子すや机を薙なぎ倒たおしてごろんごろんと転がっていく。

「どんな夢見ていたか知らないけど、いつまで寝ねぼけているつもりなのよ!?」

「え、あ……夢？？？」

　思わずポカンとしてしまう『上かみ条じよう』。

　そこへ青あお髪がみピアスと土つち御み門かど元もと春はるが、割り込こむように横から身を乗り出してくる。

「むふふう。誰だれもがいつかやってやると夢見ていても、まさかの真正面から揉もみしだきにかかるなんてのはカミやん以外にゃありえないのだぜい？」

「今のは……一体……何やねんな。寝ぼけて吹ふき寄よせの果実を掴つかみにかかるとかどんだけ新技繰くり出しとんねんカミやん！　それは、そいつはたとえ思いついても真顔で実行する勇気がボクにはあらへん……っ!!　これが日向ひなたを歩く者との違ちがいか!!」

　よしお前達、科学では未いまだに証明のされない天国の存在を確かめるための志願ご苦労ー……と『上条』は棒読みで告げてから一度机の上へ上り、悪友どもへ向けて高所からの急降下攻こう撃げきを加えていく。

　青髪ピアスと土御門元春の二人がかりで受け止められ、何な故ぜかそのまま超ちよう不安定な胴どう上あげへ流れるように移行していくと、教室の戸がガラリと開いた。

　度の過ぎた馬ば鹿か騒さわぎを聞きつけて、クラスの担任教師の月つく詠よみ小こ萌もえでも駆かけつけてきたのかと思いきや、

「とうま！　私は作り置きのお昼ご飯だけでは不満が残るんだよ！　もうこうなったら前々から提唱していた第二ご飯の導入を正式に申しん請せいします!!」

「『もう』も『こう』も、何がどうなったらお前みたいな不ふ審しん者しやが堂々と学校に入ってこられるんだ!?　……って、うわ！　馬鹿やめろ二人とも無言で俺を放ほうり投げまくるな天てん井じように当たるそもそも二人だけでどうしてパワフルな胴上げができるのエグチャ!?」

「はいはーい、午後イチの授業を始めますよー」

　そうこうしていると、まだチャイムも鳴っていないのに小萌先生がやってきた。

「今日は量子論方式確立以前に実在した能力者・御み船ふね千ち鶴づ子こに関する記録証言を参考に……ひひっひいいい!?　なっ、なん、何が……『上条』ちゃんが頭を教室の天井に突つき刺さしたままぶらんぶらんしてるのですよーっ!!」

「……、」

「あないなトコにダクトの入口があったんやねー。……ん？　待てよ。こ、これはまさか魅み惑わくの女子更こう衣い室しつまでの長い長い放課後迷めい宮きゆうの始まりなのでは……？」

「それよりみんな同じ学生服の首から下だけだっていうのに、小萌先生が迷わずカミやんだと看破した方が気になるんだにゃー」

　どうやら誰も助けてはくれないらしい、と悟さとった『上条』は自みずから行動する事にした。

　天井に顔を突っ込んだまま二つの掌てのひらを天井へ押おし付けたのち、思いっきり力を込めて体を下へ押おしやる。

「ふおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　おかしな道を見み出いだした変態の目覚めみたいな叫さけび声と共に、ずぼっと頭が天てん井じようから引っこ抜ぬけた。戒いましめを解かれた事で『上かみ条じよう』の体は真っ逆さまに落ち、背中を自分の机に強打させて床ゆかの上でのた打ち回る羽は目めに。

　するとクラスの隅すみの方に集まっていた女子グループが非情な声を投げかけてきた。

「『上条』やかましい！　さっきからアンタの馬ば鹿かデカい声に猫ねこちゃんがビビってんじゃん」

「うりゃー、弁当箱の隅に残っていた鮭さけフレークをくれてやろう☆」

　この動きに黙だまっていられなかったのはインデックスだ。

「スフィンクスが私に黙って次なる食べ物を確保してる!?　と、とうま、あれだよ、あれがまさに私の提唱する第二ご飯の概がい念ねんを体現した形なんだよ!!」

「……お、お前は家主さんに対する心配と、猫一匹を満足に世話するだけの甲か斐い性しようってものがないのか……」

　文字通り息も絶え絶えに答える『上条』だが、そんなもん気にする白いシスターではない。

　パンとライスが織りなす新世界を完成させない限りここから出ていくつもりはなさそうな様子なのだが、昼休みも終しゆう盤ばんに差し掛かかった今からでは学食も購買も全ぜん滅めつしているだろう。そして困るのは上条ではなく小こ萌もえ先生なのだ。多分午後イチの授業がぶっ飛べばクラスのみんなは喜ぶかもしれないが、そんなアウトローな夢を与あたえる悪いサンタになるつもりもない。

　だから『上条』はこう提案した。

「インデックスさんや」

「何だいとうまさんや!!」

「……今ここで半はん端ぱな料理を足すか、いっそここは我が慢まんで晩飯を豪ごう華かにするか。お前は一体どっちが良いんだ？」




　　　　２




　そもそも大体のイベントごとが『メシ』に直結している辺り、インデックスという少女の恋れん愛あい偏へん差さ値ちは察してあまりあっちゃう感じである。多分心の中の校舎は窓という窓が叩たたき割られ、便所の仕切りの板は全部ぶち抜かれ、廊ろう下かを改造バイクが走り回っている事だろう。もはや偏差値どうこうのレベルではなく世界観が世紀末だ。

　そんな訳で放課後。

「おでんね！　日本のおでんは魚のすり身を中心にした、世界でも有数のヘルシー鍋なべって聞いた事がある。いくら食べたって体は壊こわさないんだよ!!」

「お、俺は今、奇き跡せきでも見ているのか……。あの食欲モンスターに健康やコレステロールについて気を回すだけの理性が残っていただって!?」

「……とうま？」

「よろしい、そういう事なら今日は情け容よう赦しやのないおでんフィーバーにしようじゃないか！　正直に言うと家計は超ちようカツカツなんだけどそんな事を言っている場合じゃない！　ここで祝わなくてどうするっていうんだちくしょうめ!!」

「とうま、ちょっと待ってとうま！　色々と扱あつかいに不当なものを感じるし、私が怒おこる前に勝手に話を進めないで！　一個一個片づけていこう!?」

「明日から一週間くらいは三食全部パンの耳とお吸い物のパックを五倍くらいに薄うすめた透とう明めいなスープだけになるけど、オッケーって事で良いね!?　全すべては今この時のおでんフィーバーのためだ、これはもう仕方がない!!」

「とうまは今とても大事な事を言ったよ！　何だか不ぶ気き味みなくらいにえらく乗り気になってるみたいだけど、ちょっと冷静になって議論を深めよう!!」

　珍めずらしくブレーキ役に転じるインデックスだったが、『上かみ条じよう』は一度自分で決めてしまうと頭に鉄筋でも通したように考えがブレなくなる。

　ずるずるずるずるー、と白いシスターが引きずられていくのもお得意様の激安スーパーではなく駅前のデパート方面だというのがさらに恐きよう怖ふを煽あおる。このまま進むと本当に今日この晩のおでんの味を思い出しながらパンの耳をかじる生活が待っているかもしれない。

　少女の頭の上に乗っかっている三み毛け猫ねこはみにゃーと鳴いていて、気楽なものだった。ヤツのご飯は別べつ枠わく扱いで紙箱の中に期日分きっちり収まっているのだ。




　　　　３




　放課後の通学路を、二人の姉妹が歩いていた。

　雲くも川かわ芹せり亜あに雲川鞠まり亜あ。

　片方は能力を使わず純じゆん粋すいな話術のみで人の心を操る、学園都市統とう括かつ理事会も認めるほどのブレイン。もう片方は『暴風車軸バイオレンスドーナツ』という遠心力を操る能力を持ち、繚りよう乱らん家政女学校にて超一流のメイドとなるべく修行中の候補生（能力メイドと関係ない）。

　共に見た目含めて何かとゴージャスな訳だが、並んで歩く彼女達は妹の方が姉へ喰くらいつくように話をしている。

「あのなあ！　何だか知らないけどまた『寝ね床どこ』が変わっていただろう！　事情は深く聞かないけど、引っ越こすんなら連れん絡らくくらい入れるのが筋なんじゃないのか!?」

「ふぁ……あ。まあ、その辺は色々ある訳なんだけど。そもそも家族への連絡ってそんなキリキリしなくても大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか？　別に深刻な持病がある訳でなし、しかもどこに移ろうが結局は同じ街に住んでいるんだけど」

「こっちが自力で『寝ね床どこ』を見つけるまでの数日で、台所のシンク周りが乙女おとめのイメージを覆くつがえしかねない惨さん状じようさえ呈ていさなければな。学生寮りようじゃなくてマンションばっかり使うなんて良いご身分だけど、賃貸なんだから気を配らないと駄だ目めだろう」

「あの配はい膳ぜんサービスの食器、放ほうっておけば石油になるんじゃないか？　食物連れん鎖さには分解系って項こう目もくがあってだな……」

「それ一いつ般ぱん的てきにはハエとかＧとか呼ばれているジャンルだから！　名前聞いただけで鳥とり肌はだが立つよう意識を改める所から始めなくちゃ駄目なのか!?」

　ちなみに繚りよう乱らん家政女学校の独自調査によると、同校生徒の家族には家事全般が苦手な人間は多いらしく、メイド候補生に任せてしまっている事例も珍めずらしくない。何事も甘あまやかすのは良くないようだ。

「でもまあ安心したけど」

「何が？」

「その甲か斐い甲が斐いしさが姉妹へ向けられるに留とどまっているってトコ。具体的には男の家へ走ってない事にお姉ちゃんは胸を撫なで下ろしている訳なんだけど」

「ぶっ!?」

「もっと具体的にはうちの学校のツンツン頭の部屋とかな」

「しかも別に私の心配をしている訳じゃなかった!!　そりゃあ確かにバゲージシティじゃ助けてもらったけど、感情は一般的な恩義の域を出ないよ。別にそっちのお気に入りを横取りするつもりはないからチラチラ強行偵てい察さつしなくたって大だい丈じよう夫ぶだって」

「一体何を言っているのか分からないけど。私はまだ冷静な顔をして踏ふん張っている」

「どうしてそこちょっとつつかれただけで涙なみだ目めで両足ぷるぷるさせてるんだ？」

　人の心を操る専門家というのは、自分の心については例外であるらしい。クラスメイトの土つち御み門かど舞まい夏か経由でたまに耳にする、学園都市第五位の『武勇伝』なんかも確かそんな感じだった。

　そんな風に考えて、鞠まり亜あが軽くため息をついた時だった。

　背後から男女の騒さわがしい声が聞こえてきた。

『とうま！　私はおでんの前にちょっと聞いておきたい事があるんだよ！　例えば私が体重や健康について考えていた事にそこまで驚おどろいていた根こん拠きよ、根っこの部分についてとか!!』

『そんなのはどうでもよろしい!!　今はこの奇き跡せきみたいな流れに乗っておでんの材料を買い込こんでしまう事の方がはるかに重要だ！　何な故ぜなら!!　インデックスの気の迷いみたいなのが解けた瞬しゆん間かんにフライドチキン祭りとか尋じん常じようじゃない方向に捻ねじ曲げられるリスクは否定できないからだ!!!!!!』

『どうでもとか!!　こ、これ以上はとうまを先へは進ませんぞーなんだよ!!』

『馬ば鹿かやめろ人の手を掴つかんで駄々っ子みたいなブレーキかけるな……っ。って、うわっ!?　ホントに馬ば鹿か野や郎ろういきなり手を離はなすな……っっっ!!』

　すぽーん!!　という謎なぞの音が聞こえてきた。

　ん？　と雲くも川かわ姉妹が後ろからの声に揃そろって眉まゆをひそめた直後だった。




　ズヴォア!!　と。

　突とつ如じよとして、雲川鞠まり亜あのミツバチみたいなメイド服の両足の間へ突つっ込こむように、仰あお向むけの『上かみ条じよう当とう麻ま』が怒ど濤とうの勢いで突とつ撃げきを敢かん行こうした。




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　そこで時間が止まった。

　少女の二本の足と腰こしで作るアーチ状のトンネルを潜くぐり抜ぬけた『上条当麻』を中心に、周辺一帯の相対性理論がぶっ壊こわれた。多分アインシュタインはどこかで泣いている。ある意味において平常運転と言えばあまりに平常運転なその有り様に、姉の雲川芹せり亜あの方はわなわなと震ふるえながら、

「やっぱりもう『繋つながり』があるじゃねえか!!　恩義を感じているとか、そういうのはその少年に搦からめ捕とられる第一歩なんだけど!!」

「あれえ!?　下げ手しゆ人にんではなく私の方に怒いかりの矛ほこ先さきが向いている!?　何だかもうギリシャ神話のヘラみたいになっていないか!?」

「……なら尋たずねたいが、現在進行形でパノラマ的に下着を覗のぞかれている現状をどう思う？　普ふ通つうだったら反射的に飛び退のくなどして一刻も早く条件を解除しようと考えるはずだけど」

「まあ、私の場合は『暴風車軸バイオレンスドーナツ』に備えて見せパン穿はいているからそんなに心配はいらないんじゃないかな？」

「ほら見ろ、アリかナシかで言ったらアリな方にちょっと傾きかけているけど!!」

「というか誰だれもこの少年自体にはツッコミ入れないのな。フリーダムか」

「そいつについてはあっちがやるけど」

　くいっと雲川芹亜が親指でどこか指差すと、その先では真っ白な修道服を着たシスターがギラリと両目から妖あやしい眼光を発しつつ近づいてきていた。

　実の妹の私は睨にらまれているのにあの子はノーマークなのな、と雲川鞠亜が世の理り不ふ尽じんについて思いを馳はせていると、

「とうま!!　とりあえずそこから出てきなさいなんだよ！　地じ震しんの時にテーブルの下に隠かくれるみたいになってるし!!」

「……お、お前がいきなり掴つかんでいた手を離したのが原因だろうが」

「とうまっっっ!!!!!!」

　甲かん高だかい声で叫さけばれて、『上かみ条じよう当とう麻ま』は目覚まし時計のベルに叩たたき起こされたように慌あわてて上体を起こした。

　それがまずかった。




　頭上注意。

　ぼすっ、と。少年の頭頂部が鞠まり亜あの両足が作るトンネルの天てん井じよう部分へ容よう赦しやなく激げき突とつした。




「ぎ……っ」

　流石さすがに。

　普ふ段だんミニスカートのメイド服でカポエラの真ま似ね事ごとをする雲くも川かわ鞠亜といえど、こればっかりは顔全体を耳まで真っ赤にさせるに足る異常事態だったらしい。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

「ちょ、何が、やめ、ベゴエ!?」

　混乱に陥おちいる『上条』の後頭部が、スカートの布地越ごしの鉄てつ拳けんを受けて冗じよう談だん抜ぬきでへこみそうになる。それを目まの当たりにして、姉の雲川芹せり亜あが遠い目になった。

「……ああ、やはりこうなったとでも言うべきか、恐おそるべき事態へと進展したけど。放ほうっておけばこうなる事は、分かっていたはずだったのに……っ!!」

　そしてインデックスは犬けん歯しをカチカチ鳴らし、両手で抱かかえている三み毛け猫ねこが動物的な危機本能を思い出すほどの捕食者の空気を纏まとい始めた。

「……とうま。もう詳しい説明はしないけど、大体の流れは分かっているね？」

　ならんならん!!　と『上条当麻』の中の小さな人達（ディフェンス担当）が両手を広げて進路を阻はばもうとした。

　何があっても後頭部を噛かみ砕くだかれるのだけは避さけなくては、という少年の中の滾たぎる本能が、驚おどろくべき速度で極限の解決策を見み出いだしていく。

　それは、

「うわっ!!　っと、ちょっと、何をするんだ!?」

「何をと言えば肩かた車ぐるまじゃあ!!」

　ヤケクソ気味に『上条』は叫ぶ。ミニスカートの中で体勢を変えると、雲川鞠亜の両足の間に首を突つっ込こんだ状態で両足に力を込めて、ぐぐぐうーっとのびやかに背を伸のばす。

　その後頭部に噛み付こうとスタンバっていたインデックスが、驚きよう愕がくの表情でようやく事態の深刻さを察した。

「な、ナニィ!?　とうまの後頭部に噛み付きたいんだけど、いつの間にやら女の子のお尻しりやら太ふと股ももやらが邪じや魔まになって攻こう撃げきできなくなっているんだよ!!」

「ふふふはは!!　こっちが今までどれだけ頭皮へダメージを受けてきたと思っているんだインデックス!?　……いやホントにどんだけなんだろう？　ともかくだ!!　もうお前のパターンは読めている!!　そろそろこの辺りで流れを断ち切らないかねお嬢じようちゃーん!?」

「うわ怖こわいやめろやめろ！　ぐらぐら揺ゆれるの超ちよう怖い!!」

　半ば人質に取られたというか、『上かみ条じよう当とう麻ま』の頭部を守る人間ヘルメット扱あつかいされている雲くも川かわ鞠まり亜あが慌あわてた声を発する。肩かた車ぐるま程度の高さといえど、硬かたい道路の上で前へ後ろへ不規則に揺らされるのは心臓に悪い。

　ほとんど本能的に両足の太股に力を込こめてバランスを保持しようとしてしまう訳だが、少女の柔やわ肌はだがきゅっと締しまるごとに、姉の芹せり亜あの方から負の怨おん念ねんが溢あふれ出る。……いや『腐ふ』の方ではなく。

　そして『上条』の方に気にしていられる余よ裕ゆうはなかった。

　すでに彼の心はジンクスに囚とらわれている。そう、『ここまでイレギュラーな手に打って出たのに通常営業で噛かみ付き喰くらったら、もう今後一生どんな方法を試したってダメなんじゃね？』の気分である。

「……、」

「さあさあインデックスさん！　その牙きばをしまって和平を結ぼうじゃないか。さもなくばこのままおでんの材料を買いに行くぞ！　それでも良いのかね!?」

「いや困るのは君じゃなくて私だし!!　おでんって肩車のままどこまで私を運んでいくつもりだ!?」

「…………、」

「そうね……。とうまがそんなお祭り騒さわぎも辞さない構えだというのなら、私も進歩をしなくちゃいけないね。より具体的には手足の技を極きわめるとかだよ!!」

「やめろ馬ば鹿かそんな達人コースに進まれたら手に負えなくなる!!　何だ何だラスボスはやっぱりインデックスで決まりなのか!?」

「………………、」

「お、おい。まさかと思うが、本当にこのまま街を歩くのか？　ばっ、ばか、あんまりもぞもぞ頭を揺らすな、擦こすれるっ……」

「あとさっきから上に乗ってる誰かさんはどうしてちょっと嬉うれしそうな顔ではにかんでいるんだよ!?」

　そして雲川芹亜の中で何かがブチリと切れる音が聞こえた。

　日本の古き良き堪かん忍にん袋ぶくろの緒おであった。

　彼女は普ふ段だんのクールでインテリな先せん輩ぱい系けいオーラを自みずからかなぐり捨てると、




「だァらっっっしゃァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!!!!!!」




　制服のセーラー服のまま宙を舞まい、両足の先を揃そろえ、『上かみ条じよう当とう麻ま』の背中の真ん中目がけて容よう赦しやなくドロップキックをかます。

『ぼぐええええっ!!』というカエルの潰つぶれたような叫さけび声と共に少年の体が前方へ吹ふっ飛び、ダルマ落としみたいに取り残された妹の鞠まり亜あの体が、ドロップキックのまま路上に仰あお向むけでべちゃりと倒たおれ込こんだ芹せり亜あによってキャッチされる。

　一方の『上条当麻』と言えば、ごろんごろんと路上を転がって行った所までは把は握あくしていたが、そこでいきなり視界が真っ暗になった。

　何が!?　と恐おそれ戦おののく『上条』だったが、そこで彼は悟さとった。これは、その、なんというか、再び誰だれかさんのスカートの中へと深く静かに潜もぐり込んでしまったのだと。

　そして正面にいたのは真っ白なシスターしかいない。

　ガタガタ震ふるえる『上条』へ、天上から審しん判ぱんの声が下ってきた。

「コテンパンね、とうま」




　　　　４




　有言実行なのだった。

　雲くも川かわ鞠亜を肩かた車ぐるまじゃあ!!　という人間ヘルメット作戦は見事に失敗し、『上条』はまずインデックスに捕ほ食しよくされた。続けてミツバチみたいな配色のメイド候補生から『暴風車軸バイオレンスドーナツ』を駆く使しした体術で全身の関節をメチャクチャにされ、何でか知らんが最後には姉の雲川芹亜にまで革靴ローフアの踵かかとであちこち踏ふまれた。

　だが『上条当麻』の意思は決して消えない。

　今夜はおでんにすると決めたのだ!!

　……というか、いつまで経たってもインデックスの怒いかりが収まらないので、確実な火消しのためには絶対におでんというピースは不可欠なのだった。

　そんなこんなでプンスカしている雲川姉妹と別れた『上条』達は普ふ段だん容易に踏み込む事の許されない高級デパ地下ゾーンへと足を踏み入れる。

　そして値札を見た『上条当麻』は正気に戻もどった。

「……これは、その……ナシなんじゃないか？　インデックス」

「ここまで来ての!?」

「いや、何もおでんそのものを否定する訳じゃない。今夜はおでんにしよう。ただー……それは、スーパーのお徳用詰つめ合わせでも良いんじゃないかなー的な……。あるいはコンビニのヤツを二、三点盛って、いつもの野菜炒いためと焼き魚にご飯とお味み噌そ汁しるの晩飯をちょっと豪ごう華かにする程度でも……」

「もう一番良いのを見ちゃったよ!!　今から引き返したって絶対にこの欲望は解消されない。ここでグレード下げちゃったら、いくら量を頬ほお張ったって私の『おでん欲』はそのままくすぶり続けるに決まってる！　それじゃ誰だれも救われないんだよ!!」

「……何でお前だけでなく俺まで共とも倒だおれの構図になっているのかを教え……いや何でもないです」

　ガチンガチンガチンッッッ!!　と何かの罠わなみたいに歯を鳴らすインデックスを見て、『上かみ条じよう』はもう後あと戻もどりはできないと遠い目になった。だから彼は静かに思う。

　こんにちはパンの耳。

　しばらく世話になるけどよろしくね。

「あれ？　アンタ、こんな所で何やってんの？」

　そこで、見知った者の声が飛んできた。

　御み坂さか美み琴ことだ。

　本物のお嬢じよう様さまにはとりあえず『高級』と名のつく場所ならどこにだってふらっと足を運ぶ習性でもあるのか。そんな風に考えていた『上条』だったが、美琴の立ち振ふる舞まいにどこかに違い和わ感かんを覚えた。

　そう。

　そうだ。

　高級デパートの食品売り場でお買い物というのにヤツは買い物籠かごやショッピングカートといったものを手にしていないのだ。

「な、何だ？　……まさか自じ販はん機きに続いて万引きにまで手を出し始めたのか……？？？」

「真しん剣けんにぶっ飛ばすわよアンタ。どこまで行きたいの。月？　火星？」

　超電磁砲レールガンとかいう異名を持つ少女が言うとやや笑えない。いろんな物を組み合わせれば学園都市のど真ん中に平和利用のための人間マスドライバーとかが屹きつ立りつしちゃっても不思議じゃないのだ。

「私は別に何か買いに来た訳じゃないのよ」

「となるとやはり万……」

「三度目はないわよ」

　生きつ粋すいのお嬢様は中指まで立てて優しく警告してくれた。

　彼女は面めん倒どう臭くさそうな調子で、

「なんか最近うちの学校の寮りように新商品の試食にきてくださいってダイレクトメールがドカドカ届くようになっちゃってさあ。ポストが埋うまって怖こわがってる子とかもいるのよ。ちょっと常盤ときわ台だいってブランドを舐なめてかかってるみたいだから、責任者を直接この手で吊つるし上げにしてやろうと思ってね」

「……、」

　どうやらお嬢じよう様さま学校のお墨すみ付つきをもらうと、それだけで高級百貨店の売り上げがガラリと変わってしまうらしい。もうＣＭに引っ張り出される芸能人どころの騒さわぎではなかった。住んでいる世界が違ちがい過ぎる。

「あのまま放ほうっておくと外商部の連中がクーラーボックス片手に寮りようの前まで押おしかけてきそうな雰ふん囲い気きなのよね。そこまでやられる前にケリつけておきたいって訳。……ここの一二階から上が本部になってるって話だから。本来はこういう揉もめ事って黒くろ子この領分なんだけどね、あっちもあっちで忙いそがしそうだし」

　ん？　と『上かみ条じよう』の横でインデックスが首をひねった。

「短たん髪ぱつ。その悪者は食べ物を持っているの？」

「まぁーね。襟えり首くび掴つかんでがくんがくん揺ゆさぶればスイーツが山ほど転がり出るんじゃない？」

「よし決めた!!　とうま、私もダンジョンの奥おく深ふかくへ潜もぐり込こむ事にするんだよ！　世のため人のためにね!!」

「待てインデックス、おでんの中にショートケーキやモンブランは入らない!!」

　今夜の食事がカオスな闇やみ鍋なべになるのを避さけるために全力で食い止める『上条』。美み琴ことの方はもう少し話をしていたかったようだが、携けい帯たい電話で時間を確認するとため息をついた。首をコキコキ鳴らしながら、業務用のエレベーターがある方を目指して立ち去っていく。

　すると話題はまたおでんに戻もどる。

　いや、厳密には、

「もうどうせ後で地じ獄ごくを見るなら、おでんとかやめて高級すき焼きとか徹てつ底てい的てきにキレたの選んだ方がよくね!?　そっちの方が後こう悔かいは少ない気がするんだが!!」

「だからそれじゃ私の胸で渦うず巻まく『おでん欲』がなくならないって言ってるでしょ！　しかもとうまがすき焼きとか余計なのぶっ込んだから『すき焼き欲』までくすぶってきたんだよ!!」

「その両立はねえからな!!　どっちか片方を終えたら地獄のパン耳ライフが待ってる事を忘れんなよバーカバーカ!!」

「お鍋を……こう……真ん中で仕切って、半分はおでんもう半分はすき焼きにすれば……」

「鍋の数なんか問題じゃねえんだ。具材が、超ちよう高いの!!　アンダスタン？？？」

　どうしようもない教科書英語がガチの英国少女の逆げき鱗りんに触ふれるどころか鷲わし掴づかみにしたのか、『上条』の後頭部に肉にく食しよく獣じゆうの一いち撃げきが襲おそいかかる。

　ひにゃー、という絶ぜつ叫きようがデパートの高層建築を丸ごと揺さぶる。

「ふっ……。俺はいつか、お前の空腹を満たすために命を落とすような気がするんだぜ？　頭のイカれたソリッドシチュエーションみたいにな!!」

　少女の頭の上に乗っかっている三み毛け猫ねこだってそこまでは考えていないであろう懸け念ねんを口に出す草食少年『上かみ条じよう当とう麻ま』。

　対して、（食欲一いつ辺ぺん倒とうというシンプルな意味で）肉食少女インデックスは両手を腰こしに当て、器用に猫を頭の上へキープさせたまま、こう尋たずねてきた。

「結局どうするの？　ここまできておでんから撤てつ退たいなんて私には考えられないんだよ」

「……、やってやろうじゃないか」

　強引に噛かみつかれた頭を片手でさすりながらも、『上条』は呟つぶやく。

　それは本気の叫さけびになる。

「ここまできたんだ。やってやろうじゃないか!!　冠かんむりに『京風』とかついてるいかにもお高そうなヤツを買い物籠かごにぶっ込こんでやる！　俺はやる時はやる男なんだってのを見せてやるからなインデックス!!」
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　楽しいなあ、と『上条当麻』は思った。

　毎日が楽しくて楽しくて仕方がない。きっとこれからもいろんなトラブルに巻き込まれる事もあるし、泥どろにまみれて拳こぶしを握にぎる事もあるだろう。でも、こういう毎日が続くからやっていける。帰る場所があるから前ぜん人じん未み到とうの闇やみの奥おくへと踏ふみ込む事ができる。

　たとえ今日が終わっても。

　明日も。

　明後日あさつても。

　明々後日しあさつても。

　きっと、こんなにも楽しい毎日が続いてくれるんだろうなあと、『上条当麻』は本当に心の底からそう思う。
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　そして。

　夕暮れになった教室の片かた隅すみで、一人、少年は椅い子すに腰こし掛かけていた。

　一番端はしで、一番隅。

　今の今まで誰だれの目に留まる事もなく、こうして一人佇たたずんでいる事さえも、不思議に思ってもらえない。

　彼は。

　上条当麻は、一人ぼっちでカチカチと小刻みに震えていた。

「……なん、なんだ……あれ……？」

　輪の中心に誰だれかがいた。

　上かみ条じよう当とう麻まの知らない誰かが『上条当麻』を名乗っていた。

　輪を作る人達は、誰も彼もが違い和わ感かんに気づいていなかった。

　こんなにも。

　全くの別人で、身長も体重も似通っている所なんか一つもなくて、目鼻立ちだって髪かみの色だってこれっぽっちも見み間ま違ちがえてしまうようなポイントなんかなかったというのに、だ!!

「何だも何も」

　少女の声が聞こえた。

　夕暮れに染まる教室の、教きよう卓たくの上。夢の中にしか出てこないような『女教師』みたいな仕草で、優ゆう雅がに足を組む眼帯の『魔ま神じん』が腰こしを掛かけていた。

「『上条当麻』の日常というヤツだろう？　今まで見覚えはなかったのか」

「そういう事を言っているんじゃない!!」

「あいつらにとっては誰でも良いのさ」

　聞き分けの悪い生徒へゆっくりと教えるように、オティヌスは語る。

　その背後にある黒板へ、ひとりでにチョークの文字が書き記される。

　Ａと、Ｂ。

　たった二つのアルファベットを。

「お前は過去に幾いく人にんかの人間と出会い、その抱かかえている問題を解決する事で人の輪を広げてきた。神の目線からすればとんだ茶番だが、人の身には褒ほめられた行いかもしれないな」

「……、」

「だが、ようは『助けてもらった』事が信しん頼らいに繋つながっているんだろう？　『助けてくれれば』誰でも良かったんだろう？　そこに座っているお前の代わりに、別の誰かが『助けていれば』、彼らの信頼や好意はよそに向いていた。『上条当麻』なんて、誰でもなれた。脂あぶらぎったオヤジだろうが枯かれたジジイだろうがな。……どうした？　まさか自分自身が世界で唯ゆい一いつのオリジナルで、今までの道のりは自分以外には誰にも描えがけないなんて思い上がっていたのか？」

　オティヌスは、くるくると人差し指を回す。

「誰もお前なんか見ていない」

　指に合わせて、チョークが躍おどる。

「誰もお前なんかいなくたって困らない」

　黒板のＡに大きく×印が上書きされ。

　Ｂが丸で囲まれる。

「問題解決の手段となる人物さえ揃そろっていれば、彼らの世界は勝手に回っていく。その程度の関係性にお前は自分の命を預けられるだなんて考えてきた。……情けないヤツだ。お前の価値はその程度だよ、電気が尽つきれば取り外されて交こう換かんされる電池と一いつ緒しよだ。誰だれも電池に外見や個性など求めない。そして、そもそも電池は電池だけでは何も為なし得ない。何一つ」

　ゾッと。

　……そんな、当たり前の悪お寒かんを感じる事さえできなかった。

　世界が遠い。実感が遊ゆう離りしている。

　椅い子すに座っているはずなのに、足元すらおぼつかなくなるのが良く分かる。

「だから、『前』にも言っただろう？」

　世界の終わりをレクチャーする女教師が言う。

「こんなものを、いちいち命を懸かけてまで執しゆう着ちやくする必要が一体どこにある？　あいつらは、自分を助けてくれるものなら路上に吐はき捨てられたガムだって機械のように拝むに過ぎないというのに」

　しばし。

　上かみ条じよう当とう麻まは黙だまっていた。

　誰一人残っていない、ガラリとした机と椅子の列を、黙ったままに見み渡わたす。

　それはひどく空くう虚きよで。

　乱開発と環かん境きよう破は壊かいで地表全すべてが砂さ漠ばくと化してしまった惑星よりも寒々しく。

　救いや潤うるおいといったものを一切感じさせない光景だった。

　生きていく事はできるかもしれないけど。

　生きていく事に全く魅み力りよくを感じられない世界。

「まだ続けるのか」

　オティヌスは、教きよう卓たくの上で脚あしを組んだまま、ゆっくりと質問する。

「『見方』を一つ変えただけで、地じ獄ごくは簡単に顔を覗のぞかせる。まだ奇き麗れいごとを吐くなら付き合ってやっても良いが、この先に待っているのはもっとひどい極ごく彩さい色しきの暗くら闇やみだぞ。どうせ、お前はいつかどこかで壊こわれる。お前自身が歩んできた道のりによってな」

「……否定して何になる」

　ぽつりと。

　上条当麻は呟つぶやいた。

「誰が何と言おうが、ここが俺の世界だ。これが、俺の守ってきたものだ。『魔ま神じん』なんて呼ばれるようなヤツにとっては小さな箱庭にしか見えないかもしれないけど、俺にとっては十分な価値がある」

「そうか？」

　声と共に。

　まるで手品か何かのように、オティヌスの手には一本の『槍やり』があった。

「これさえあれば、どうとでもなるかもしれないのに」

「……、」

「世界なんて簡単だよ。私の手にかかればご覧の通りだ。一、二、三で帽ぼう子しから鳩はとを出すような気軽さで、全すべてを組み替かえてやれる。何な故ぜなら、私は神だからだ」

「何を提案しているんだ？」

「お前が絶望するのを待っている」

「どうして。お前なら、新しい『上かみ条じよう当とう麻ま』だっていくらでも作れるだろうに」

「新しい人形を作っていたぶった所で何の意味がある。そもそも新しい人形に罪ざい過かはないだろう。私という神から作られたモノには、私という神に逆らった罪つみは付ふ与よされない」

　ささやくように、金きん髪ぱつの少女は告げる。

　一つしかない瞳ひとみに、楽しそうな光を宿して。

「かつてあったものに絶望しろ。これから先に思いを馳はせろ。そうすれば、せめてあいつらはまともな形に修正してやる。ここにいるお前が墓の下に埋うまった事を、哀かなしむ程度の理性は取り返してやる」

　彼女なら。

　掛かけ値なしに、世界なんてどうとでもできるのかもしれない。

　オティヌスが世界の半分を与あたえてやると宣言すれば、本当に上条は自分の国を持てるのかもしれない。世界中の男性を親友に、世界中の女性を恋こい人びとに、そんな馬ば鹿かげた夢も『槍やり』を一回軽く振ふれば実現してしまうのかもしれない。

　だけど……、

「それじゃ意味がないよ、オティヌス」

「？」

「お前が言った。自分の口で言ったんだぞ。新しい人形なんか作ったって何の意味もないんだ。どんなに居心地がよくたって、そこには何にも込こめられていないんだ。そんなので世界を埋め尽つくして、自分の願いを叶かなえた所で、待っているのは虚むなしさだけだ。何も残らない」

「言うじゃないか。なら、この光景が間ま違ちがっていないと言うのか？　何一つ正す必要もなく、お前はそのまま孤こ独どくに打ち捨てられると」

「そうだよ」

　即そく答とうだった。

　その反応の速さに、オティヌスは静かに眉み間けんへ皺しわを寄せる。

　構わずに、人の子は神となった少女へ抗あらがうように言う。

「俺は切り捨てられた。顔も知らないどこかの誰だれかに全てを奪うばわれた。……でも、それは、俺なんかの意のままにならないくらい、彼らは自由で、価値があって、尊重されるべきなんだって事の表れだろ。『手が届かない』ってのはそういう事だ。何もかも思い通りになるなんて、そんなの、それこそ虚むなし過ぎる」

「……、」

「だから。オティヌス、もしもお前が、ここから立ち去った全すべてを一方的に『正す』と言うのなら……俺はお前の前に立ち塞ふさがるぞ。ここにある全ては俺に痛みしか与あたえない。でも、だからって、それをこっちの都合で勝手に叩たたいて平らに均ならして良いものじゃないんだ!!」

　わずかに、彼女の眉まゆが動いた。

　スリッパで叩き潰つぶしたと思っていた害虫が、まだ動いているのを見たような目つきだった。

「……一つ、握にぎり潰す前に尋たずねておきたい」

　オティヌスは。

　思った通りに仕し掛かけが作動しなかったような顔で、静かに呟つぶやく。

「それでお前は何を得られる？」

「何も」

　これもまた、即そく答とうだった。

「何かを得るために戦ってきた訳じゃない」

「そうか」

「それに、一度は別れたとしたって、縁えんがあればまた繋つながるさ。元々、憎にくしみ合ったり無理解から始まった人間関係だっていくつもあった。そこから顔を合わせて笑う事だってできるようになった。この繋がりは、お前が思っているよりもずっと強い。俺が目の前で『上かみ条じよう当とう麻ま』を奪うばわれたとしたって、別の誰だれかとしてもう一回繋がるチャンスだってゼロとは呼べないだろ」

「そうか」

　そこで、断ち切るようにオティヌスは言った。

　その肩かたは震ふるえていた。

　怒いかりでも抑おさえているのかと思ったが、違ちがう。彼女は笑いを堪こらえている。

「くっくっ。ご高説は大変結構だが、私は一つだけお前に意地悪な仕し込こみをしていてな。いや、まさかこんな答えが出てくるとは思わなかったものだから。これでは流石さすがにばつが悪い。神が人に非を認めるなど極きわめて稀まれだぞ。一生をかけて語り継つぐべきほどにな」

「……なん、だ？」

　上条は、椅い子すに座ったまま眉をひそめた。

「一体、何を言っている」

「簡単な事だよ」

　オティヌスは出口の方を指差した。

　皆みなが出ていった、虚きよ無むの穴を。

「あちらへ消えた少年を、皆が『上条当麻』と呼んでいた。あれ自身も、自分が『上条当麻』と信じて疑わなかった。後には私とお前の二人しか残っていない。この場合はお前自身の自己申告には意味がなく、私は最初から悪意を込こめた言葉だけをぶつけてきた。……で、あればだ。ここに一つ、当然と言えば当然の疑問が浮うかぶとは思わないのか？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　いけない。

　その先を言わせてはいけない。

　頭の上から足の先まで、くまなく皮ひ膚ふの下を気味の悪い虫が這はい回っているような、とてつもない嫌けん悪お感かんが意識を支配していく。

　そして。

　構わずに、オティヌスは嘲あざけりながらこう告げた。

「ここで惨めに俯いているお前は一体誰なんだ？」

　楽しそうに。

　とっておきの仕し掛かけを広げて見せるように。

「こんなぐじぐじした野郎が、本当にみんなの知ってる上条当麻なのか？」
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　認識が。

　途と絶ぜつした。
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　その少年は。

『上かみ条じよう当とう麻ま』は、オレンジ色に染まる教室の一番端はしの一番隅すみの席で、呆ほうけたように座っていた。手足は力なくだらりと下がり、その目はオティヌスからわずかにズレた世界をぼんやりと眺ながめていた。

　呼吸が、荒あれる。

　生きるために最低限必要な行こう為いすらも、おろそかになっていく。

　そう。

　そうだ。

　こんなグチャグチャの、自分も他人も対人認識が完全に壊こわれてしまった世界で、どうして『人の名前』なんてものを信用できるのだ。

　他人が思っている『上かみ条じよう当とう麻ま』も。

　自分が思っている『上条当麻』も。

　いとも簡単に操られ、ピエロのように振ふる舞まっているのは、まさに今目まの当たりにしたではないか。何な故ぜ、それがここで座っている自分自身にも適用されないなどと考えた？

　だとすれば。

『俺』は、『僕』は、『私』は。

　一体、どこの誰だれなんだ？

　今の今まで『上条当麻』だと信じて疑ってこなかった自分自身は、一体どこの誰なんだ……？

「よお」

　金きん髪ぱつに眼帯の少女が、太陽系の外から聞こえてくるようだった。

　とん、という軽い音と共に。

　教きよう卓たくの上に立ったオティヌスが、誰もいない机の一つへ跳とんだ音だった。

「名前を教えてくれよ、お前の名前を」

　とん、とん、とん、と。

『魔ま神じん』は清流から顔を覗のぞかせる岩々を越こえて対岸へ向かうように、次から次へと机を跳んでいく。少年の方へと近づいていく。

　簡単な作業だった。

　オティヌスが、少年の席まで到とう達たつする。

　二本の足を机の上へつけて、少女は天上からちっぽけな少年を見下ろした。

「なあ『上条当麻』。お前は、本当は、本来は、どんな人間だったんだろうな」

「……、」

「そこでまっとうに憤いきどおり、友のために神へ挑いどもうとまでしたお前の周りには、一体どんな人間がいたんだろうな。お前は誰かを庇かばうために、一体誰を切り捨ててしまったんだ？」

　ぶわっ、と。

　少年の顔と言わず背中と言わず、全身からくまなく嫌いやな汗あせが噴ふき出す。

「いたはずだ。あんなふざけたハーレム野や郎ろうほどじゃなくても、『本当のお前』にだっていたはずだ。そうやって、勝てるはずのない相手と戦う事が分かってでも、命を懸かけて守りたかった相手が。その人は今、どうしているんだろうな。お前が『本当のお前』を捨てて、居心地の良い『上条当麻』を主張している間、どこで、何を？」

　体に暑さはない。

　むしろ寒い。芯しんから凍こおるような寒さが彼の全身を包んでいる。

「言えよ」

『魔神』は言う。

　主導権を、完全に掌てのひらの上で転がしながら。

「暇ひま潰つぶしの礼だ。正しい名前を言えたら、お前を元の場所へ帰してやる。……友達、恋こい人びと、家族。もしもお前が『本当のお前』を見つける事ができたなら、『本当のお前』と繋つながっている人達の所へ、お前を帰してやる」

　沈ちん黙もくがあった。

　少年はゆっくりと顔を上げたが、オティヌスは仁に王おう立だちしたままだった。

　いつの間にか、少女は人差し指と中指で一枚の写真を挟はさんでいた。

「地球人口六〇億人の中から、と言っても途と方ほうもなさすぎるだろう。人の身の丈たけに合うように、ヒントをやる。人の作る娯ご楽らくなど、勝ち目がなければつまらないからな」

　ひらり、と写真が舞まった。

　それは少女の体をなぞるようにゆっくりと落下して、その足元にある上かみ条じようの机の上へと奇き麗れいに添そえられた。

　クラスの集合写真だ。

　言うまでもなく、『上条当とう麻ま』のクラスの面々だった。階段状のひな壇だんに何十人ものクラスメイト達が敷しき詰つめられ、少し離はなれた所に担任教師の月つく詠よみ小こ萌もえが立っていた。

「お前はその中の一人だ」

　オティヌスが、ささやく。

「その数十人の中から、たった一つを選べば良い。地ち球きゆう儀ぎをぐるりと回すよりは、はるかに容た易やすい選せん択たくだろう？」

　彼女はきっと、躊ちゆう躇ちよをしないだろう。

　気き紛まぐれにチャンスを放ほうる『魔ま神じん』は、興が冷めればやはり容よう赦しやなく少年を見捨てるだろう。

「その中に、お前はいる」

　オティヌスは、もう一度言った。

「正しいものを選べば、正しい答えを返してやる。お前の世界も、お前の人生も、お前の存在もな」

　間ま違ちがったらどうなるかなど、オティヌスは言わない。

　ゆっくりと集合写真へ目をやる。

　どれもこれも平べったい、判子で押おしたような笑顔にしか見えなかった。

　どこかに特別なものがあるようには感じられない。

　全体で一つの大きな絵画みたいにしか捉とらえられない。

　それでもクラスを半分に分けるように、男子側のグループへ意識を集中させようとする少年だったが……、

「性別なんぞあてにするなよ」

『誰か』の思考を読むように、オティヌスが割り込こんだ。

「お前の形くらい『槍やり』を使えばどうとでもなる。性別や年ねん齢れいは元の個人を見み極きわめる参考にはならないぞ」

「……、」

　性別の他ほかに、年齢まで口に出してきた。

　だとすると、集団から少し離はなれた所に立っている小こ萌もえ先生さえも候補に入っているのか。

「時間は気にするな。どうせこれが最後の選せん択たくだ。このまま餓が死しするまで悩なやんでくれても構わないぞ」

　男子も女子も。

　生徒も教師も。

　正解を当てるための確たる情報は何もない。共通の傷とか立ち方の癖くせとか、そういったものも全くない。結局は、あてずっぽうに選ぶしかないのか。ロシアンルーレットだって死の確率は六分の一だ。こちらはさらにひどい。当てられる方が珍めずらしいくらいだ。

　両目が痛かった。

　それが涙なみだなのか、額から流れ込こんできた汗あせなのかはもう分からなかった。

　唇くちびるだけが、異様に乾かわいていた。

　そして。

　金きん髪ぱつの少女が見ている前で。

「俺は……」

『誰だれか』は。

　ゆっくりと、一つの名前を口に出す。




「俺は上かみ条じよう当とう麻まだ。それ以外の何者でもない!!」




　言葉の直後だった。

　オティヌスは、心の底から不快そのものといったように顔を歪ゆがめた。

　明確な。

　今まででも一番『危険』さを感じさせる表情。

　興きよう醒ざめ。神にまで上り詰つめた少女からそう思われる事がどれだけの猛もう威いに直結するか。

　やがて。

　彼女は、一つ大きな舌打ちをすると、ため息と共に呟つぶやいた。

「どこで気づいた？」

「……、」

「まさかまた根こん拠きよのない自信だとか思考停止寸前のポジティブシンキングだとかじゃないだろうな」

「ヒントならちゃんとあったさ」

　彼は静かに答えた。

「お前の言葉がヒントになったんだ」

「私の？」

「もしもお前が本当に俺を苦しめようとしているだけなら、絶対に集合写真なんてヒントは見せびらかさなかった。だとすれば、それを見せた理由が他ほかにある。そうだろう？」

「……なるほどな」

「この中に本物のお前がいる。そうは言ったが、上かみ条じよう当とう麻ま以外の、とは注意を足さなかった。お前は、きちんと答えを選べる状じよう況きようで、俺が間ま違ちがえるのを楽しみにしていたんだ」

　それに、オティヌスは以前こう言っていた。

　新しく『上条当麻』を作っていたぶっても意味がない、と。

　別人を『上条』に仕立てる意義を感じていない以上、彼女が責め立てる人物こそが本物であるべきなのだ。

「私の悪意を読んだ、といった所か。アイデンティティの崩ほう壊かい実験として、面おも白しろい試みだと思ったんだがな」

「どういう仕組みなのかは分からないけど、お前は黒板へ文字を書いたり写真を取り出したり、両手を使わなくたって色んな細工を施ほどこしていた。俺が別の誰だれかの名前を挙げたら、お前は何が出たって拍はく手しゆ喝かつ采さいで褒ほめ称たたえれば良い。それが正解だった証しよう拠こなんて、後からいくらでも捏ねつ造ぞうできるんだろう」

　遮さえぎるように。

　つまらない喜劇を前に、席から立ち上がるように。

　オティヌスは、その場で一度だけ指を鳴らした。




　世界は消失した。




　地面も大空も、地平線の向こうまで、全すべてが黒一色になった世界に、上条当麻は立っていた。

　どこにいるとも知れない『魔ま神じん』の声が、耳元へ滑すべり込こんできた。

「これも馬ば鹿かには高度過ぎたか。悩なやまないというのもある種の才能だな。そんな自分に不安を覚えない所だけは素直に感心してやる」

　その声こわ色いろは、単純構造の生物が体の一部分を切られても元気に暴れている所を見て、呆あきれに似た驚おどろきの声を発しているのにも近かった。

「だけど、こちらのカードはどれくらいあると思う？」

「……、」

「何万程度で済むとでも？」

『次』の脅きよう威いは。

　すぐに来る。








連結ポイントの狭間で









　いくつもの世界を見た。いくつもの絶望を見た。

　あからさまに上かみ条じよう当とう麻まを追い詰つめ、潰つぶしにかかるものもあった。変な冤えん罪ざいを押おし付けられて首に縄なわを掛かけられるものもあった。どこかの山で知り合い達と遭そう難なんして、救助がやってくるまで命を繋つなぐには上条の肉を生きたままみんなで分けるしかないみたいなものもあった。意識はあるのに病院のベッドの上から何な故ぜか動く事ができず、そのままお葬そう式しきが進んでいくものもあった。腐ふ葉よう土どの中に埋うめられて、生きながらに手足の先から腐敗させられていくものもあった。地球がダメになって、ゴールも分からないままカプセルみたいな宇宙船に乗せられて運任せで無重力空間に投げ出された事もあった。ちっぽけな彼自身など放ほうっておいて、巨きよ大だいロボットや小惑星によって構わずに壊こわれていくものもあった。

　心というものに形はないが、それが明確に壊れていくのを上条は実感していた。金かな槌づちを叩たたきつけたり、刀で真っ二つにするような、派手な破は壊かいではない。シロアリに蝕むしばまれるような、少しずつ、確実に、自覚症状が出た時には手て遅おくれになってしまうような……そんな、ひっそりとした破壊だ。

　そんな中でも上条は、少しずつ、少しずつ、何とかして思考を重ねていた。

　いきなりパッと逆転策や解決策が浮うかぶ訳ではない。

　そこに辿たどり着くまでの積み重ねを、一つ一つ、血まみれの手で築いていく。

「……お前は」

　朦もう朧ろうとした意識のままに、上条は小さく呟つぶやいた。

「何かを壊している訳じゃない」

　オティヌスは、何を今さら、という顔をしていた。

　少年の目と鼻の先に、金きん髪ぱつに眼帯の少女は立っていた。

「だから何だと言うのだ？」

　ともすれば、甘あまい匂においでも感じ取ってしまいそうな距きよ離り。

　世界がグズグズのマーブル模様になっていた。

「世界なんてものが数万数億も都合良く存在している訳でもない。ここは、やっぱり、俺達の世界だったんだ。最初っから、何にも……どこにも……移動なんかしていない……」

「知ったような口を叩かれてもな。そもそも私は、平行世界説なんぞ唱えた覚えもないぞ？」

　どういう理り屈くつかは知らない。

　ただ、この世界は『見え方』が変わっているのだ。オティヌスが、変わってしまうように設定を変へん更こうしている。だから、上かみ条じようは体感しているだけなら全く違ちがう世界を旅しているように見えているのだ。

　オティヌスは退たい屈くつそうな調子で、

「『位相』の話は知っているか？」

「……？」

「元々、この世界はまっさらな訳じゃない。十字教、仏教、ケルト、インド、神道、インカにアステカ、ギリシャにローマ……そして北ほく欧おう。様々な宗教が様々な『位相』をまるで薄うすいヴェールやフィルターのように、何枚も何枚も世界に重ねている訳だ。天国、地じ獄ごく、冥めい府ふ、浄じよう土ど、黄よ泉み、地底、オリンポスの山に妖よう精せいの島、ニライカナイだのアースガルドだの、その他色々とあるがな。とにかく、お前達が今まで見てきた世界とは、色とりどりのセロファンを通して眺ながめていた景色だって事だよ」

「……お前は、その色いろ眼鏡めがねを壊こわしたんじゃない」

　上条は、ふらつく視界の中、誰だれに向けて言っているのかも曖あい昧まいになりつつも、とにかく口を動かし続けた。

「お前は、本質的に……『生み出す側』の人間だ。たとえ、それが悪意に満ちたものであっても、家を押おし潰つぶす行こう為いを瓦が礫れきの山を生み出したと表現するような最悪の野や郎ろうでも……それでも、本質は変わらない。『生み出す側』の人間。だから」

「神と呼べよ。そして、やった事は単純だ。世界が変わって見えるよう、新しいフィルターを随ずい時じ生産して世界へ差し込こんだ。だから世界は変わって見えた。いちいち全部壊していちいち全部作り直すよりは手間が省けるからな。それに、世界の異物を均す特性の力である以上、世界そのものを変えてしまえば、その右手も機能しづらい。……とはいえ、世の中は結果が全すべてだ。結局、歴史にはこう記される。『魔神』は世界を壊しては作って、それを繰くり返して、ただ一人の少年をどん底まで苦しめ続けたのだ、とな」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「『銀の星』を名乗るあの男などは、あらゆるフィルターの向こうにわだかまる『まっさらな世界』……すなわち宗教に依よらない科学の世界を直接いじくろうとしていたようだがな。……まったく、こんな場面に遭そう遇ぐうできるなんて幸福だぞ。チベットに夢を見た欧州の『黄金』だって、ここまでは手が届かなかった」

『これ』にどれくらいの価値があるのかは、上条には測れない。

　インデックスが『これ』を見たら、違った感想でも抱いだいていたのかもしれない。

　だけど。

（……あいつは『生み出す側』の極きよく致ちだ。余分な歯車を、間違った歯車を、世界とやらに無理矢理割り込こませたから、目の前の景色がガラリと変わっていった）

　ギチリ、と。

　上かみ条じよう当とう麻まは、今一度、自分自身の右手を強く握にぎり締しめる。

（だったら、やっぱり、『幻想殺しイマジンブレイカー』はこいつにとっても特別なんだ。打ち壊こわす側……神様のやる事とは正反対。余分なものを抹まつ消しようできる可能性が、この手の中にある。だとすれば、狂くるってしまった歯車を『元に戻もどす』事だって……）

　オッレルスは、こう言っていたではないか。

　右手に宿る幻想殺しイマジンブレイカーは、あらゆる魔ま術じゆつ師しの身勝手な夢だと。

　世界を捻ねじ曲げすぎてしまった結果、不利益が生じた時に、それを『元に戻す』『なかった事にできる』基準点・修復点なのだと。

　それは、まさに、こういう事なのではないか。

　オティヌスの語るフィルターとは、天国とか地じ獄ごくとか、そういうものと肩かたを並べるような存在・概がい念ねんらしい。流石さすがにそこまで莫ばく大だいなものを壊せるかどうかはかなり怪あやしい。そもそも天国や地獄に触ふれるとは、どういう現象を意味するのかをイメージする事すらできない。

　でも、可能性はゼロではない。

　まだチャンスはある。

　インデックスや御み坂さか美み琴こと達が待っている、あの世界への細い細い糸は、途と切ぎれてしまった訳ではない。

「おやおや」

　なのに。

　オティヌスは、上条が今考えている事が手に取るように分かっていますといった顔でそう切り込こんできた。

　ゆったりと、優しく。

　それでいて、どこまでも凶きよう悪あくな笑みと共に。

「良いのか？　そんな安易に一いち縷るの望みへ手を伸のばしてしまって」

「なん、だと」

「望みがある事が、勝算を知ってしまった事が、決定的な致ち命めい傷しようになる事だってあると言っているんだ」

　何を言っているのか、理解できなかった。

　やはりオティヌスは、少年の顔を見ただけで全すべてを了りよう解かいしたらしい。

　続けて彼女はこう言った。




「すぐに分かるさ、嫌いやでもな」
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「……ハッ!?」

　上かみ条じようはそこで目を覚ました。

　もういい加減に自分の身に何が起きたのかをぼんやりと考えるだけの慣れが生じていた。あまりにも殴なぐられ続けた結果、顔全体がじんわりと熱を持ち、個々の傷を認識できなくなってしまうように。

　それくらい、打ちのめされていた。

　千ち々ぢに散らばり、拡散されようとする心の破片を本能に従い躍やつ起きになってかき集めようとするものの、すでに何をどれくらい集めれば良いのかも思い出せなくなってくるくらい、自我の輪りん郭かくは薄うすらいでいた。

　それでも、外界からの刺し激げきに上条の食指が動く。強きよう烈れつなライトを浴びせられると思わず顔の前に手を当ててしまうのと同じように、無理矢理に動かされてしまう。

　場所は、柔やわらかい陽ひの当たる公園だった。

　彼は真っ白なベンチに座り、背もたれに体重を預けたままうたた寝ねをしていたようだった。

　どれくらい寝ていたか、という疑問はあまり意味を持たないだろう。

　上条当とう麻まの意識が覚かく醒せいした瞬しゆん間かんに『ここ』が生まれたかもしれなかったのだから。

　どうせ『ここ』も、上から目線のオティヌスによって趣しゆ向こうを凝こらされた、悪趣味な仕し掛かけのためのものだろう。これまで見てきた、上条の存在そのものを全否定しその無力感を叩たたきつけてくるような。

　第一印象が穏おだやかで平和的な場合は、決まって最後には徹てつ底てい的てきな大だい破は壊かいが待っている。彼の見知った人達が絶ぜつ叫きようと流血の中に沈しずんでいくのを見せつける事で魂たましいを砕くだきにかかるのだ。

　だから、上条は身構えていた。

　ここまで来て能天気に事態の変移を眺ながめていられるほど悠ゆう長ちような人格はしていない。

（……こちらから動く）

　ぼんやりとしていた意識を、頭の中心のたった一点へ集約させる。

　全身の血液の循じゆん環かんを自みずからの意思で強く感じ取る。

（幸い、俺の記き憶おくだけは蓄積を続けている。オティヌスの無限に思える力への対たい抗こう策さくを練るだけのチャンスは、決してゼロじゃない。……助けるんだ。たとえこの身に何が起きても、必ずみんなを元に戻もどすんだ!!）

　一度でも。

　移ろい揺ゆらぐ様々な世界の中で、上かみ条じようの心が折れた時に、一体何が起きるのか。

　それについては考えなかった。

　考えている暇ひまなどなかった。

　オティヌスはじきに仕し掛かけてくる。一度始まってしまえば世界の破は滅めつや崩ほう壊かいはもう止められない。幸い、『何にもない広い砂さ漠ばくだけの世界で一〇〇年間のんびり待つ』みたいなものはなかった。おそらく彼女自身が付き合っていられないのだろう。見るのも嫌いやなゴキブリを殺すために、ゴキブリが死ぬまで虫かごで飼い続ける人間はいない。それと同じだ。

　何が起きるのかを見み極きわめろ。

　破滅のバリエーションを見比べて、オティヌスの『幅はば』を演算しろ。

　そこから特とく徴ちようや共きよう通つう項こうを探し出し、あの『魔ま神じん』の癖くせや性質を浮うき彫ぼりにしろ。

　どこかに小さな穴があるかもしれない。

　一見しただけでは見つからない、薄うすい薄い亀き裂れつのようなものだって。

　あるいは。

　オティヌス自身さえも気づいていないような、ほんの些さ細さいなものが。

　どこかに。

（だから目を逸そらすな。真正面から受け止めろ。受け止めた上で乗り越こえろ!!　自分はどうなったって良い。極限を越えた光景の連続に、頭の奥おくが焼き切れたって良い。もうこれ以上、あいつにインデックス達を振ふり回させない。必ず全すべてを元に戻して、彼らの尊厳を取り戻すんだ!!）

　全身に力を込こめる。

　公園に設置されたベンチから勢い良く立ち上がろうとする。

　その一いつ瞬しゆん前まえの出来事だった。

「……ちゃーん」

　声が、聞こえた。

　それはどうやら英語のようで、詳しい事は上条には聞き取れなかった。

　分かるのはせいぜい人名くらいか。

　だけど、どんな名前が出てきたって今さら上条は驚おどろかない。全くの赤の他人が『上条当とう麻ま』としてクラスの輪の中にいた事だってあったのだ。そしてそれも乗り越えた。

　次だって。

　必ず。

　そんな風に思っていた上条の耳に、『その名』が滑すべり込んできた。




「待ってよう、エリスちゃーん」




　わずかに。

　だが確実に、上かみ条じよう当とう麻まの呼吸が止まった。

　ベンチから立ち上がる事を忘れていた。首だけを動かして、声のした方をゆっくりと見る。

　ウェーブがかった金きん髪ぱつに、小麦色の肌はだをした、小さな少女が走っていた。

　その先に、一人の少年がいた。

　ああ。

　だけど……と、上条は思う。

　エリスと呼ばれる名前は、魔ま術じゆつ師しシェリー＝クロムウェルが使っていたゴーレムの名前ではなかったか。

　そしてその名のルーツは、かつて死んだ彼女の親友だったはずではなかったのか……？

「……、」

　呆ぼう然ぜんと……ただ呆然と、上条は小走りで去っていく男女の背中を見送っていた。

　そこへ、別の声があった。

　今度は、フランス語か、イタリア語か。上条には完全に取っ掛かかりのない言葉だった。ただ、楽しそうな声こわ色いろなのは何となく分かった。

　そちらに振ふり返ってみると、緑色の芝しば生ふの上にビニール製のレジャーシートを敷しいて、幼い少女と若い夫婦が座っていた。籐とうを編んだバスケットの中から時折サンドイッチを取り出しては、美お味いしそうに頬ほお張ばっている。サンドイッチの味そのものよりも、こうしていられる事の幸せを噛かみ締しめているような、そんな表情だった。

　その幼い少女は、茶色い髪をいくつもの細い三つ編みにまとめていた。

　アニェーゼ＝サンクティスという名の修道女を思い出した。

　だけど。

　上条は、彼女から両親がいるなんて話を聞いた事はあっただろうか？

「……まさ、か」

　徐々に。

　何か大きな影かげがもたれかかってくるのを、上条は感じ取った。

　前方のヴェントと呼ばれていた少女が幼い弟の手を引いて歩いていた。左方のテッラと呼ばれる男は同どう僚りようから処しよ刑けいされておらず、他のメンバーと同じパラソルの下でアイスコーヒーを飲んでいた。

　オリアナ＝トムソンという女性は魔術業界の運び屋なんてしておらず、幾いく人にんかの子供や老ろう婆ば達と一いつ緒しよに笑っていた。

「先生。こんな所にいたのか」

　その声は、奇き抜ばつなメイド服を着た雲くも川かわ鞠まり亜あのものか。であれば、彼女の目線の先にいる人物については、わざわざ目で確かめるまでもない。

　木き原はら加か群ぐん。

　やはり、確実に死亡しているはずの、死亡していなければおかしいはずの人物だ。

「否定しろよ」

　たった一つだけ。

　貫つらぬくように、悪意ある少女の声が上かみ条じようの胸へ突つき刺ささった。

　金きん髪ぱつに眼帯の少女、魔ま神じんオティヌスだ。

「変わる世界を、世界を変えてしまう事を悪だと断じるなら、事件も借金も失恋もない、こんな歪ゆがみきった世界を否定してみせろよ」

「……、」

　オティヌスはベンチの後ろから上条の肩かたを抱だくように密着し、頬ほおを寄せ、甘あまく耳たぶを噛かむような格好でささやく。

　上条は、何も言えなかった。

　たった一つの反論もできなかった。

「世界を壊こわすなんて簡単だ。私を殺すか、力を制せい御ぎよする『槍やり』を破は壊かいすれば良い。どちらも人の身に余る行こう為いだが、挑ちよう戦せんするだけの価値はあるぞ。どうせどちらも失敗する、私の全すべてを奪うばう事はできない。だがほんのわずかなノイズを生み出すくらいの衝しよう撃げきは与あたえられるかもな。それで、半はん端ぱな『位相』を差し込こまれた仮かり縫ぬいの世界なんて粉々に吹ふっ飛ぶ。お前の信じる『醜みにくくて歪んだ世界』の一つくらいは無に帰す事だってできるだろう」

　いつの間にか。

　少女の手は、一本の『槍』を掴つかんでいた。

『主神の槍グングニル』。

『魔神』の力の制御に役立っている霊れい装そう。全ての鍵かぎ。世界へ、当人達の意思さえ無視して問答無用の変化をもたらすもの。その核かくへと繋つながる元げん凶きようの一つ。

　オティヌスは、背後から上条の肩を抱くような格好になっている。

　そんな彼女が『槍』を持っているのだ。当然、上条の右手が届く場所にある。

　今なら。

　壊せる。

「早く」

　オティヌスは、あくまでも静かに促うながした。

　その長い髪かみから、甘い匂においを撒まくように。

「世界が至福に歪んでいるのが間ま違ちがっていて、それを元に戻もどすのが正しい。お前の言い分だ。おそらく正解だろう。なら、後は行動で示すだけだ。ほら、自分の正義を試せよ。ほら」

　……こんなのがアリなのか、と上かみ条じようは思う。

　今まで、全すべてを操るほど絶対的な力を好き放題に振ふるうオティヌスは、絶対的な悪だと考えてきた。彼女は何度も何度も自分の都合で世界を破は壊かいし、人々を破は滅めつさせ、その阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずを上条へ見せつけてきた。

　だから。

　元に戻もどす事だけが、支えだった。

　目的だったのだ。

　なのに……。

「これは、『前』にも言った事だが」

　オティヌスは、幸せしかない世界を眺ながめながら、静かに震ふるえる少年の耳元でささやいた。

「世界は、別にお前なんかを必要としていない。お前なんて個体がなくたって、各おの々おのの危機は回かい避ひされていた。死人の数や、友人知人の輪、資産の額、ニュースの見出しなどは多少変わるがな。それで世界が止まる訳じゃない。人生も仕事も恋愛も、ずっと続いていく」

「……、」

「お前はある方法で彼らを救った。私は別の方法で救ってみた。それだけだ。これは、お前の代わりに私が理り不ふ尽じんに立ち向かった世界。きっと、善悪なんてものはない。どちらが正しいのかなんて議論に意味はない。ただ、取り得る選せん択たく肢しの幅はばと、実際に表れた結果。この二つに差が出ただけだ。人の命とか、儲もうけ話とか、恋愛沙ざ汰たとか、まあ色々な」

「……じゃあ」

　上条は。

　ちっぽけな少年は、やがて、震える唇くちびるを必死に動かして、こう呟つぶやいた。

「俺は、今まで何をしてきたんだ……？」

「人の身にしては良くやった」

　オティヌスの答えはシンプルだった。

「ただ、忘れたのか。私は神と呼ばれる存在だぞ。救い方にだって違ちがいはある」

　神話の理論なんて、そんなものかもしれない。

　物事を複雑に考えてしまうのは、それを信じる人の頭の方なのかもしれない。

　だけど……。

「お前は、ずるいよ」

「かもな」

「エリスってヤツは、俺がシェリーと知り合った時にはもう死んでいた。二〇年とか前の話なんだぜ。俺がどれだけ足あ掻がいたって、その子を助けられるはずがないじゃないか。俺はまだ生まれてもいなかったんだぞ」

「だから、お前は別に何も悪くはない」

「オリアナだって、アニェーゼだってそうだ。中には俺の知らない悲劇だってあったはずだ。借金とか恋心とか、全部なんか分かるかよ。そんなの、どうやって助けろっていうんだよ」

「誰だれもお前を責めている訳じゃない」

　紙飛行機が、目の前を横切っていった。

　それを追い駆かける小さな影かげと、全く同じ顔立ちをした少女達がいた。

　紙飛行機が投げられた方を見てみれば、二人の超レ能ベ力ル者５が立っていた。

　第一位と、第三位。

　少しだけ違ちがう未来の中で、完全な和解を遂とげたであろう人達が。

「俺は助けられなかった。俺じゃ無理だった!!　ああそうだ、一万人以上のクローン人間が殺されていた。あれは、もっと早く気づいていれば別の道だってあったかもしれなかった!!　何の言い訳もなく俺の落ち度だった。何となく、それを、目の前で一人二人助けた程度で、全部解決できたように見せていただけだった!!」

「お前さえ責めるのをやめれば、後はみんなが認めてくれるさ」

「俺は……俺の選せん択たくは、一体何だったんだ」

　目の前には、きっと、本当の正解が広がっていた。

　たとえどれだけ理り不ふ尽じんだろうが、時間を巻き戻もどすような反則が使われていようが。

　これ以上の答えを、上かみ条じようは思い浮うかべる事ができなかった。

「俺の選択が……いくつかの悲劇を加速させていたのか？　必要のない死人の数を増やしていたかもしれなかったのか？　誰かを苦しめて、借金を押おしつけて、恋心を壊こわして……。だとしたら、『助けた気分』になっていた俺は一体何なんだ……っ!!」

　変えてしまう事は、本当に悪なのか。

　戻してしまう事は、本当に善なのか。

　これだけの陽ひの当たる世界を見せつけられて、まだそんな事を言っていられるのか。

　たとえ、誰が世界を支配したって。

　上条には抱かかえきれないほどの笑顔を守ってみせたオティヌスの方が、正しいのではないか。それは世界征せい服ふくなんて野や暮ぼな言葉ではなく、単純に正しい為い政せいの形なのではないか。

　ぽんっ、ぽんっ、と上条の足元へサッカーボールが転がってきた。

　オティヌスはそっと彼の首から腕うでをどけた。

　自由を得た少年は、そこで見た。

　こちらに近づいてくる小さな影。

　真っ白な修道服を着たシスターを。

「ボール……」

　声に、上条は思わず足元にあったサッカーボールを手にしていた。まるで子犬か何かのようにインデックスはボールへ向かってくる。

　その向こうに、何人かの影かげがあった。

　ステイル＝マグヌス。

　神かん裂ざき火か織おり。

　それに、彼も知らない神しん父ぷや修道女達もいた。

「……ああ」

　と、上かみ条じようは呟つぶやく。

　彼は記き憶おく喪そう失しつで、実際のエピソードは失っているけれど。

　何となく、知識で知った。

　これは。

　彼らが失敗しなかった、上条なんかに役目を奪われなかった未来の絵なのだと。

「？」

　大きなボールを両手で受け取った銀ぎん髪ぱつの少女は、上条の顔を見て小首を傾かしげていた。

「どうしたの？　お腹なかが痛いの？」

　そんな言葉が飛んできた。

　自分はよっぽど変な顔をしているのかもしれない、と上条は思った。

　もしも。

　この少女の頭を右手で撫なでたら、何かが変わっただろうか。それとも、何も変わらないのだろうか。

　一いつ瞬しゆん。

　ぶるりと、右手の掌てのひらが不ぶ気き味みな震ふるえを発したが……、

「いいや」

　上条は笑顔を作った。

　右手は、膝ひざの上で静かに握にぎり締しめていた。

「何でもないよ。大だい丈じよう夫ぶだ」

　ぱたぱたと小走りで去っていく少女の背中を、上条は見送っていた。

　人の輪に加わっていくその光景は、きっと、彼らがいつも見てきたものだったのだろう。

　……こんなものが、救いなのか。

　ここまでひどい喪失感をずっとずっと与あたえ続ける事が、一体誰だれにとっての救いなんだ。

「守るか、壊こわすか」

　オティヌスは上条のすぐ近くで、ベンチの背に直接腰こし掛かけるようにして、背中合わせに囁ささやいた。

「どっちみち、お前には二つに一つしかない。それはお前だけでなく、お前の知る全すべての人間を左右させる。人生の数だけ、その全てを決定づける事になる」

「……、どうしろって言うんだ」

　少年は小刻みに震ふるえながら質問する。

「お前は黙だまっていたって勝手に世界を救ってしまうだろう。そういう存在なんだって今まさに見せつけただろう！　だったら、今さら、何なんだ？　この隙すき間ま一つない完かん璧ぺきな世界で、どうして猶ゆう予よを残す？　俺に何を委ゆだねようとしているんだ!?」

「簡単な話だよ」

　対するオティヌスは、口笛でも吹ふきそうなくらい軽い調子だった。

「お前の言う通り、この世界は完璧だ。そして隙間がない。『上かみ条じよう当とう麻まがいない事を大前提に計算した黄金比』によって、全すべてが守られている。逆に言えば、だ。お前という一個体がいるだけで、この世界は誤作動を起こす。余計な歯車、というか、楔くさびが一つあって、そいつが全ての歯車の動きを阻そ害がいしてしまう。……今はざっとこんな感じだが、じきに崩壊が始まるぞ。それは一秒後か一ヶ月後かは知らんが、必ず起こる。世界ってヤツが、そういえばまだこいつ残ってたなーって思い出した瞬しゆん間かんからな」

　だから。

　魔ま神じんオティヌスは、片方しかない瞳ひとみで上条をジロリと見ながら、こう結論付けた。




「自分の命に決着をつけろ。それ以外に、この世界を守る方法はない」




「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、へ」

　上条は。

　その瞬間、奇き妙みような笑いにも見える弛し緩かんした表情を浮うかべた。

　絶対に笑っている訳ではないのは、誰だれの目にも明らかだった。

　オティヌスは無視した。

「私が殺しても良い。だがお前自身でも気づいているだろう。お前は外的要因から来る危機的状じよう況きようを、どういう訳か奇妙に切り抜ぬけていく性質を持つ。死すべき時に死ねないとは、常に『不幸』とやらにさらされ続けながら生きてきた中でも最大級の『不幸』かもな。私はお前を九九％以上の精度で殺せるが、満を持しての一〇〇％を確保するなら、お前自身が命を絶つのが手っ取り早い。そいつが健全だよ、世界にとってはな」

　ぼとり、という音が聞こえた。

　空から何かが降ってきた音だった。

　それは首くび吊つりで使うような、一いつ端たんを輪の形に縛しばった太い縄なわだった。そう思った時には、すでに辺り一面に包丁や七しち輪りんや拳けん銃じゆうや洗せん剤ざいや自動車や錠じよう剤ざいや厚いビニール袋ぶくろや壊こわれたドライヤーや銀の酒しゆ杯はいや白木の短刀やガソリンの入ったポリタンクや錘おもり代わりに服の下へ入れる複数の石が落ちていた。まるで絵本に出てくるお菓か子しの雨みたいな、カラフルで、コミカルで、シュールな光景だった。

「だから自分で選んで、自分で決めろよ。全すべてを背負う覚かく悟ごがあるなら、勝手に私と戦って『槍やり』でも壊こわせば良い。それをする覚悟がなければ、自分の命にケリをつける事だな」

　上かみ条じようは、のろのろとした動きでオティヌスの方を見た。

　すでに彼女はどこにもいなかった。

　後には少年だけが残された。

　たった一人の肩かたに。

　幸せで完かん璧ぺきな世界という、あまりにも莫ばく大だいな重圧がのしかかる。








行間　五









　正義について考えてみた。

　絶ぜつ滅めつした恐きよう竜りゆうの名前くらい遠い所にそれはあるような気がした。

　平和について考えてみた。

　きっと、正義がなくても作ろうと思えば作れるような気がした。

　頭に思い浮うかべた景色を作るために必要な条件を、一つ一つ並べていく。そうしていく内に、ふと首を傾かしげてみる。もう一回最初から考え直し、さらに最初からやり直し、そしてようやく気づかされる。

　どうやら、世界が平和になるには自分という存在は不要であるらしい。

　自分の良く知る人々が笑顔になって、自分も良く知らない人達とも手を取り合って、いろんなものが発展していって、馬ば鹿かみたいに積み上げられていた様々な問題を丁てい寧ねいに解決していく。そんな教科書通りのお手本みたいなピッカピカの理想を叶かなえた後には、自分という一存在の居場所はなくなっている。

　世界が平和になれば、おそらく誰だれもが文句を言わない。

　世界が平和になれば、おそらく誰もが疑問を抱いだかない。

　世界が平和になれば、おそらく誰もが過程を無視する。

　世界が平和になれば、おそらく誰もが結果に歓かん喜きする。

　世界が平和になれば、おそらく誰もが正しいと答える。

　……なんて平等で、身勝手で、個の都合を押おし潰つぶす答え。でも、それだって仕方がない。すでに正義は失われた。あるのは化石のような名な残ごりだけ。

　そして言うまでもなく、平和は尊い。ともすれば世界全体の半分くらいを犠ぎ牲せいにしてでも手に入れたいと考えてしまうほどの価値があるのは、過去の歴史が証明している。

　それを一人前の命で購入できるというなら、きっと誰でも飛びつくだろう。

　歴史家は人類の偉い業ぎようと讃たたえ、年表には新たな数字が刻まれ、記念の祝日でも作るのだろう。

　世界全人類が共有する、笑顔の殺人。

　ニヤニヤ笑いの理論武装で本質から目を逸そらし、誰も彼もが正義を忘れてぬるま湯の気持ち悪い平和を謳おう歌かする世界。




　では問題。

　自分は、本当にそんな世界にすがりたいのか？








第七章　『平凡な高校生』　Black_or_White.









　　　　１




　動けなかった。

　上かみ条じよう当とう麻まは真っ白なベンチから立ち上がる事さえできなかった。

　もはや、指標がない。

　たとえ二本の足で歩く事ができたとして、右の拳こぶしを握にぎり締しめる力があったとして。それで一体何ができるというのだ。ここまでの正解を見せつけられて、ここまでの幸せを見せつけられて、なおお節せつ介かいに他人の不幸なんかに飛び込こんでいく勇気が残っているか？　彼は確かに何かを解決したかもしれない。だけどもっと別の方法だってあったかもしれない。もしもあそこで騙だまされていなければ、最初から答えが分かっていれば、過去に遡さかのぼって悲劇を食い止める事ができていたら。

　誰だれもがそんな馬ば鹿かなと思ってしまう事を、あのオティヌスは実際にやってのけた。

　後出しのジャンケンだろうが人の領域を超こえた反則技だろうが、二つを比べてどちらが正しいのかを論じれば、結果は火を見るより明らかだ。

「……、」

　夕暮れになっていた。

　あれだけ集まっていた人達はぽつりぽつりと公園を離はなれ、気がつけば誰も残っていなかった。それでも、上条の瞼まぶたの裏には焼き付いている。ここにあった全すべてを。

　あれを壊こわすほどの理由がどこにある。

　オティヌスと戦う動機は見つけられるか。

　元の世界へ帰りたい。

　全てを元に戻もどしたい。

　自分が当たり前のように続くと信じてきた、ありふれた日常へ。

　上条当麻と呼ばれる男の人生を取り戻したい。

　だけど。

　そんなものを望んでいるのは、結局、彼一人しかいないのだ。

　それがみんなのためになるなんて考えは、何の意味も持たなかったのだ。

　この広い世界と、上条当麻という一個人。

　何を優先するべきかなんて、とっくの昔に分かっている。

　オティヌスは。

　自みずからを神とまで名乗るあの少女は、その尊大さに相応ふさわしい結果を初めから用意していた。

　だとすれば。

　世界の平和を守り、人々の笑顔を作り、完かん璧ぺきに立ち振ふる舞まう神へ抗あらがう者に与あたえられる称しよう号ごうは。

　きっと。

　どうしようもなく。

「ああ」

　ベンチに腰こし掛かけたまま、上かみ条じようはその両手で自らの顔を覆おおった。

「悪と断じられるべきは、やっぱり俺の方だったんだ」

　もう動けなかった。

　分かってしまったから、動けなかった。

　これ以上は何をやっても他人の人生を踏ふみ荒あらす。『助けた気分』になるのが精せい一いつ杯ぱいで、そんな心の充じゆう足そくのために黄金比のバランスを崩くずしてしまう。そんなのは駄だ目めだ。救いようのない悪だ。もしも自分以外の人間がそんな事をしているのを目まの当たりにしたら、全すべてをかなぐり捨ててでも真っ先に殴なぐり飛ばそうとするだろう。そして、他人に対してはそんな風に振る舞うくせに、自分だけは例外なんて論理は筋が通らない。

　ここが終わり。

　幾いく重えにも連なる世界のどこかで心が折れたらどうなるか。

　多分、こうなる。

　生き物として最低限必要な性質さえも失い、指先一つ動かせないままに、生きながらに腐くさり落ちていくに違ちがいない。

「だけど……」

　そんな風に終わっていくのも、悪くはないのかもしれない。これはきっと、みんなのためになる。オティヌスは言っていた。上条当とう麻まがここにいるだけで、いずれ必ず『崩ほう壊かい』がやってくる、と。彼女はまた新しい世界でも作れば良いのかもしれないが、実際に奪うばわれていくのはインデックスや御み坂さか美み琴こと達に代表される、上条の良く知る人達の笑顔だ。いいや、彼が知らない人達の未来までをも勝手に背負ってしまっている。ここから上の幸せは存在しないのだから、変化があるとすれば落ちていくだけ。彼に与えられた役割は、その引っ掻かき回し役だけしかないのだ。

　そういうトリガーに変へん貌ぼうするくらいなら、ここで終わってしまった方が良い。

　そうに決まっている。

　何な故ぜなら、それが絶対に『正しい』事なんだから。

「……そっか」

　だから。

　だから。

　だから。




「分かったよ、オティヌス。……死に場所を探そう」




　静かに、音もなく、少年はベンチから立ち上がった。

　糸の切れた風船が夕暮れの空へと舞まい上がっていくように。その小さな背中が、オレンジ色の世界へと溶とけていく。

　足音のカウントダウンが、始まる。




　　　　２




　どんな死に方を選ぶべきだろうか。

　適当に街をぶらつきながら、上かみ条じようはそんな事をぼんやりと考える。それによって、恐おそらく自分が最さい期ごに行き着く場所も変わってくる事だろう。こんなのは今まで考えた事もなかった。オティヌスの言っていた内容は的を射ている。長い間、理り不ふ尽じんな『不幸』にさらされ続ける事に慣れていたせいか、上条は並なみ大たい抵ていのトラブルでは死なない。彼自身が自覚できる表層においての意識の有無などお構いなしに、彼はとにかく死を回かい避ひする。

　下へ手たな方法では生き残る。

　それは間ま違ちがいなく、平和と笑顔しかないこの世界の害となる。

　であれば。

　自分自身の末路については、投げやりの衝しよう動どう的てきに決めてしまうのではなく、吟ぎん味みを重ねる必要がある。

　どうやっても助からない。

　行動を起こした後、無ぶ様ざまに震ふるえてやっぱり引き返そうとしても絶対に間に合わない。

　一線を越こえた瞬しゆん間かんに全すべてが決定してしまう。

　そんな方法を。

『崩ほう壊かい』は、いつ起こるか分からない。正しい答えを精密に導き出す必要がある。

「……、」

　ふらふらとさまよっている内に、上条はここが学園都市を模しているのだと気づいた。ただし、街並みがほんの少しだけおかしい。きっと、完かん璧ぺきな世界には不要なものが取り除かれ、別のものへと差し替かえられた結果だろう。例えば、民間施し設せつに偽ぎ装そうされた『暗部』の研究所など、だ。

　代表的なもので言えば、この街からは『外がい壁へき』がなくなっていた。魔ま術じゆつサイドと科学サイドの諍いさかいが完全に解消されれば、やはりこれも不要なのだろう。

　オレンジ色に染まる公園から消えた人々の顔が、ちらほらとあった。彼らは彼らの小さな箱庭に帰り、各おの々おのの幸せを掴つかみ取っていた。

　かしましい声を耳にしたので歩きながらそちらへ目をやると、大きなウィンドウ越ごしにレストランのテーブルを陣じん取どっている、四人ほどの女の子のグループを見つけた。

『結局、麦むぎ野のが短気なのはそのシャケ弁に原因があると思う訳よ。なに、化学物質？　化学調味料？　何だか知らないけど「分かりやすい味」は絶対要注意だって!!』

『あ？　年中缶かん詰づめばっかり食べてるフレンダに食べ物についてどうこう言われる筋合いないんだけど』

『ていうか、シャケとかサバとか、何であなた達は揃そろって魚ぎよ介かい類るいを超ちよう攻せめまくっているんですか？　超キャラ被かぶっているんですけど』

『……意外となかよし』

　上条のすぐ前を別の数人が横切っていく。彼らはレストランのガラスのドアをくぐると、女の子グループの陣取っていたテーブルへと向かっていく。

『にゃあにゃあ！　なんかお姉ちゃんが美お味いしそうなの食べてる!!　何それ、新商品？　缶詰フェアなの？？？』

『いやフレメア、多分それは勝手に持ち込こんでいるだけだと思うぞ。何な故ぜならさっきからこっちを見るウェイトレスさんが苦笑いのまま固まっているから』

『ていうか、浜はま面づらはまず超遅おくれた事を謝あやまるべきじゃないですかね!?　あと駒こま場ばに半はん蔵ぞうでしたっけ？　下したっ端ぱの数増やしたのに効率落ちてるとか超どういう事なんですか！』

『……チィ。それは半蔵のヤツがあそこを曲がった方が近道だとか言い出すからであってだな……』

『いや駒場のリーダーがジュースの当たり止まらなくなったのが原因だね！　ほら自動販はん売ばい機きについてたルーレットのヤツ!!』

『結局、何だってどういう理り屈くつで私の妹が極限のゴリマッチョに懐なついているのかが疑問で仕方がない訳よ……』

　レストランに入るつもりはなかったが、食べ物の匂においが食欲を刺激した。

　こんな時にも腹が減るのか。上条は、自分自身のあさましさに嫌いや気けが差してきた。

　ポケットを叩たたくと、携けい帯たい電話と財布は入っているのが確認できた。

　その場を離はなれてしばらくそぞろ歩くと、道みち端ばたにトラックを改造した屋台が停とまっていた。ホットドッグを売っているらしい。

『みっ、見てくださいシスター・ルチア！　あんな所に一つ二〇〇〇円のホットドッグとか、この世の天国かと見み紛まがう食べ物がありますよ！』

『食欲にも強ごう欲よくにも抵てい触しよくしている……っっっ!!!!!!　あんなものはシスターの食べるものではありません!!　リドヴィアからも何か言ってやってください!!』

『しかし、シスター・オルソラがすでに食べ始めているようですが』

　確かにアホみたいな表示価格だったが、どうせこれで最後なのだ。出し惜おしみはしないで一個買って、ついでにカップの炭酸飲料も付け足した。

　商品を受け取っていると、褐かつ色しよくの肌はだをした男女がすぐ横を通り過ぎていく。

『エツァリ。これからどうするつもりなんだ』

『トチトリに聞いてくださいよ。騒さわぎを聞きつけてきたのは彼女なんですから』

『おいおい、あんまり私に振ふってくれるな。お前の妹分は一度頬ほおを膨ふくらませるとなだめるのに苦労させられるんだから』

　ガードレールに腰こし掛かけて頬張っていると、近くにある歩道橋の上から複数の男女の声が飛んできた。陰いん気きな教師とミツバチみたいな極ごく彩さい色しきのメイド服を着た少女の組み合わせだった。彼らはこちらに気づいていない。

『先生はこれからどうするんだ？』

『近所で催もよおし物があるらしい。簡単な祭りのようなものだが、一応は見回っておく必要があるだろう』

『ふふふはは！　という事は浴衣ゆかたでお祭りデートって話でオーケーだね？　私の「暴風車軸バイオレンスドーナツ」が唸うなりを上げてしまうぞ！』

『……傷ついたレコードのようにいきなり会話が飛んだが、ひとまず落ち着こうじゃないか』

　その後ろでは、学生らしからぬ巨きよ乳にゆうの持ち主が二人ほど、火花を散らすような視線を交こう錯さくさせている。

　共にロングヘア。濡ぬれたような黒くろ髪かみと蜂はち蜜みつ色いろに輝かがやく金きん髪ぱつの持ち主は、共に人の心を操る専門家だった。

『さっきのあれはあんまりじゃないのか』

『あらあ？　ごめんなさいねえいきなり言われてもほら私、読解力にそこまでの自信があるタイプじゃないからあ』

『へーほーそうかホットドッグ一つ買うのに超能力レベル５クラスの異能をバリバリ使って小学生の列を横にどけたのはそんなに理解が難しいか!?』

『ははは読解力読解力☆』

　糖分とコレステロールの採り過ぎで自殺を狙ねらうのは悠ゆう長ちようが過ぎる。

　上かみ条じようは食事を終えると容器をゴミ箱へ投げ入れ、再びオレンジ色の街を歩き出す。

　車くるま椅い子すにパジャマの女性や、スマートフォンや携けい帯たい端たん末まつを首からジャラジャラ下げた少女などとすれ違ちがった。

『あらあら。こう平和だと退たい屈くつしちゃうわよねえ、「木き原はら」的には』

『どっちでも何でも良いよ。科学で遊べるなら善人だろうが悪人だろうが知った事じゃないし。こんな場所ならこんな風に生きていけるよ。……「木き原はら」ならこう言うはず』

『それより見たかよあの概がい要よう書しよ。ゴミ処理の新しい規格の開発研究だとさ。んなもん三日で終わらせられるぜ、ふざけてやがるよな』

　……これは、言ってしまえば未練の消去だ。

　水の中で大量に絡からまる髪かみの毛けを、一本一本ハサミで断ち切っていくような作業。少しずつ自分の身を軽くして、最後の一線を越こえようとした時に起こる反動のような『揺ゆり返し』をなくすための儀ぎ礼れい。

（遺書でも書いたら考えもまとまるかもしれないけど）

　どうせ読む者はいないのだから、それをやっても仕方がない。

　そんな事を考えていると、トン、トン、という音が遠方から聞こえてきた。

　どうやら太たい鼓こを叩たたいている音らしい。

　上かみ条じようの背を一気に追い越していく一団があった。

『トール!!　早くしろよ!!』

『まあ待てよマリアン。始まった直後はどうせ人がごった返している。ちょっと遅おくれて参加するくらいがちょうど良いんだって』

『……ていうか、ベルシのヤツ見つけたぞ。あいつ！　また私に内ない緒しよで縦ロールのメイドと接せつ触しよくしてやがる!!!!!!』

『うあー……それはベルシの自由意思に任せるべきだと思うし、お前もお前で、横でガタゴト言ってる「投擲の槌ミヨルニル」にちょっとは配はい慮りよしてやるべきなんじゃね？　その内嫉しつ妬とで爆ばく発はつするぞそいつ』

　消えていく背を見て、上条は思わず小さく笑ってしまった。

　どうやら、本当に全すべての争いはなくなってしまったらしい。

　……オティヌスが世界中の人物相関図を新たに組み上げる過程で、どうも知らない繋つながりが勝手に作られているような気もするが、おそらく二つを見比べても、今の方が幸福に映るはずだ。

　ここは、多少の違い和わ感かんよりも快感が優先されるようにできている。

　祭りの会場はどこかの神社の境けい内だいとかではなく、第七学区を流れる大きな川に沿そって、いくつもの屋台が軒のきを連ねる形のようだった。どうやら祭礼の名な残ごりのようなものよりも、花火大会という行事の方が強く出ているらしい。学園都市らしいと言えば、これもらしい。

『うおーっ!!　ってミサカはミサカは目の前いっぱいに入ってくる情報を処理しきれずに歓かん喜きの雄おたけびを上げてみる！』

『あなたが勝手に理解を放ほう棄きするとこちらの処理能力まで停止するので踏ふん張ってください、とミサカはくらくらしながら助言します』

『……一体何やってンだ、俺は』

『良いんじゃない、こんな日くらいはしゃいでも。二万人以上の「妹達シスターズ」を一人残らず助け出した功績は、そんなに少なくないはずよ』

『出費は痛いがな！　後ろを見てみな第一位、膨ぼう大だいな数のクローンが屋台を見てウズウズしているぜえ!!　そしてそれを知っててなお追加でおねだりするのが「第サ三ー次ド製シ造ー計ズ画ン」の要かなめこと悪意の塊かたまり「番外個体ミサカワースト」ちゃんなのだった!!』

　人混みの中で思わず声の主を捜さがそうとした上かみ条じようだったが、結局は見つからなかった。ただし、代わりに白衣を着た男女を発見する。胸にはネームプレートらしきものがクリップで留めてあった。『芳よし川かわ』に『天あま井い』。何かを微笑ほほえましく眺ながめているようだが、どこかの研究者だろうか？

『痛っ！　まったくすごい人ですわね。そんな事より私のお姉様はどこに!?』

『ああ、なんていうか、全く同じような顔の人達がいっぱいで、もうどこにいるのかサッパリ分かりませんね……』

『そうそう初うい春はる、今日ってお忍しのびでアリサちゃん来てるってマジなのかな？　ほら二人が一つになったパーフェクトモードで』

『さっきお人形みたいなちびっ子社長がその辺うろついていましたし、彼女もどこかにいるんじゃありませんの？』

　歩く。

　人の声を聞きながら、上条当とう麻まは河原に沿そうように作られた会場をゆっくりと歩いていく。

　自分の行いには、きっと意味があるのだと刷り込こんでいく。

　彼らが掴つかんだものや、浮うかべる笑顔の重さを理解していく。それは単なる書類上の数字などではなく、本当に、今まさに『ここ』にあるものだと学んでいく。

　そして。

『待ってよー』

　上条当麻は、一人の少女の声を耳にした。

　前方から、パタパタと走ってくる小さな影かげがあった。

　それは紅茶のティーカップみたいな金きん刺し繍しゆうの入った真っ白な修道服を着たシスターで。

　彼の知る限り、インデックスという名で呼ばれている少女だった。

『ステイルー、かおりー。こんな食べ物パラダイスの中で三つまでしか選べないとか絶対に間ま違ちがってる!!　私はもう全体的にお腹なかがぺこぺこなんだよ!!』

　上条は。

　自みずから望んで、顔を上げた。

　目の前に広がる光景を、焼きつけておきたかった。

　人混みを抜ぬけるように走ってくる銀ぎん髪ぱつの少女は、その両手で三み毛け猫ねこを抱かかえていた。すでに目的の人物を捉とらえているのだろう、その動きには迷いがない。

　そして。




　一いつ瞬しゆんの停てい滞たいもなく、彼女は上かみ条じようの横を駆かけ抜ぬけていった。

　そもそも、インデックスは上条当とう麻まなんて見ていなかった。




　背後から、かしましい声が飛んでくる。

　だけどもう、少年は二度と後ろを振ふり返らない。

　それで、何となく、覚かく悟ごが決まった。

　本当に守るべきものを、見つけたような気がした。

　再び、上条は歩き出す。

　川の流れに沿そって、賑にぎやかな祭りの会場をたった一人で進み続ける。その先に、囃はやし立てる声や電でん飾しよくの向こうに、何か大きなビルがそびえていた。

　多分、あそこが終着点で、その屋上が到とう達たつ点てん。

　ビルの中にしつらえられたエレベーターやエスカレーターだけじゃない。川に沿うように築かれたこの幸せな祭りの風景を含ふくめた全すべてが、死し刑けい台だいへの階段なのだ。

　そぞろ歩く。

　ビルに入る。

　エレベーターに乗り、屋上のボタンを押おす。

　学園都市らしい、静せい穏おんかつ高速のエレベーターだったが、それでも到着するまで一分以上の時間を要した。正確に何階建てなのかは知らないが、優に三〇〇メートルはあるだろう。

　屋上から落下すれば、生身の人間がどうなるかなど説明するのは無ぶ粋すい。

　たとえ真下に街路樹やレスキューが用意した分厚いマットがあっても、助かる見み込こみはまずありえないだろう。

「ああ」

　そして。

　柔やわらかい電子音と共に、エレベーターは止まる。

　金属製の自動ドアが、左右に大きく開いていく。

「……これは、確かに」

　目も眩くらむような世界が広がっていた。

　大空はもはやオレンジというよりも黄金に近くて、吹ふき抜ける風の清せい涼りよう感かんは砂さ漠ばくで手に入れた一いつ杯ぱいの水のように上条の心を潤うるおしていく。ゆっくりと屋上を横断して縁ふちまで歩く。元々一いつ般ぱん開放はされていないのか、落下防止のためのフェンスなどは用意されていなかった。その先にあるのは、剥むき出しの風景。これ以上ない幸せな世界。目の前に広がる一つ一つの明かりが青春を謳おう歌かしていて、祭まつり囃ばや子しの小さな音はこの屋上までも伝わってきていた。警備員アンチスキルや救急車などの無粋なサイレンの音は混ざらない。きっと、もう必要ない。だから聞こえないのだ。

「人生の終わりには最高の場所だよ、オティヌス。俺の手だけじゃ、ここまでのものは作れなかった」

　今まで。

　必死になっていろんな事件を解決してきた。

『大だい覇は星せい祭さい』。

　九月三〇日のヒューズ＝カザキリの件も。

　イギリス全土を覆おおうクーデターの鎮ちん圧あつにも。

　第三次世界大戦だって。

　……だけど、その先に何があった？

　別に世界を守りたかった訳じゃない。人類なんて大おお仰ぎようなものを救ってみたかった訳でもない。でも、それでも、あの後に続いた短い歴史は、本当に上かみ条じよう当とう麻まの望んでいたものだったか？　オティヌスは『グレムリン』のトップだ。彼女達が暴れなければ、あんな風にはならなかったかもしれない。しかし一方で、こうも思う。『グレムリン』が、オティヌスが、もしも仮に動かなかったとして、それでめでたしめでたしになったのか？　本当に？　たとえ彼女達が台頭していなくても、別の誰だれかが世界を引っ掻かき回して台無しにしていただけだったんじゃないのか。

『グレムリン』は。

　オティヌスは。

　ある意味において、そんな流れを断ち切った。

　過程にどれだけ問題があっても、確かな結果が目の前にある。おそらくこの先には、上条が懸け念ねんするような『どこかの誰か』は現れないだろう。そんなものが自然発生してしまうような土ど壌じよう、不幸や悲劇のような『不完全な揺ゆらぎ』をオティヌスは許さないだろう。

　その性質が独善や傲ごう慢まんによる一極支配だったとしても、綺き麗れい好きで神経質な神様は細かい民衆の事なんか考えていなくても、彼女の行いは真の平和と幸福をもたらす。踊おどらされていようが何だろうが、皆みなは平等に成功を授さずけられる。であれば、人々は過程に何があったかなんて気にしないだろう。

　誰だって幸せになりたい。

　人間の究極的な指向性は、ただその一点に絞しぼられるのだから。

　欲しいのは、方法論や途と中ちゆう経過ではない。

　最終的に何が残るのか、そのハイスコアだけなのだから。

「……、」

　しばらく、上条は黄金色に染まる街を眺ながめていた。

　不思議な事に、ここまできてまだ少年の心の中には『飛び降りる』という簡潔な行動に対する躊ちゆう躇ちよや恐きよう怖ふがほんの少しだけ残っていた。随ずい分ぶん、感覚を麻ま痺ひさせるための通過儀ぎ礼れいに時間を割さいてきたつもりだったが、未いまだに拭ぬぐい切る事ができなかったらしい。何だか、それがとても惨みじめなものに思えてきた。

　抗あらがったところで、得られるものは何もないのに。

　反論をしたいというのはただの願望であって、そこには合理も条理も存在しないのに。

　……心というものを少しずつ削けずり取っていき、最後の最後に残ったものを目まの当たりにしたような気分になった。それは願望だ。あさましい欲望である。誰だれかを助けるとか、世界を救うとか、大おお仰ぎような事をさんざん言い捨てておいて、結局一番奥おく底そこに眠ねむっていたものは自身のちっぽけな欲望だったのだ。これでは、確かに、魔ま神じんに見破られる。失望されて当然だ。彼の居場所がなかったのは、オティヌスによる『攻こう撃げき』だけが原因ではないのかもしれない。元々、こんな人間に居場所があった方が不思議でならなかったのだろう。

　だけど。

　それももう終わる。

「……、」

　上かみ条じようは、そっと両目を閉じた。元々、この屋上にはフェンスや手すりのようなものはない。真まっ直すぐに踏ふみ出せば、結果が出る。後はイメージの世界だった。この先には道がある。あるべきものをあるべき形で収めるための道だ。巨きよ大だいなパズルにはいらないピースが一つだけ混じっていて、このままではいつまで経たっても完成しない。だから取り除く。一本の道を用意して、盤ばんの外へと移動させる。それだけの事だ。それだけを想おもって、上条は不覚にも笑ってしまった。盤の、外。それが答えらしかった。願望も欲望も無理矢理に否定した結果、待っていたのは逃とう避ひだった。自身が消しよう滅めつしてしまう事を怯おびえた上条の心は、どうやら『ここではないどこか』へ心を移そうとしているらしい。そんなものはないのに。ないから、消えるしかないのに。

　一歩。

　氷水に手足を漬つけて感覚を麻ま痺ひさせるような心境で、彼はついに踏み出した。

　二歩。

　前へ。道の先へ。きっと、誰もが望む結末のために。

　三歩。

　踏み込こんだ時には、奇き妙みような事に少しずつ慣れ始めていた。

　四歩目はない。それでも上条は両目を開けない。そのまま流れるような動きで、作業的に次の足を進めてしまう。これで、おしまい。奇き跡せきも偶ぐう然ぜんも起こらない。『何となく』で助かる事はもうありえない。そういう曖あい昧まいなものはオティヌスが排はいしている。だから死ぬ。消える。いなくなる。どこかへ旅立つなんて甘あまい話が入り込む余地はなく、ただ消去される。

　落下が始まる。
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　その直前だった。




「うらーっ!!/return　さっきから黙だまって見てりゃあテメェいい加減にしろよこの野や郎ろうーっっっ!!!!!!/return」




　突とつ然ぜん、真後ろから女の子の怒ど鳴なり声が飛んできた。

　驚おどろいた上かみ条じようが何かするより先に、背中に強きよう烈れつな衝しよう撃げきが走り抜ぬける。どうやらドロップキックでもまともに浴びたらしい、と気づいた彼は、ついそこで目を開けてしまった。すでに上条の体は前へ大きく投げ出されており、眼下には黄金色に染まる街並みだけが広がっていた。

「あっ、あれ？/escape　ちょっと!!/return　私、軽くツッコミを入れて自殺を止めようとしただけなんだけど最後の引き金引いちゃうとか何なのこれーっ!?/escape」

　奇き怪かいな口調の少女が何事かを叫さけんだようだった。

「？　？？？」

　上条はひっくり返ったままそれを聞いていた。

　そう。

　おかしな事に、彼は高層ビルから落下したにも拘かかわらず、まだ死んでいなかったのだ。

「何だ何だ/return。ありゃ、清せい掃そう用のゴンドラに引っかかってるじゃん/return。はあ、良かった良かった/return。始まる前に終わっちゃったかと思ったわよ/return」

　誰だれかが屋上の縁ふちからこちらを覗のぞき込こんでいた。

　常盤ときわ台だい中学の夏服に、茶色い髪かみのショートヘア、おでこにはゴツい軍用のゴーグル。

　御み坂さか美み琴ことではない。

　これは……、

「みさか、いもうと……？」

「ぶぶーっ!!/return」

　その少女は両手を使って大きくバッテンを作ると、

「アンタあの事件の時にも勘かん違ちがいしていたでしょ/return。アンタが直接知り合った妹達シスターズは二人いた/return。一人は無事に助かった一〇〇三二号、いわゆる御坂妹/return。そしてもう一人が……/return」

「一〇〇三一号」

　くらり、と視界が歪ゆがんだ。

　その名を口に出して、実際に会話をして、改めてオティヌスの『偉い業ぎよう』を実感する。

「俺が、タッチの差で、助けられなかった……妹達シスターズ……」

「だよ/return。と言っても/backspace、正確にはこの子の体を借りているだけだから、それでアンタを責めるのも筋すじ違ちがいだけど/return。でも/backspace、私達って全体で一つの『大きな意識』を形作っているんだから、当人だって言い張るのも間違っていないんだけどね/return」

「……ちょっと待て。それって、まさか」

　妹達シスターズ。

　大量の軍用クローン。

　全体で一つの『大きな意識』。

「『この私』では初めまして/return。いつも物理的末まつ端たんがお世話になっております/return」

　ぺこりと頭を下げて『彼女』は言った。

「ミサカネットワーク、その総体としての『大きな意識』です/return。どうもよろしくね☆/return」
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「だからさー、オティヌスのヤツは人間の生き死にだって自由自在らしいんだけど、どうやら生者と死者を明確に区切って設定ソフトを二つ用意しているみたいなのよね/return。神様らしく？/escape　天界と人間界とか？/escape　天国と地じ獄ごくとか？/escape　よっくわかんなーい宗教的概がい念ねんをベースにしているからかもしれないけど/return」

「……、」

「でもって、私ってば二万で一つで大きな有機システムな訳じゃない？/escape　正確には二万と一体？/escape　あと第サ三ー次ド製シ造ー計ズ画ンとかいうのは私の領分じゃないしー/return。あれは割り込こみっていうかほとんどハッキングみたいなものだからなあ、実はあんまり認めたくないの/return。とにかく私を構成するネットワークには、今も生きているミサカと今は死んでいるミサカの両方の情報が蓄たくわえられている/return。つまり生きながら死んでいて、死にながら生きている/return」

「……、」

「正規二万のシステム全体で見れば、ちょうど半分くらいのクラスタが潰つぶれてるって感じだけど、輪切りのリンゴなんか思い浮うかべないでよね/return。これはもっと複雑で、ぐっちゃぐちゃに混ざり合ったシュレディンガーの猫ねこみたいな話なの/return。月は誰だれも見ていない時どこにも存在しないの方がロマンチックだと思うけど/return。普ふ通つうの人間じゃ臨死体験したって絶対に為なし得ないふしぎーな状態になってる訳/return」

「……、」

「そりゃ生者とも死者とも呼べないよね、私って/return。でもってオティヌスはその二つに対する設定ソフトしか持っていなかった/return。だから間にすっぽり落ちた私までは操れなかったってのが事の真相なのかな/return。どうも、学園都市の外側の技術が絡からむといまいち曖あい昧まいっていうか、確信が持てないのが残念な所だけど/return」

「……、」

「あのー、ねえ聞いてる？/escape　まさかと思うけど、黙だまっていれば聞き上じよう手ずって評価されるなんて甘あまい事考えていないわよね/return。だとすれば逆効果だから/return。適当な所でもっと私から話題を引き出さなきゃ！/return　ちょっとーセンセー男の沈ちん黙もくって重たいんですけどー/return」

　さっきから、一〇〇三一号の体を借りた少女がずーっと一人でしゃべり続けていた。

　まるで今まで静せい寂じやくを守ってきた分、その鬱うつ憤ぷんでも晴らそうとしているかのように。

　お盆ぼんや正月に親しん戚せきなどと久しぶりに会った時のマシンガントークみたいだった。

　二人は。

　備え付けの家具しかない真っ白な部屋で、ベッドや床ゆかの上に腰こしを下ろしていた。

　上かみ条じよう当とう麻まの学生寮りようだった。

　厳密には、『そのはずだった』空あき部屋か。

『こんな見た目ばかりギラギラ輝かがやいている天空なんて、らしくないわよ/return。もっと、上条当麻らしい場所に連れて行ってあげる/return』

『総体』と呼ばれる少女がそう言って案内したのが、ここだった。

　何もない、ただの真っ白な部屋。

　今の上条を象しよう徴ちようするような、四角く切り取られた空間。

　インデックスや三み毛け猫ねこといった同居人の匂においが微かすかも感じられない、寒々しい空白。

　窓から差し込こむ黄金の光は翳かげりを見せており、もうあと数十分もしない内に完全な闇やみに沈しずむだろう。

「……多分」

　やがて、上条は口を開いた。

「その生者と死者を操る設定ソフトって、ベースになっているのは死者の軍勢エインヘルヤルっていう術式だと思う。あれは死者の体を腐くさらせずに動かすだけのものだったけど、『槍やり』か何かを使って完かん璧ぺきな形にアップデートしたんだ」

「んあー、ひょっとして魔ま術じゆつとかいう世界の話？/escape　そういうオカルトはちょっと苦手ですなあ/return。ま、今の私だって人間なんだかお化けなんだか良く分かんない状態ではあるんだけど/return。……つーか、英語の教科書じゃねーんだから聞かれた事にだけ答えるとかやめてもらえませーん？/escape　女の子と話をしてんのよ、レアリティ分かってんの!?/escape」

『魔ま神じん』の作った完璧な世界で、異物が二人。

　今ある状じよう況きようは、きっとあのオティヌスにとっても計算外の事態に違ちがいない。

　だけど、上条はそれを素直に喜べなかった。

　喜んで良いのかどうかを、自分一人の勝手な意見で判断できる状態ではなかった。

「……何しに来たんだ？」

「割と本気で不ふ甲が斐いなかったから、一発ぶん殴なぐろうと思って/return。いやあ、雷らい神じんトールとかいうヤツがやってきた時は何これムカつくカミナリ勝負でぶっ飛ばしてやろうかってプリプリしていたんだけどさ/return。今ならあいつの気持ちが分からんでもないのよ/return。思わず人を殴りたくなっちゃう時ってあるよねー☆/return」

　笑顔でとんでもない事を言われた。

　ついでに、すでに一発蹴け飛とばされ、殺されかけている。

　ここまできて雷神トールとの一戦みたいな勝負馬ば鹿か一代はもう避さけたい。ていうかあの死し闘とう、改めて客観的に考えてみると一体何だったのだ。ケンカがしたかっただけかあいつ？

　だとしたら今からでもはた迷めい惑わくな戦せん闘とう狂きようを一発殴り飛ばしてやりたい……と思った所で、上かみ条じようはふと気づいた。

　そんな事を拘こう泥でいしていても、もう仕方がないのだ。

　雷らい神じんトールと名乗ったあの男だって、この世界で幸せを掴つかんでいるのだ。蒸むし返した所でどうしようもない。そもそも、相手はその記き憶おくだってないのかもしれない。

　ここは、あらゆる幸福があって。

　上条当とう麻まの軌き跡せきの全すべてが否定された世界なのだ。

「でもって、これからどうするの？/escape」

　四方八方どん詰づまり。

　すでに詰んだ盤ばんの上。

　誰だれでも分かるそんな中で、ミサカネットワークの『総体』とやらはあっけらかんと尋たずねてきた。

　上条としては、質問の意図を掴み切れない。

「……は？」

「だから/return」

　まるでお使いのメモをなくしてしまった子供に、もう一度頼たのんだ品を一つ一つ言って聞かせるような調子で、彼女は繰くり返す。

「ここが完璧で幸せしかない世界と分かって、それからどうするの？/escape」

「待、て……」

「根本的な事を尋ねちゃうんだけど、本気で突とつ破ぱ口こうを探している？/escape　オティヌスが作った理想の世界には本当に矛む盾じゆんが一個もない？/escape　さてさてどうかな、アンタは素人しろうとの高校生なら素人の高校生なりにここまで死にもの狂ぐるいで生き残ってきたんだ/return。その気になれば何とかなるさ/return。ていうか、私がこうぐるっと見回しただけでも/return」

「待ってくれ!!　……そこでひっくり返してどうする？　できるかできないかの話じゃないんだ。そもそもここからひっくり返したって得られるものは何もない。全てが瓦が解かいするだけなのに、何で俺が戦わなくちゃならないんだ!?」

「ふーむ、できるかできないかの話って、普ふ通つうはポジティブな言葉に繋つなげるために使われるもんだと思うんだけどなー/return」

　一〇〇三一号の体を借りた『総体』は、退たい屈くつそうに首を傾かしげて言った。

　やはり、彼女はどこか生死についての概がい念ねんがおかしいのかもしれない。

「ていうか、オティヌスが神をも恐おそれぬ力を手に入れた時点で、いつかこうなるって気づかなかった？/escape」

「……、」

「独裁者だって一人の人間だ/return。何でも自由にできるなら、自分の『住まい』はできるだけ快適で居心地の良いものにするはずよ/return。だから、実際にそうした/return。ぶっちゃけて言えば、それが今回の顛てん末まつでしょ/return。目に見える範はん囲いから悲劇をなくし、闘とう争そうをなくし、失敗をなくし、反論をなくした/return。……でも/backspace、この幸せな世界には根底になくてはならない優しさはあるのかにゃーん？/escape」

「……分かっているさ」

　ぽつりと。

　上かみ条じようは呟つぶやくように言った。

「ハワイ諸島、バゲージシティ、そして東京都心の戦いを見てくれば、オティヌスが周りの人達の事なんか気に留めるヤツじゃないって事くらい。あいつは人を思いやって新しい世界を作ったんじゃない。悲劇を哀かなしんだからなくそうとしたんじゃない。……目障りだったから、埋うめ立てるように人類の問題点を丸ごと修正しただけだ。そんなのは俺だって分かっているさ」

「だったら？/escape」

「でも、現にそれでみんな救われているじゃないか！　俺が救えなかった人達だってきちんと救われているじゃないか!!　血も涙なみだも死も事件も借金も失しつ恋れんもない世界だ。ここまでのものを見せられて、まだ『元に戻もどる』事が正しいなんて言えるのか？　そんなのはもう悪だ。正しくたって悪なんだ！　ただ俺一人の居場所を取り戻すために、さっきまでここで笑い合っていたみんなの笑顔と命を奪うばうって言っているのと変わらないんだぞ!!」

「かもしれないね/return」

『総体』の少女は奇き麗れいごとで誤ご魔ま化かさなかった。

　その上で、さらに言う。

「でも/backspace、ちょっと確認させてもらっても良いかな？/escape」

「何だよ……」

「アンタはそもそも正しいから戦ってきたの？/escape　相手が悪だから殴なぐり倒たおしてきたの？/escape」

　上条は思わず口くち籠ごもった。

『総体』の少女は小さく笑う。

「そんな訳ないじゃん/return。そういう事にだってできたのに、アンタはそうしてこなかったじゃん/return。自分が有利な時にはカードを使わなかったのに、不利になった途と端たんに切り札の重圧に押おし潰つぶされていくなんていうのは、筋が通らない/return。そういうルールでやってきたなら、ここにきていきなり曲げる必要なんかない/return。状じよう況きようが善か悪かなんていうのは、アンタが命を預ける指標にはならないでしょ/return」

「……だけど、その理り屈くつは俺しか救ってくれないよ」

「うそー/backspace」

　吐はき捨てるように呟く上条へ、『総体』は間かん髪はつ入れずに軽く反論した。

　面食らう暇ひまもなく、彼女はこう続ける。

「本当はもう気づいているんでしょ/return。オティヌスは一つだけ、つまらない反則をしている/return。それは上かみ条じよう当とう麻まだけ救わない、なんていうのとは違ちがう/return。それとは別に、実際に救われたように見えている『彼ら』の方に、ごくごく簡単な細工を施ほどこしてしまっている/return」

「……、」

「気づかないほどの馬ば鹿かだったら、多分今日まで生き残れていない/return。アンタは無意識の内に、オティヌスに正しくあって欲しいって願い始めている/return。だから、とっくに勘かん付づいているはずの『あるポイント』から全力で目を逸そらしている/return。……答え合わせなんかしないよ/return。だって、私が言うまでもなく、とっくに答えは出ているはずなんだから/return」

　確かに。

　陽ひの当たる公園に広がっていたあの光景に、ほんの些さ細さいな違い和わ感かんはあった。

　でも。

　だけど、だったらそれが何なんだ？

　現実として起きている結果、そのスコアには何の変化もないはずだ。

「意味ならあるよ/return」

『総体』は清潔なベッドに腰こし掛かけたまま、静かに言った。

「たとえ目で見た結果が何も変わらなかったとしたって、あるとないとで状じよう況きようがガラリと変わるって言うなら、やっぱりその『あるポイント』には意味がある/return。逆にさ、何でアンタはそれを口に出すのをためらってるの？/escape　本当にオティヌスが完かん璧ぺきで理想の世界を作ったんなら、今さらアンタが何を口走った所で亀き裂れつ一つ入らないはずなのに/return」

「……それは……」

「だから、アンタは本当は分かってる/return。それを口に出してしまったら、亀裂が入ってしまうって/return。その小さな亀裂から、このパッと見だけなら完璧に見える世界が崩くずれてしまうのを恐おそれてる/return。……でも/backspace、その不安がもう証明しているんだよ/return。ここは、理想の世界なんかじゃない/return。そういう風に思わせる小細工があるせいで、正しい評価ができていないだけなんだって/return」

「そんな事ない」

　インデックスは笑っていた。

　ステイルや神かん裂ざきは彼女を失う事はなかった。

　妹達シスターズは笑っていた。

　御み坂さか美み琴ことや一方通行アクセラレータは背負った罪つみを清算できた。

　エリスは笑っていた。

　シェリー＝クロムウェルは科学に憎ぞう悪おを抱いだかずに済んだ。

　オリアナ＝トムソンも、前方のヴェントも、『神の右席』も、雲くも川かわ鞠まり亜あも……ひょっとしたら、上条当麻の知らない人達だって。事件も借金も失しつ恋れんもない世界で救われていた。

　たとえその源がどれだけ歪ゆがんでいたって。

　全すべてを一いつ貫かんして眺ながめてきた人間からすれば不自然に見えたって。

　彼らの笑顔までが偽にせ物ものだとは断言できない。

　あれ以上の幸福を作り出せるとも思えない。

　あの風景は。

　きっと、たった一人の高校生のわがままで壊こわして良いものじゃない。

「そんな事ないよ。オティヌスはきちんと成し遂とげたんだ。これは、得え体たいのしれない幻まぼろしなんかじゃない。俺達は、ありもしないものを眺めて満足しているんじゃない。あいつは、本当に、みんなを救い出したんだ。俺にはできない事をやってのけたんだよ」

「なら証明してみろ/return」

『総体』は、あっさりと言った。

「本当にここが完かん璧ぺきな世界で、今さら誰だれがどう暴れたって亀き裂れつ一つ入らないほど隙すきがないっていうなら、アンタはそれを証明するべきよ/return」

「……、」

　彼女の言葉に、上かみ条じようは寮りようの床ゆかにへたり込こんだまま、ゆっくりと両目を瞑つぶった。

　さらに、両手を使って自分の顔を覆おおう。

　夕暮れ。

　昼から夜へと切り替かわっていくわずかな時間帯。子供達の社会においては、別れの象しよう徴ちよう。そんなオレンジ色の世界の中で、上条当とう麻まはゆっくりと息を吸う。

　そして。

　言う。




「……彼らは、元の世界を覚えていない」
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　そう。

　簡単な事だった。

　とてもとても、簡単な事だった。

　インデックスも、ステイルも、神かん裂ざきも、美み琴ことも、一方通行アクセラレータも、妹達シスターズも、シェリーも、エリスも、アニェーゼも、オリアナも、ヴェントも……誰も彼もが、今ある景色を当たり前のものとして享きよう受じゆしていた。

　本来なら、感動の対面だってあっても良かったはずだ。

　顔を涙なみだと鼻水でくしゃくしゃにして抱だき合ったって何の不思議もないはずだった。

　なのに。

　彼らは、これ以外のエピソードなんて何も知らないという顔をしていたのだ。

　だから、自分達が今味わっているものが、どれだけ貴重で、どんなものにも替かえられないほど大切な価値が宿っているかも分かっていなかった。

　だけど、

「そんなのが、何だって言うんだ？」

　上かみ条じよう当とう麻まは、そう尋たずねた。

「当人達がどう思っていたって、結果として彼らはきちんと救われている。こんなのは、騙だます騙さないなんて範はん疇ちゆうには入らない。あってもなくても変わらないものに過ぎないはずだ」

「何言ってんのよ、意味なら大ありでしょ/return」

　呆あきれたように『総体』は答えた。

「だったら今まではどうだったの/return。金とか権力とか、分かりやすい形のあるもののために命を懸かけてきた訳じゃなかったんでしょ/return。時にはそういうのに背を向けてでも、目に見えない形のないもののために戦ってきた/return。なのに/backspace、ここでだけルールを曲げるのはやっぱり筋が通らない/return。ハンデで苦しめられたのなら、チャンスに転じた時だって同じルールを使っても良いはずよ/return」

「……、」

「オティヌスはさ、恐おそれていたのよ/return」

　彼女はあっさりと言う。

　向かうところ敵なし、まさに無敵と化した『魔ま神じん』の心の内を。

「いるはずもない人間が目の前で生きている/return。その事にみんなが違い和わ感かんを持ってしまうのを、じゃない/return。だって、そんなの、当事者達にとってはどうでも良い/return。大切な人が死んでいるよりは、大切な人が生きている方が絶対に良い/return。だから疑問に思ったって、それだけじゃ人は拒きよ絶ぜつしない/return。今のアンタと一いつ緒しよだよ/return。理り不ふ尽じんな状じよう況きようがプラスに働いている内は、結局それを受け入れるのが正しいんだって思っちゃうものなのよ/return。マイナスに転じない限りは/return」

「だったら……」

「あるじゃん、大きなマイナスが/return」

　言って。

　ミサカネットワークの『総体』は、ある少年の顔を指差した。

　そう、上条当麻の顔を。

「もしもみんなが『元の世界』の事を覚えているとしたら、ここで救われた全員が上条当麻の消失を受け止めなくてはならない/return。それをオティヌスは恐れた/return。ただプラスを与あたえるだけじゃなくて、明確なマイナスを被こうむる事を知ったら、完かん璧ぺきに幸せな世界から離り反はんしてしまう人間だって出てくるかもしれない/return。そう思ったから、オティヌスはつまらない反則をした/return。それが事実ってヤツでしょ/return」

　一いつ瞬しゆん。

　少年は、真正面から言われた事の意味を測りかねた。

『総体』の少女は、そんな彼の顔を見て笑っていた。

　こんな簡単な事も分からないのかといった表情で。

「アンタはたった一つの居場所をなげうってでも、みんなの笑顔を守ろうとしたかもしれないけどさ/return」

「……、」

「そんなアンタだからこそ、失ったら困るって考える人間だって決して少なくないのよ/return。ぶっちゃけ私もその一人ー/return。もっとも、そういうのに気づいていないからこそ味があるのかもしれないけどね/return」

　決して、ただの奇き麗れいごとではない。

　オティヌスが統率していた『グレムリン』は、常にそれを意識した戦法を取ってきた。

　ハワイ諸島、バゲージシティ、東京都心。

　人の暗い心を呼び起こし、味方であるはずの人々の信しん頼らいさえ引き裂さいて、本来通りの力を発揮させないよう『利害の分散』を狙ねらってきていた。

　彼らは、人の持つ些さ細さいな力を決して侮あなどってはいなかったのだ。

　沈しずみゆく船の上で行われる、救命胴どう衣いやボートを巡めぐる骨肉の争い。雪山での遭そう難なん中ちゆうに見つけた山小屋で行われる、わずかな食料を求めての殺し合い。ドラマや映画の中ではお馴な染じみの悲喜こもごもだが、現実の極限状じよう況きよう下かではそんな複雑な事は起こらない。

　上かみ条じよう達は、実際にそれを証明している。

　……第三次世界大戦を終結させる、という明快な結果で。

　どれほどの絶望的状況下であっても、人は手を取り合う事ができるのだと。

「もしも/return」

　彼女は言う。

「きちんと条件を全すべて並べて、すでに失われた人々を取り戻もどす代わりに上条当とう麻まが消失すると提示したら、全員が安易に提案を吞のむとは限らない/return。二つを秤はかりに乗せていつまでも悩なやみ抜ぬく人だっているだろうし、目の前にぶら下げられた救いを突つっぱねる人だっていると思う/return。それを恐おそれたから、上条当麻を助けるためにみんなが集まる事を心の底から恐れたから、オティヌスはその事実を隠かくした/return。本来ならあるべき可能性を、個人の事情で覆おおい隠して『あなたはもう幸せなんだからこれ以上何も考える必要はありません』で押おし通そうとした/return。はっきり言うけど、こんなのはフェアじゃない/return。まさしく反則よ/return」

　人は極限の状況に立たされたからと言って、極限の選せん択たくを選ぶとは限らない。

　失われた命を無条件で取り戻もどせると提案されれば、誰だれだってオティヌスを拝むだろう。

　だけど。

　そのために、明確な生いけ贄にえが必要だと言われたら？

　上かみ条じよう当とう麻まという少年を生きながらに追放し、八つ裂ざきにすると言われたら？

　彼らは。

　その事実を受け止めて『幸せな世界』で生きていけるか。何事もなく、たった一つの憂うれいもなく、一片の曇くもりもない笑顔で毎日を送れるのか。

「きっと、彼らは壊こわれるよ/return」

『総体』は断言した。

　まるで人の心の中を見てきたかのような口調で。

「今ある幸せが、何の罪もない少年を殺して埋うめた上に成り立っていると知ってしまったら、彼らの心は壊れる/return。だって、そんなの当たり前じゃん/return。アンタだってそういうのが許せないから、善悪なんてお構いなしに色んな理り不ふ尽じんに立ち向かってきたんじゃない/return。自分では絶対に受け入れられない事を、アンタは他人には平気な顔で押おしつけるっていうの？/escape　これだって筋が通らない/return」

　自分自身という存在が、他人の心の中で一体どれくらいのウェイトを占しめているものなのかを、上条当麻は知らない。

　こうして、現に上条当麻の存在しない世界の中でみんなが幸せそうに笑っている所を目まの当たりにすると、大した事なんかないんじゃないかというのが正直な感想ではあった。

　どこまで行っても自分は平へい凡ぼんな高校生であって。

　六〇億人もいるんだから、彼と同じ事ができる人間だって、彼よりすごい事ができる人間だって、それこそ山のようにいたっておかしくはない、と。

「そんなのは関係ないよ/return」

　と、『総体』は呟つぶやいた。

　まるで上条の思考を断ち切るように。

「たとえ、誰でもできる簡単な事だったとしたって/return。居合わせたのはたまたまの偶ぐう然ぜんで、そこにさえ立っていれば他ほかの誰だって全く同じ選せん択たくを選べたとしたって/return。ＡとＢなんか自由に組み替かえて、他の誰かが彼らを救っていれば、アンタの代わりに別の誰かが輪の中に入っていたかもしれなかったからって/return」

　本当に、些さ細さいな。

　世界の行方なんかと全く関係のない、小さな事実を。




「実際に、あの時、あの場面で/return。がむしゃらに駆かけつけて彼らを助けたのはアンタだったんだ/return。たとえ他の誰にだってできた事であったとしても、仮定の話じゃなくて本当にやってくれたアンタには、みんなちゃんと感謝をしていたのよ/return」




　上かみ条じよう当とう麻まは。

　見動きなんて取れなかった。

『総体』はゆっくりとした声で、続ける。

「アンタはきっと助けてもらえるよ/return。因いん果が応おう報ほうって言葉は別に暴力的な意味ばかりで使われるものじゃない/return。アンタがこれまで歩んできた道のりが、きっとアンタを助けてくれる/return。みんなぐじぐじ悩なやんで、顔じゅう涙なみだでいっぱいにして、時には大切な人を巡めぐって殴なぐり合ったとしたって、結局最後はアンタの事を助けてくれるに決まってる/return。……だって、悪い連中じゃなかったじゃん/return。たとえ何かがねじれて暴走していた事はあったとしたって、根底から理解の取っ掛かかりが見つからないほどイカれている連中って訳でもなかったじゃない/return。だから、最後の最後にはみんな駆けつけてくれるよ/return。アンタが世界中の笑顔に押おし潰つぶされそうになっているって分かったら、全すべてをかなぐり捨ててでもアンタの味方になってくれる/return。かつて、アンタがずっとそうしてきたように/return」

「……、」

「だから、オティヌスはそれを封ふうじた/return。因果応報が正しく回らないように設定を変へん更こうさせた/return。そんなのは歪ゆがんでいる/return。筋が通らない/return。人の善悪好悪へ自由に手を加えても良いんだったら、人間なんか生き返らせなくたって、ハナから死し屍し累るい々るいの世界を幸福だと思い込こむように仕向けるだけで良い/return。あいつがやっているのは、そんな低レベルの卑ひ怯きようなイカサマに過ぎないわ/return」

　彼は、『総体』の言葉を拒きよ絶ぜつはしていなかった。

　きちんと耳にして、自分の頭で考えていた。

　でも。

　だからこそ。

「だったら、より一層駄だ目めだろう……」

「うん？/escape」

「もう八方手を尽つくしたって小さな亀き裂れつも入らないくらい完かん璧ぺきに仕上げられていたら、試しに暴れてみるくらいはあっても良いかもしれない。どうせ失敗するって分かっているんだから。でも、アンタの言う通り本当にこの完璧な世界には矛む盾じゆんがあって、それが突とつ破ぱのための足あし掛がかりになるとしたら、それこそ絶対に協力なんか求められない！　だって、あいつらは手放すかもしれないんだろう？　普ふ通つうに考えたら絶対に戻もどってこないような幸せを、自分の手で手放してしまうかもしれないんだろう!?　そんなの絶対に駄目だ!!」

　ふうん、と『総体』は簡単に呟つぶやいた。

　ベッドに腰こしを掛けたまま、二本の足をバタバタ振ふり回し。

　彼女は言う。

「……つーか、人の命とか厄やつ介かいなもんまで関かかわってるから意固地になってんのかね/return」

「何だって？」

「だからさ、状じよう況きようをシンプルに考えようよ/return。生命の倫りん理りとか神秘とか、わっけのわかんないもんはひとまず置いておいてさ/return」

　そこまで言うと、『総体』は床ゆかに座る上かみ条じようへ、ずいっと身を寄せた。

　下へ手たに動くと唇くちびると唇がくっつきそうな距きよ離りまで近づいて、彼女は言う。

　挑いどむように。




「アンタ、オティヌスとかいうポッと出の黒幕にこれまで築いてきた全すべてを奪うばわれて、本当に何にも悔くやしくないの？/escape」




　簡単な質問だった。

　とても簡単な質問だった。

　それ故ゆえに言葉は柔やわらかいオブラートなどには包まれておらず、剥むき出しの鋭するどさで上条の胸へと突つき刺ささった。

　上条は、しばらく黙だまっていた。

　夕暮れだった景色は完全に陽ひが落ちて、空には星々が瞬またたいていた。

　時間の流れが早くなったのではない。

　それくらい、上条はずっと固まっていた。

　やがて。

　やがて。

　やがて。

　上条当とう麻まは、ゆっくりとした動きで、震ふるえる唇を動かした。

　ぼろり、と。凍こおった涙るい腺せんから涙なみだをこぼすように。

　こう言った。
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　俺だって悔しいよ、と。
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「悔しいに決まってる。そんなの悔しいに決まってるだろ!!　……俺が一体何をしたっていうんだ。別に目が眩くらむような大金がほしいとか、馬ば鹿かみたいな権力を牛ぎゆう耳じって王国を作りたいなんて望んでいる訳じゃない。ただ、いつもと同じように学生寮りようで目を覚まして、インデックスのご飯を作って、学校へ行って、放課後に友達と遊んで……そんな当たり前のものを取り戻もどしたかっただけなんだ。なのに、どうしてそれだけで絶対悪なんて呼ばれなくちゃいけないんだ！　大勢の人の命を天てん秤びんにかけなくちゃならないような場所に立たされなくちゃいけないんだよ!!　こんなの馬鹿みたいだ。俺一人を苦しめるために地球人口六〇億人をくまなく救い終えるなんてオティヌスの野や郎ろうは完全にスケールが狂くるってる！　ちくしょう、どうして俺ばっかりこんな目に遭あわなくちゃいけないんだ。何が『不幸』だよ、ちくしょう!!　今まではそれでものらりくらりとかわして騙だまし騙し折り合いをつけてきたんだ。なんとかバランスを取ってやってきていたんだ！　それをあいつは全部ぶっ壊こわした。悔くやしいに決まってるだろ！　何の意味もなくたって、周りのみんなにとっては自分が救われれば後は誰だれがやろうと構わなくたって、それでも悔しいに決まってるだろ!!　血ち反へ吐どを吐はいて涙なみだ交じりにどうにかこうにか乗り越こえてきた道を、オティヌスのヤツはまるで遊びか何かみたいにあっさりまたいでいきやがった！　全部あいつに奪うばわれた!!　文句を言うのも馬鹿馬鹿しいくらい鮮あざやかに、俺が持っていたもの、歩んできた道のり、とにかく全すべてだ!!　……何なんだよ、くそ……。あんな方法があるなら、どうして最初からみんなを助けなかった!?　あんな方法が許されたとしても、どうしてそれを真しん摯しに振ふるわない!?　どうせこんなの長くは続かない。オティヌスは飽あきたらこんな世界だってあっさり消し飛ばしてしまうに違ちがいない。簡単に作れるって事は、簡単に壊せるって事だからな。だけど、これ以上のものを俺は作れない。どんなにイチャモンつけようが、結局はオティヌスのヤツが『槍やり』を一回振ってみんなを笑顔にすれば、それだけで決着がついてしまう。誰かがジャッジを下すんじゃない。俺が！　俺自身が!!　オティヌスには逆立ちしたって敵かなわないんだって思い知らされる!!　全ては欺ぎ瞞まんで、俺一人を追い詰つめるための趣しゆ向こうでしかなくて、そんなの分かり切っているのに、今の俺じゃハリボテの作り物にさえ敵わない!!　あいつにとっては遊びと同じであっても、それでインデックス達が得られる笑顔は、俺なんかが一〇〇年努力したって絶対に与あたえられないものだ。タイムマシンでも開発しないと達成できないような事を、あいつは鼻歌混じりで簡単に叶かなえてしまう。こんなのでどう対たい抗こうしろって言うんだよ！　何でそんなヤツが俺の前になんか出てくるんだ!!　そこまでできるんだったら地球の裏側で、いいやいっそ月とか火星に勝手にパラダイスでも作って幸せになってりゃ良いだろ!!　今いる人間に手を加えなくたって、砂さ漠ばくの惑星を緑色に変えて新人類でも何でも作れるんだろうからな!!　……もう戦いたくない。そんな怪かい物ぶつなんかに立ち向かいたくない。別に、いつだって戦いたくて戦っていた訳じゃないんだ。ただ、目につく所ではいつも誰かが涙を堪こらえていて、死ぬほど辛つらい目に遭あってわんわん泣いたって誰も文句を言わないのに、そういうヤツに限ってずっと我が慢まんしていて……そういうのがどうしても許せなかった。馬鹿みたいに拳こぶし握にぎって渦か中ちゆうに飛び込こんで、どうにかこうにか事件を解決して……。感謝をされたかった訳じゃない。見返りが欲しかったなんて思ってもない。だけど、そうやって乗り越こえていくごとに、人の輪は大きくなっていった。人の繋つながりが、何となくこれには意味がある事なんだって錯さつ覚かくさせた!!　その結果がこれだ。俺は全部奪うばわれた。アンタの言う通り、もしも誰だれかがこれを知ったら、俺のために駆かけつけてくれるかもしれない。全すべてをかなぐり捨てて、オティヌスが管理運営する世界の全てと敵対してでも味方になってくれるかもしれない。だけど！　そんなのにはもう意味なんかないんだ!!　最初から、意味なんか何にもなかったんだよ。そんなちっぽけな幻まぼろしのために、失われた命が戻もどって来たなんて神様の奇き跡せきみたいな状じよう況きようを放ほう棄きするなんて絶対に駄だ目めだ。俺だって、もっとみんなとはしゃいでいたかったよ。自分が置かれた状況が、どれだけ居心地の良いものだったかなんて、今の今まで知ろうともしなかった。例えばこれがまだ結果の出る前の話で、オティヌスがこれから失われた命を残らず生き返らせてやるなんて提案をされたら、俺だって適当な奇き麗れいごとを並べて突つっぱねたかもしれなかったよ。彼らの死にだって意味はあったとか、人の命はそんな簡単に左右して良いものじゃないとか、美び辞じ麗れい句くを並べてな！　だけど、もう、結果は出ているんだ。今から全てを『元に戻す』って事は、ここで何も知らずに笑っている人達をもう一度自分の手で殺す事と何にも変わらないんだ!!　良いか、どんなに言い訳を重ねたってこの事実は何も変わらない。俺が！　俺がこの手で選んだ選せん択たくが！　彼らを一人残らず殺すんだよ!!　そんなの、もう、どうにもならないじゃないか。事件も借金も失しつ恋れんもない世界を取り上げて何になる!?　仮にオティヌスを倒たおして、全てを『元に戻して』、生きているはずのない人間を正しく奇麗に殺さつ戮りくし尽つくしたとして、その先に俺が思い浮うかべている、あの日あの時の世界なんか待っているのか？　俺は何も知らずにいつもの時間を過ごしている人達の前で、どんな顔をすれば良いんだ。笑っていれば良いのか。何も知らない人達の前で、全てを知っている俺が、何も知らない体ていで馬ば鹿かみたいに笑ってれば良いのかよ!!　ふざけんな!!　どのみち、もう、何にも残らない。オティヌスが勝とうが負けようが、俺が生きようが死のうが『元』なんか戻ってこない!!　どこに転がってどんなふうに結末を迎むかえようが、何にしたって成功はしないんだ。何を選んだって失敗しかなくて、結局はどこかに不満が残って、やがて全ては瓦が解かいしていく。それだったら戦う意味なんかねえだろ!!　奇跡みたいな状況を壊こわしてどうするんだよ!!　どっちに傾いても破は滅めつしかないなら、もうオティヌスの勝ちって事で良いだろ。後は救われた人数で決めてしまえば良いだろう!!　俺とオティヌス、どっちが多くの人間を助け出せるかって質問があったら、そいつは間ま違ちがいなくオティヌスの方が上に決まっているんだから!!　俺なんかじゃ敵かなわないって事くらい最初っから分かっているんだから!!　それ以外に一体何ができるんだ。こんなっ、こんなの、ここまでやられて前なんか一歩でも進める訳がねえだろうが!!!!!!」
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　ミサカネットワークの『総体』は、陽ひも暮れて真っ暗になった学生寮りようのベッドに座りながら、それを黙だまって聞いていた。

　上かみ条じよう当とう麻まという少年の胸の内から噴ふき出した言葉の数々を、静かに受け止めていた。

　それはきっと、美しいものではなかっただろう。

　それはきっと、とても醜みにくいものだっただろう。

　だけど……、

「正直、ちょっとだけ安心した/return」

　彼女は、そう言った。

「もしもここまで言われて、まだ聖人君子みたいな返しをしてきたら、はっきり言ってもう私の手に負える状じよう況きようじゃなかった/return。人間って生き物を測り間ま違ちがえていたんだなって判断して、さっさと諦あきらめていたと思う/return」

「……だったら何なんだ」

　上条は、吐はき捨てるように呟つぶやいた。

「どれだけ叫さけんだって、逆ギレしたって、状況が変わる訳じゃない。俺にはオティヌス以上の事はできないよ。ここにあるもの全部ぶっ壊こわして、何食わぬ顔で『元の世界』とやらに帰ったって、きっと罪の意識に押おし潰つぶされて心が壊れる。そんなのに何の意味があるんだ」

「だろうねえ/return」

『総体』の少女は、あっさりとそれを認めた。

「何と言っても神様のやる事だからねえ/return。私みたいな科学サイドの住人にはいまいちピンとこないけど、きっと私の先の領域に行っちゃったヤツなんだろうし/return。私の演算能力も馬ば鹿かにしたもんじゃないけど、でも/backspace、ここで頭突つき合わせてウンウン唸うなった所で、あれ以上の答えなんか出ないでしょうね/return」

　だったら、と上条は言おうとした。

　しかし、それより先に『総体』はこう付け足した。

「だけどさ/backspace」

　あっさりと。

　簡単に。

「そもそもの話なんだけど/return」

　最初っからこれを言いたかったのに、上条の方がついてくるのが遅おそいとでも言わんばかりの声こわ色いろで。

　ようやく、ここまで辿たどり着けたのかと呆あきれたような顔で。




「どうして『アンタの事情』は、『みんなの事情』と比べると無条件に一番下へしまいこまなくちゃならないの？/escape」




　意味が。

　分からなかった。

　呆ぼう然ぜんとしている上かみ条じよう当とう麻まの目の前で、『総体』は自分のこめかみに人差し指を押おし付け、ぐりぐりしながら続ける。

「誰だれを優先させるかなんて、自分で決めれば良いじゃん/return」

　あっさりと。

　これまでの全すべてを否定するように。

「一回くらい、自分自身を一番に優先したって良いじゃん/return」

　彼女は。

　一番に死を眺ながめてきた『総体』は、言う。

「もしもアンタが万人を平等に救うのが正しい行いだって言うなら、理り不ふ尽じんな行いに苦しめられて涙なみだを堪こらえている人に手を差し伸のべたいって言うなら、他人だけでなく自分の命だって助けるべきなのよ/return。それは、絶対に間ま違ちがっている事じゃない/return。独りよがりだろうが何だろうが、天てん秤びんにかけて安易にジャッジを下して良いものなんかじゃないの/return」

「……、」

「アンタ自身がそうやって生きてきたんだもの/return。クローンを二万体ほど殺して絶レ対ベ能ル力６を作り上げようとしたあの計画は、きっと大きな善悪だけで問えば正しい行いとされてきたはず/return。でも/backspace、数の話を持ち出して天秤にかけた所で、アンタは絶対納なつ得とくしなかったでしょ/return。だけど/backspace、大きな目では正しくない行いが、いくつかの命と心を助けてきた事は、きっとアンタ自身が良く分かっているはず/return。そんなのは、問題じゃない/return」

　ああ、と上条当麻は息を吐はいた。

『総体』の意見が吞のみ込こめなかった訳ではない。

　吞み込んでしまえるのが怖こわかったのだ。

　そうする事で、ここで起きている奇き跡せきのような状じよう況きようを手放してしまうのが。

「でも、そんな方法で『元の世界』へ戻もどったって、きっと俺は潰つぶれるよ。何も知らないみんなの前で笑顔を作っている事に、やがて耐たえられなくなる」

「かもね/return」

　やはり、『総体』は否定しなかった。

　その上で、彼女はこう続けた。

「じゃあ、隠かくさなければ良い/return。そもそも、みんなを助けられなかった事を隠すのと、『元の世界』とやらに帰る事はイコールで結ばれないでしょ/return。それは、失望されまいとするアンタの甘あまえに過ぎない/return。違ちがう？/escape」

　そこまで言われて、上かみ条じようは小さく笑った。

　問題の論点が、段々と見えてきた気がした。

「……俺はきっと殺される」

「じゃあ謝あやまろう/return。全すべてを話した上で/return」

『総体』は気軽な調子で告げた。

「これだって、今までもやってきた事じゃない/return。取り返しのつかない悲劇を前に憎ぞう悪おを募つのらせてきた強敵の心を、一つ一つ解いてきたじゃない/return。それと変わらない/return。そうやって一つの戦争さえ終わらせた男なら、絶対にこじれたって元に戻もどせる/return。ていうか、はっきり言えばそっちの方が『らしい』よ/return。怒おこられるのが怖こわくて偽にせ物ものの笑顔作って、やがては内側からボロボロに崩くずれていくなんていうのよりはさ/return」

　上条は。

　しばらくの間、座ったまま動けなかった。

　きっと、この世界には全てがあって、上条当とう麻ま以外のみんなが残らず救われている。

　だけど。

　それは言うまでもなく、上条当麻へ牙きばを剥むく世界。

　だから。

「……それだけで良いのかな」

　やがて、少年はポツリと呟つぶやいた。

『総体』の少女は、それを聞いていた。

「本当にそれだけで、俺はこんな目も眩くらむ世界に挑いどんでも良いのかな」

「良いさ/return」

　笑顔で、彼女は即そく答とうした。

「どうせ何をやったって上条当麻が青春を謳おう歌かしている『元の世界』を取り戻せないなら、いっそ全部壊こわしてから関係を築き直そう/return。人間関係なんていうのは上り調子だけじゃない/return。時には沈しずむ事だってある/return。でも/backspace、最後の最後で浮うかび上がればやっぱりそいつの勝ちよ/return。そういう事にしておきましょ/return」

　ミサカネットワークの『総体』は、あっけらかんと言った。

「それに/return」

　区切るように。

「アンタが怒られるなら、焚たきつけた私だって付き合うよ/return。悪の大だい魔ま王おう扱あつかいされようが何だろうが、まずは二人から始めよう/return。少しずつでも良いから、壊れてしまった輪を取り戻もどそう/return。事は簡単じゃない、人の一番柔やわらかい所に引っかき傷を残して、世界中の人間の生死にまで直結してる/return。だけど/backspace、必ず、最後には何とかなる/return。そうなるまで、この私が付き合ってやるぜ☆/return」

　先なんて見えない。

　これからどうなるかなんて、誰だれにも断言できない。

　おそらく、ここで一人潰つぶれてしまう事が歴史上では圧あつ倒とう的てきに正しくて、それに抗あらがいたいと願ってしまう上かみ条じよう当とう麻まは、ちっぽけな欲望と願望を捨てきれずに振ふり回されるだけの、絶対悪なんだろう。

　だけど。

「……りたいよ」

　ぽつりと。

　上条当麻は俯うつむいたまま、静かに口の中で呟つぶやいた。

　今度こそ。

『ような』じゃない。

　少年は、今まで溜ため込こんできた涙なみだを、ぼろりとこぼして呟いた。

「独りよがりだろうが何だろうが、他の誰の幸せになんか繋つながらなくたって……やっぱり俺は、あそこに帰りたいよ……」

　悪でも、何でも。

　それがどこにでもいる当たり前の高校生の、ちっぽけな本音だった。どうしようもないほどあさましく、みっともなく、惨みじめで、くだらなくて……だけど、噓うそ偽いつわりのない剥むき出しの心の声なのだった。

　少女は、ほんのわずかに目を細めた。

　どうしても捨てられない。

　他人を不幸にすると分かっていても、手放す事ができない。

　そんな風に想おもわれる事は、必ずしも悪い気分じゃない。むしろ書類上の数字を秤はかりにかけてシステマティックに軽々しく諦あきらめられてしまう方が、少女にとってはよほど腹が立つ。

　そう。

　有あり体ていに言えば、彼女は今まで拗すねていたのだ。

　ある意味では人間臭くさく。

「じゃあ決まりだ/return」

『総体』は、肩かたをすくめて即そつ決けつした。

　放課後、ちょっと寄り道をしていくくらいの気軽さで、

「完全勝利で調子に乗っている本物の神様とやらに、一ひと泡あわ吹ふかせに行きましょう/return」

「……ああ」

　上かみ条じよう当とう麻まは、そこでゆっくりと腰こしを上げた。

　一点を見み据すえる。

　学生寮りようの部屋のドアだった。

　やるべき事は変わらない。いつだって、ここをくぐって世界中へ飛び立っていった。

　だから、

「決着をつけに行こう。神様ってヤツと戦うために」




　ドアの開閉する簡素な音が、どこまでも響ひびいていった。
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　一人。

　ミサカネットワークの『総体』は、少年の背中を見送っていた。

　何もない、真っ白なだけの部屋。

　明かりも落ちたその四角い空間に、何か、白く輝かがやく花弁のようなものが舞まう。

「まったく、世話のかかる……/return」

　少女の口が、何かを呟つぶやいた。

　そのショートヘアの髪かみが、端はしからほどけていくように白く輝いていた。

　本質的に、この体は借り物で、一〇〇三一号のものだ。

　その肉体から剥はがれ落ちるように、見えない何かがバラバラと分解されていく。

　……実を言うと、『総体』には一つだけ、手っ取り早く少年に発はつ破ぱをかける方法があったのだ。

　今ある『総体』は、二万のクローンの内、半分以上を殺害された結果をも『学習の一いつ環かん』としてきた思考生命体だ。

　オティヌスが二万人全員を救ってしまうと、『総体』の形は大きく歪ゆがむ。

　このままでは、彼女の存在自体が消しよう滅めつしてしまう事はないのだが、まるで情報を上書きするように『別の何か』に変わってしまう事だろう。

　だから、一言こう言えば良い。

　世界に押おし潰つぶされそうになっている私を助けてほしい、と。

（ただ、それを言っちゃあおしまいなのよねえ/return）

　……多分、それだけで少年は右の拳こぶしを固かたく握にぎり締しめていた事だろう。自分がどれだけの人間を敵に回すか理解していても、たった一人で全すべての罪つみを背負って『総体』を助けようとするだろう。

　……それに、彼女は合計二万以上もの『妹達シスターズ』の意識や自我をまとめた存在だ。彼女達がどのような心境で最さい期ごの時を迎むかえたのか、ひょっとしたら『死後の数秒後にはみ出た時間』までをも記録してしまっている存在である。つまり、『死者の本当の気持ちは死者にしか分からない』という法則は通用しない。『総体』が『妹達シスターズ』の気持ちを引き出し、その時何を思っていたかをさっさと語ってしまえば、上かみ条じよう当とう麻まの心の荷は下りていただろう。

　……しかも、『総体』のデータの中には、上条当麻も良く知る人達の言動だっていくつか記録されている。そして彼女も彼女で電気を操る能力者の集合体だ。例えば携けい帯たい電話のメモリやハードディスクなどの中に『元あった世界の元あった人々の声』を焼きつけて上条に聞かせれば、それだけで彼の情を動かす事だってできた。本物と偽にせ物ものなんてとっくの昔にひっくり返っていて、今耳にしている『声』が偽物扱あつかいされてしまう事への憤いきどおりを導き出せば、きっと上条当麻は戦う力を安易に取り戻もどしていただろう。

　けど、今回ばかりはそれじゃ駄だ目めだ。

　そう思ったから、『総体』はその手札を隠かくしておいた。

　バラバラバラバラ、と、借り物の肉体から剥はがれていくように、白い花弁のような何かが真っ暗な部屋へ散らばっていく。

（こんな場面で私なんかに頼たよったら、あの少年は絶対にグズグズに崩くずれ落ちていく/return。ここはあいつが踏ふん張るべきポイントなんだから、甘あまやかしちゃあならんのですよ/return）

　間もなく、『総体』は塗ぬり潰つぶされる。

　ある意味において、それは単純に死んでしまう事よりはるかにおぞましく感じられた。

　冗じよう談だん抜ぬきに、一万以上の死を間接的に経験してきた『総体』だからこその評価である。

「さて、それじゃどうするかね/return」

『総体』は素そっ気けない調子で言った。

　一時だが、この世界に別れを告げよう。

　最さい期ごの言葉はどうするべきか。

「『次の世界』でまた会おう、とは言わないよ/return」

　少し笑って。

　彼女は言った。




「『元の世界』でまた会おう、上条ちゃん/return」
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　ウェーブがかった金きん髪ぱつに白い肌はだ。黒い革かわの眼帯で顔の半分を大きく戒いましめているため、その碧へき眼がんは片方しか見えない。所々に魔ま女じよのような意い匠しようを取り込こんでいるのか、尖とがった帽ぼう子しにマントのようなシルエット。

　魔ま神じんオティヌス。

　彼女がいるのは第七学区の高校、その校庭だった。とある少年にとっての、日常の象しよう徴ちよう。元々、この世界自体が上かみ条じよう当とう麻まを内側から押おし潰つぶすためだけに新しく設しつらえたと言っても過言ではない。であればこそ、ここが要よう衝しようだ。北極や南極以上の価値を持つ、世界の極点である。

　異物の存在には、もちろん彼女も気づいていた。

「わざわざ死し刑けい囚しゆうに最後の料理を振ふる舞まってやったというのに、何だその顔は」

　吐はき捨てるように。

　ここにきて、明確に苛いら立だった口調で彼女は言った。

「見事に履はき違ちがえ、分も弁わきまえず、死に場所に迷いやがって。すでに盤ばんは詰つんでいる。まだ呼吸を続けている事を、少しは恥はずかしいとは思わないのか、お前？」

　ジロリと横目で眺ながめると、校庭の真ん中にもう一つの影かげがあった。

　何者かが、踏ふみ込こんできた。

　この要衝。

　守るべき日常の、その象徴とも呼ぶべき場所へ。

　たった一人の少年が。

　ジロリと見やったオティヌスは、静かに語りかける。

「で、今さら何を埋うめ込まれた」

「きっと、お前の知らないものを」

　それだけだった。

　魔ま神じんオティヌスは看破した。だから、インデックスや御み坂さか美み琴ことがこの世界で手に入れた笑顔について、いちいち言げん及きゆうなどしなかった。まるで人質にとって相手を後ろへ下がらせるような、無ぶ様ざまな真ま似ねはしなかった。

　代わりに、細い腕うでを一度だけ水平に振るった。

　いつの間にか、その手には長大な『槍やり』が握にぎられていた。

『主神の槍グングニル』。

　魔神としての莫ばく大だいな力を制せい御ぎよするための、象徴。

「馬ば鹿かを世界で押し潰すのにも、もう飽あいた」

　一つしかない瞳ひとみを細め、彼女は告げる。

「壊こわれないなら殺すまでだ。もっと脆ぜい弱じやくな器に幻想殺しイマジンブレイカーを移し替かえてから壊した方が、安定管理できるかもしれないからな」








行間　六









　結論は出た。

　ならば、もはや語る言葉は投とう棄きしよう。




　移り変わる世界に興味はなく、正義なき平和に価値は見み出いだせない。

　背を向ける咎とがはこの身で受けよう。




　この時、そこにあるのはたった二つの特異点。

　近くて遠い。だから当然、最初から分かり合う事など不可能。




　勝利の後には何もない。

　たとえ勝ち得たとしても、思い描えがいたような世界はやってこない。




　それでも刃やいばを交わす手を止められないのは、きっと利害を求める戦いではないからだ。

　これは尊厳と矜きよう持じを賭かけた戦い。それだけあれば良いと考える者同士の戦い。




　勝利の後に何を獲かく得とくして、敗北の後に何を喪そう失しつするのか。

　勝利の後に何を喪失して、敗北の後に何を獲得するのか。




　条件は分かったか。

　目の前の脅きよう威いを理解したか。




　火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　言い訳はいらない。個人の個人による個人のための戦いを、存分に楽しもう。

















第八章　少女位相、幾千億　Create_V.S._Break.
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　結局。

　勝負にならない事なんて、最初っから誰だれもが理解していた。




　一いつ瞬しゆんだった。

　オティヌスはその場を一歩も動く事はなかった。

　上かみ条じよう当とう麻まが右の拳こぶしを握にぎって駆かけ出そうとした時には、すでに決定的に状じよう況きようは動いていた。

　懐ふところ深くで、何かが爆ばく発はつした。

「　　　……　　　　　　っっっ!!!???」

　ボゴァ!!　という爆音はかなり遅おくれて、上条の耳よりも骨を伝って叩たたき込こまれた。理解が追い着いた頃ころには、彼の体はサッカーボールか何かのように宙へと高く舞まい上げられていた。

　きっと。

　こういう流れも、すでにオティヌスの頭の中には明確に浮うかんでいたはずだ。

　上条にできたのは、せいぜいがどこへ飛ばされてどこへ落ちるか、その軌き道どうをわずかに変えるくらいのものだっただろう。

　たっぷり数秒間も浮ふ遊ゆうした。

　人間大の質量が空気中においてそこまで長く滞たい空くうする事が、一体何を指し示すのか。

　恐きよう怖ふが現実を食い潰つぶす前に、上条の体が背中から土の校庭へと叩きつけられた。

　掛かけ値なしに。

　内臓からせり上がるように、口元から大量の赤黒い液体が吐はき出された。




　ザ


ざ　　






　呼吸が詰つまる。

　息を吸い込もうとしても、何かがつっかえたように上う手まく体が動かない。

「がばっ!!　げばごぼ!!　ぐがば!!」

　仰あお向むけの状態からごろりと転がり、四よつん這ばいになって自分の喉のどの奥おくへ指を突つっ込む。出血量も恐おそろしいが、とにかく今は気道を確保するのが先だ。喉のどを詰つまらせている粘ねばついた鮮せん血けつを吐はき出し、何とか息を吸って吐く。

「どうした」

　金きん髪ぱつの少女の声が上かみ条じようの耳へ滑すべり込こんできた。

　先ほどよりも、ずっとずっと遠くから飛んできていた。

「分かりやすい戦せん闘とうがお好みだったんだろう？　であれば堪たん能のうこそすれ後ろへ下がるとはどういう了りよう見けんだ」

　あくまでも、オティヌスはその場から動かない。

　ただ、その『槍やり』を軽く掲かかげた。

　それだけだった。

　グァバッッッ!!!!!!　と、夜空に巨きよ大だいな穴が開いた。

　まるで漆しつ黒こくの月。

　何かが、裂さけた。かつて上条が目まの当たりにした、あの何もない黒一色の平へい坦たんな世界が垣かい間ま見みえてしまっている。

　合図は、なかった。

　その月は、たった一人の少年を押おし潰つぶすために、迷わず夜の校庭へと、落ちた。




　　　ザザ

　　　　　　　　　　ざざ




　全力で、上条は真横へと跳とぶ。もはや体てい裁さいなど気にしていられない。一センチでも一ミリでも破は壊かいの渦うずから遠ざかるべく、土の上を転がってでも距きよ離りを稼かせぐ。

　音が、消えた。

　直径数十メートルもの半球状のクレーターが地面に生じる。爆ばく破はによる破は壊かい痕こんではない。それは、漆黒の月の形状や質量そのままに空間が丸ごと削けずり取られたのだ。

（近づく）

　その瞳ひとみに、獰どう猛もうな光が宿る。

　防から攻こうへ。

　思考を切り替かえ、自みずからの足運びを切り返すようにして、上条は鋭えい角かくに進行方向をねじ曲げる。

（何としてもあいつに近づく!!　極ごく至し近きんまで飛び込めば、莫ばく大だいな攻こう撃げきに自分を巻き込ませないようにオティヌスも手を緩ゆるめるしかなくなる！　こっちは握にぎり拳こぶししかないんだ。攻防どちらにしたって恐きよう怖ふをねじ伏ふせて強く踏ふみ込まない事には何も始まらな

「遅おそい」

　ベゴリッッッ!!!!!!　と。

　可か憐れんにさえ聞こえるオティヌスの声と共に、上条の膝がおかしな方向へとねじ曲がり、





ザザザ!!　　　　　



　ざざざざざっ!!




　上条当麻は二本の足を使って、全速力で前へと駆かける。

　オティヌスは目と鼻の先だ。こちらは幸い、未いまだ五体満足を保っている。あと一歩。強く踏ふみ込こめば拳こぶしが届く距きよ離りに来て、上かみ条じようは短く息を吐はいた。タイミングを計り、極限の緊きん張ちようを少しでも削そぎ、全体重を乗せて眼帯の少女の顔へ迷わず狙ねらいを定める。

　そしてオティヌスが消失した。

　気がつけば、金きん髪ぱつの少女の方から、ビタリと上条の懐ふところ深くへと踏み込んでいたのだ。

　彼女の取った行動は、とてもシンプルだった。

『槍やり』を持つ右手とは逆。その華きや奢しやな左手を使って。

　グゴギィ!!　と、軋きしんだ音と共に上条当とう麻まの首を掴つかみ、躊ちゆう躇ちよなく吊つり上げる。





　　　　　ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ!!




　ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ!!






「いい加減に、気づけ」

「気づいているとも」

　上条当麻とオティヌスの視線が、わずかに交差した。

　そう。

　結局の所、上条当麻が何をどうしたとしたって、魔ま神じんとまで呼ばれるオティヌスには敵かなわない。これは体を鍛きたえれば追い着くとか、アイデアが浮うかべば逆転できるとかいう話ではない。

　根本的に、人は神には勝てない。

　唯ゆい一いつオティヌスに力技で勝利できるわずかな可能性と言えば上条自身が魔神へと昇しよう華かする事くらいだが、こちらについても望み薄うすだろう。誰だれでもできれば苦労はしないし、その程度であれば神など名乗らない。

　だから、

「五分五分の勝負なんか、できていなかった」

　首を掴まれて吊るし上げにされたまま、上条は呻うめくように言った。

「きっと、こんな戦いは、これが初めてなんかじゃない。一〇回だか一〇〇回だか知らないけど、もう何度も何度も繰くり返してる。そのたびに、俺は最初の一発で粉々になっていったんだろう。後は記き憶おくの整合性の問題だ。俺は俺自身が浴びた苦痛や恐きよう怖ふを受け入れるのを無意識に拒こばんで、まるで一本の筋が通った戦いに見えるように頭の中で構成を組み直した。それが何とかなってしまっているように見える状況の正体だ」

「それでは五〇点だ」

「かもしれない。スタート地点はこの夜の校庭じゃなくて、あの何にもない真っ黒な世界で目を覚ました、あそこからか」

　一〇〇回でも、一〇〇〇回でも、一万回でも。

　オティヌスはただ、こんな事を繰くり返していけば良い。そのたびに上かみ条じよう当とう麻まは少しずつズレた行動を取り、前とは違ちがう選せん択たくを選び続け、それがどこかで行き止まりに突つき当たってしまえば、彼は折れる。直接戦せん闘とうでも、その前の『無数の世界』でも。ほんの一回、ほんの一点で少年が袋ふくろ小路こうじに迷い込こんで崩くずれ落ちてしまえば、それでオティヌスの目的は達せられる。

　しかし。

　同時に。

「……でも、俺の方も少しずつ分かってきたぞ」

「人が神を語るのか？」

「お前は、どうあっても俺を殺さない」

　ミシミシと、万まん力りきのような力で首を締しめ上げられながらも、上条はそう断言した。

「殺せない、じゃない。やろうと思えばいつでもできるはずだった。なのに、お前はそうしなかった。今から殺すと宣言したにも拘らず、だ。……そこにはきっと、何かがある。殺しておしまいにしてしまえば良いのに、敢あえてそうしない理由が。いいや、理由というよりも」

「……、」

「おそらく、ボーナスポイントみたいな」

　それ以上はなかった。

　ゴギン!!　という首元の異音と共に、上条当麻の意識は再びノイズの中へと埋うもれていった。
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　さて。

　例えばの話。

　まるでテレビゲームのようにセーブとロードを何度でも繰り返せる素す敵てきな能力者がいたとする。この能力者は探たん偵ていとなって、きっちり一週間後に起こる不ふ可か避ひの人類絶ぜつ滅めつ計画を何とか食い止めようとしているとする。

　この場合、有利なのは探たん偵ていか犯人か。

　普ふ通つうに考えれば、おかしな力を存分に振ふるう探偵側が圧あつ倒とう的てきに有利に見えるかもしれない。何回失敗したって何回やり直したって構わないのなら、探偵が勝つまで勝負は終わらないのでは、と。

　ところが、必ずしもそうとは限らない。

　何しろ、『何度でも繰くり返す』探偵側は、精神的な疲ひ労ろう度ども全然違ちがう。たとえ一週間の出来事だったとしても、それをざっと四回も繰り返せば一ヶ月、さらにそれを一二セットも繰り返せば一年間が経過してしまう。

　何年やっても何世紀挑ちよう戦せんを続けても、それでも破は滅めつを止められなかったら。

　探偵と犯人の直接対決なんて関係ない。

　時間の檻おりへと自みずから飛び込こんでいった探偵は、勝手に心を折られて潰つぶれてしまうのではないだろうか。

　そう。

　セーブとロードを繰り返す能力者には、もう一つの選せん択たく肢しがある。

　あまりの高難易度を前に、スイッチを切って諦あきらめてしまう事だ。




　……結局の所。

　上かみ条じよう当とう麻まが挑いどんだ勝負とは、まさにそういう世界での話だった。




　魔ま神じんオティヌスは全すべてを操る。掛かけ値なしに世界そのものを支配している。彼女はその気になれば銀河と銀河を衝しよう突とつさせて上条当麻を殺しにかかる事だってできるし、素そ粒りゆう子しの連なりを乖かい離りさせてその存在自体を霧む散さんさせてしまう事だってできるだろう。一ミリでも気に喰くわなければ時間だって巻き戻もどし、未来へと繋つながる運命のレールを一から敷しき直して、望んだ結果を望んだように作り出すはずだ。

　まともにやり合ったって勝てない。

　眼帯の少女が語った通り、人と神とでは根本的なスペックが違い過ぎる。

　上条当麻が、いいや、第三者が『外から』刺し激げきを与あたえた所で、あの怪かい物ぶつは絶対に倒たおれない。

　であれば。

　オティヌス自身が『内から』潰れてしまう状じよう況きようを作れるとしたら？

　折しも、彼女は戦いの前にこう呟つぶやいていたではないか。ひょっとしたら少女自身も自覚はなかったかもしれないが、彼女は確かにこう発言していたはずなのだ。

『馬ば鹿かを世界で押おし潰すのにも、もう飽あいた』

　飽きた。

　ただ聞くだけだと不ふ遜そんや傲ごう岸がんにも聞こえるその台詞せりふ。だが実際、正しよう真しん正しよう銘めいの神と呼ばれる域まで上り詰つめたオティヌスは、並なみ大たい抵ていの事では心身にダメージは負わないはずだ。そんな彼女が辟へき易えきするくらいの『何か』は、元々あったのだ。

　一体、上かみ条じようがここに気づくまでどれほどの積み重ねと繰くり返しがあった事か。

　それなら。

　元々コップいっぱいになみなみと水は注がれていて、後は表面張力が限界を迎むかえる瞬しゆん間かんを待っているだけだというのなら。

　上条当とう麻まが内側から押おし潰つぶされるほどのダメージを受けて、なおかすり傷くらいにしか感じない怪かい物ぶつ。しかし、そのかすり傷を受けたくらいで『決けつ壊かい』が始まってしまうほど、彼女は元々追い詰められていたとしたら。




　後は根気の問題だ。

　上条当麻には、たった一度の勝利をもぎ取る事もできないけれど。

　負けを重ねる事で得られる可能性だって、ゼロとは言い切れない。
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　ミシィ!!　という、骨格そのものが軋きしむような音を、オティヌスは自分の頭の中で聞いた。

　革かわの眼帯に覆おおわれた顔の皮ひ膚ふの内側を、何か小さな蛇へびのようなものがのたくっていた。

　それは、血管の脈動だ。

（……消しよう耗もう速度は向こうの方が上のはずだ）

　何万回でも、何十万回でも、何百万回でも繰り返した。

　いつかどこかで、ちっぽけな少年が一度でも失敗するのを待つために。

（記き憶おくの継けい続ぞく性せいだけなら言うまでもなく私の方が高精度だが、あいつはあいつで断片的な継続を果たしている。そもそも、単純な情報量のみでなく、被こうむる苦痛や恐きよう怖ふのノイズを考えれば、あいつの方が先に崩ほう壊かいを迎えるのは確定事じ項こう。これは、ただの身の程ほど知らずの挑ちよう戦せんだ。ありもしない勝算にすがればすがるほど、空くう虚きよに霧む散さんした時の衝しよう撃げきも大きなものになる。あいつは、これで折れる。自みずからの足で破は滅めつへの道のりを歩んでいるに過ぎない）

　考えるまでもない単純な事実だった。

　考えるまでもない事を改めて考えてみた所で、単純な事実に違ちがいはなかった。

　なのに、

「何な故ぜ貴様はこうも折れない!!　死に際ぎわを何度も繰くり返したせいで本質さえも見失ったか。よもや胸を張って私は馬ば鹿かだと宣言する類たぐいの人間ではないだろうな!!」

　いい加減にうんざりしたように、オティヌスは大声を張り上げた。

　人間がここまで神を激げつ昂こうさせるのも珍めずらしい。少なくとも、『グレムリン』にはいなかった。『船の墓場サルガツソー』で対たい峙じした、オッレルス辺りがギリギリか。

　であれば。

　その少年は、魔ま神じんの中でかの敵対者と同格か、それ以上として再認識されたようだった。

「折れる訳がねえだろ……」

　夜の校庭で。

　上かみ条じよう当とう麻まは、不ふ遜そんにも魔ま術じゆつの神の正面に立って即そく答とうした。

「ここさえ乗り越こえれば、お前が一度でも折れてしまえば、それで先が見えてくるんだから。俺は失ったはずの居場所を取り戻もどせるかもしれないんだから。そんな可能性が一％でも残っているなら、折れる訳がねえだろうが!!」

「……、」

　度し難がたい状じよう況きようが、神の慈じ悲ひを超こえた。

　唇くちびるの端はしを軽く噛かむ程度の苛いら立だちと同時に、眼前にいた上条当麻の半身がシャーベットのように吹ふき飛ばされた。

「……それに、ここまで付き合っていれば、いい加減に『核かく心しん』ってヤツも少しずつ分かってくる。一方的にやられるだけじゃない。頭の中で情報を蓄ちく積せきできる以上、ゆっくりだけど状況を分析していく事だってできるんだ」

　次の戦せん闘とうでは、それだけ言って胴どう体たいを切り飛ばされた。

　その一言を言うためだけに、ヤツは漆しつ黒こくの世界を迷い、無限に届く世界を渡わたり、様々な苦痛や恐きよう怖ふや絶望を一身に受けてきたはずだ。

　何故それを耐たえられる。

　常人であれば一つを超える事もできずに発はつ狂きようするほどの密度を誇ほこる本物の地じ獄ごくだ。どこかへ到とう達たつすれば解放される訳ではない。その一言を告げた後もオティヌスに粉ふん砕さいされ、自分がようやく乗り越えてきた無限の末世を一から繰り返させられるだけ。

　そこには希望なんかない。

　言葉の断片を繋つなげて会話を成立させた所で、何かが変わる訳ではない。

　根本的に、上条当麻には勝てないのだ。

　絶対に。

　数万数億を超えればオティヌスが折れるなどという保証は一つもない。仮説を補強する論ろん拠きよもない。そもそも人と神とではスペックが違ちがう。旧来のカセットテープと最新式のハードディスクへ同時に書き込こみを続けて、どちらが先にパンクするかの勝負をしているのと同じなのだ。

「ここはまるで合わせ鏡だ」

　なのに。

　なのに!!

「変幻自在に編み替かえられる世界は、二つの鏡を合わせて無限の景色を作り出すにも等しい。そんな景色を自由に渡わたる力があるなんて夢みたいな話に聞こえるが、さんざん散歩を楽しんだ後に振ふり返ってみれば、顔だって真っ青になるだろう。何せ、そこには全く同じ世界が無限に連なっているんだ。目印になるものなんかどこにもないんだ。自分がどこからきて、どこへ帰れば良いのか。不安の一つも覚えて当然だ!!」

　その減らず口を、見えざる力を用いて上下に引き裂さいた。

　しかし次の戦せん闘とうでは、まるで何もなかったかのように上かみ条じよう当とう麻まは語り続ける。

　何もなかった、何も覚えていない、とは違ちがう。彼は起きた事実を知りながら、それをねじ伏ふせて話を先へ進めていく。

「なあオティヌス。根本的な質問を一つしたいんだけどさ」

『槍やり』で貫つらぬく。『槍』の石いし突づきで頭ず蓋がい骨こつを叩たたき割る。『槍』の柄えで冗じよう談だんみたいにホームランする。

　だが不ふ遜そんな人の子の口は止まらない。

　恐きよう怖ふを実感し、なお神へと挑いどみ続ける。

「ひょっとしたら、お前が『主神の槍グングニル』を手に入れる前から。『グレムリン』なんて組織の親玉に居座る前から。オッレルスなんていう規格外の怪かい物ぶつとかち合う前から。オティヌスなんて名前を名乗る前から」

　粉ふん砕さいする!!

　粉砕する!!

　粉砕する!!

「……お前は、ずっと以前にこんな失敗をやらかしていたんじゃないのか？　素晴らしい力を手に入れたせいで後ろを振り返る事もなく、前だけずんずん進んだ結果……どこへ帰れば良いのか分からなくなった事が」
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　オカルトにさして詳しくもない上条当麻には知る由よしもないのだが、あくまでも史実にはこうある。




　いわく。

　最初期には槌つちの雷らい神じんを中心に栄えていた信しん仰こうは、ある時期を経て別の槍の軍神へ移行したと。

　いわく。

　魔ま術じゆつの神はトネリコの木へ自みずから首を吊つってその身を贄にえに捧ささげる事で契けい約やくを果たしたと。

　いわく。

　オティヌスの語源となった北ほく欧おうの神は、ひげぼうぼうで筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう、隻せき眼がんの老人だったと。




　そのいずれもが『紛まぎれもない事実』だ。

　所々で記述の内容に相そう違いがあるのは、編へん纂さん者しやが複数人いるために解かい釈しやくの違ちがいなどが生じたに過ぎない。

　ただし。

　過去の編纂者達が噓うそも誤解も憶おく測そくもなく、真に自分の見てきた正しい事実だけを真しん摯しに書き記してきたとしたら。

　全すべての断片的情報を繋つなげて一本の線に結びつける『何か』があったとしたら。




　ある少女の迷めい宮きゆうは。

　それを可能にするに足る力と性質を併あわせ持ってはいないか？
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「それなら大体の説明がつくんだ」

　上かみ条じよう当とう麻まはゆっくりと言った。

　オティヌスによる殺さつ戮りくの手は、いつの間にか止まっていた。

「いくつもの世界の中で、俺は散々押おし潰つぶされてきた。でも、右手に宿る幻想殺しイマジンブレイカーそのものが否定されたり、取り上げられたりする事はなかった。それも、つまりは『そういう事』なんだろう？」

　何しろ相手は魔術の神、人間如ごときの寿じゆ命みようなど指標にならない。オッレルスは訳知り顔で何かを語っていたが、彼自身だってあくまで人の子だ。神を語る事はできても、真にそのスケールを測り切れていなかったかもしれない。

　平たく言えば。

　オッレルスが知る前から、ずっとずっと昔から、オティヌスは魔ま神じんだったのかもしれない。

　ずっと、その力を身の内に宿し続けてきたのか。

　ある時期、一度は自らの力を放ほう棄きしていたのか。

「『位相』っていうヤツの詳しい理り屈くつは知らないけど、とにかくお前は世界を粘ねん土どみたいにこねて自由に形を変える力を持っていた。そのせいで元々どんな世界に住んでいたのかをすっかり忘れてしまった。だから自分の頭の中にある風景を元に、見よう見まねで必死に形を整えていった。いくつもいくつも『位相』を挟はさんだり抜ぬき取ったり。……何しろ神様のやる事だ。多分それは人間が見たくらいじゃサッパリ見分けがつかないくらい、ほとんど完かん璧ぺきに仕上がったんだろ。でもアンタは神様だから、『ほとんど』くらいじゃ納なつ得とくできなかった」

　何の論ろん拠きよもないが、上かみ条じようの予測ではおそらく後者……一度力を手放している。

　自みずからの力で変えてしまった世界を見て、つい後ろを振ふり返ってしまった。

　その心性を考えると、彼女は自分自身の力に恐きよう怖ふしている。本当に歓かん喜きと共に受け入れているだけなら、わざわざ後ろを振り返ろうとは考えなかったはずだ。

「アンタがのちの時代で『槍やり』を求めたのも、世界の改造を望んだのも、きっと不安がぶり返したからだ。完璧にしつらえたはずの世界が本当に完璧なのか不安になって、すでに発表したはずの作品に、もう一度手を加えてみたくなった。自らの手で放ほう棄きした力をもう一度手に入れるため、一体何をやらかしたんだか知らないが、訳知り顔のオッレルスがあれだけ憎にくんでいたって事は『何か』があったんだろ。……アンタが『次の世界』を渇かつ望ぼうするのは、キャンバスに絵の具の上うわ塗ぬりをしたいからだ。だとすれば、これまでの葛かつ藤とうだって頷うなずける」

「……、」

「葛藤。そう、葛藤さ。ＡとＢの二つを天てん秤びんに乗せて、どちらを採るべきかを悩なやむあの葛藤だ。お前には『次の世界』に匹ひつ敵てきするくらいの価値がある、もう一つの選せん択たく肢しがあったはずだ。だって、そうだろう？」

　そこまで言うと、上条当とう麻まは右の拳こぶしを軽く前へ突つき出した。

　幻想殺しイマジンブレイカー。

　その本来の意味は……、

「オッレルスは言っていた。幻想殺しイマジンブレイカーはあらゆる魔ま術じゆつ師しの願望の集積体みたいなもので、自らの欲望で捻ねじ曲げてしまった世界を好きな時に元へ戻もどすための基準点だって。……それが本当の由来かどうかは知らないけど、そういう風にも使えるって事だろ。言ってみれば、こいつは『元の世界』っていうもう一枚のカードだ。こいつは絵の具を上塗りするんじゃなくて、パレットナイフでゆっくりとこそぎ落としていく行こう為いだ」

『元の世界』と『次の世界』。

　神様のやる事が完璧ならば、両者に違ちがいなんてないのかもしれない。

　人の目線から見れば、オーパーツみたいな『わずかな違い和わ感かん』すら見つけられないかもしれない。

　だけど。

　やっぱり、魔術の神は完璧過ぎるのだ。

　だとすると、

「得られる結果は同じであっても、お前はやっぱり捨てられなかった。自分で差し込こんでしまった『位相』を完全に抜ぬき取って『元の世界』へ帰るっていう、第一希望の理想論を！　だってそりゃそうだ。地球人口六〇億がここはいつもと同じ場所だって信じて疑わなくたって、それを手て掛がけたお前だけは知っている。そこは第二希望で作ったジオラマの世界で、やっぱり自分が思い浮うかべている場所とは違ちがうんだって!!　だから捨てられなかった。第二希望の新しく『位相』を差し込む『次の世界』へ逃にげてしまえば簡単に終わらせられたものを、目の前にぶら下げられた第一希望の『元の世界』をどうしても諦あきらめられなかった!!　一万回でも一億回でも俺を殺せたはずなのに、いくらでもリセットを続けて俺のわがままに付き合ってきたのはそういう理由だ!!」

　であれば、やっぱりこれは一対一の戦いだったのだ。

　他ほかの誰だれにも譲ゆずれない、上かみ条じよう当とう麻まだけに許された戦いだったのだ。

『元の世界イマジンブレイカー』と『次の世界グングニル』。

　たった二つのカードがせめぎ合う、文字通りに世界の行方を決める闘とう争そう。

　ただし。

　一つだけ留意する事がある。

　上条当麻は紛まぎれもなく大おお舞ぶ台たいに立っているものの、彼はあくまで人の子だ。神々の舞台の中では、学芸会の木や草と同じくちっぽけな端は役やくに過ぎない。

「お前なら、できるはずだ」

　つまり、これは。

　魔ま神じんオティヌスがどちらのカードを選ぶか、という戦い。あるいは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女にどちらのカードを選ばせるか、という究極のプレゼンテーション。

「俺にはこいつの正しい使い方なんて知らない。その道にどっぷり浸つかったプロの魔ま術じゆつ師しにだってできないかもしれない。だけど、お前ならできるはずだ。魔術の頂点に立ち、神様なんて呼ばれる場所まで上り詰つめたお前なら！　この右手の『基準点』を使って世界を丸ごと修復する方法にだって心当たりはあるはずだ!!」

　考えてみれば当然なのだが、人と神の関係性といえばそちらの方が正しい。

　歌唱。

　舞ぶ踊よう。

　演武。

　祈き祷とう。

　嘆たん願がん。

　布ふ施せ。

　奉ほう納のう。

　人は神と闘争するものではない。人は神と交こう渉しようする事で、災害や疫えき病びようなどの危機的状じよう況きようを乗り越こえてきたはずだ。

　人間は神様になんか勝てない。

　だけど、その軌き道どうをほんのわずかに、人の都合に合わせてもらうくらいなら望めるかもしれない。

「……ほんの少しでも、戻もどれる道があるのなら、何だって試してやるさ」

　吐はき捨てるように言って、上かみ条じようは改めて右の拳こぶしを硬かたく握にぎり締しめた。

「みんなのため、なんて大それた事は言わない。俺はここで見た全すべての笑顔を否定して、今まで知り合ってきた人達全てと一度完全に決別してでも元の居場所へ帰るって決めたんだ。たとえ完全な和解まで何十年かかろうが何だろうが、痛みから逃にげるのはもうやめた。今さら相手が神様くらいでビビってたまるか！　何としてでも、アンタにはこっちのカードを選んでもらうぞ!!」

「それで上う手まくいくなら、私がこんな大それた真ま似ねをするとでも思ったか？」

　みしり、と。

　オティヌスの手の中で、わずかに『槍やり』が軋きしんだ音を立てた。

　その深層へ、土足で踏ふみ込こまれた者の顔だった。

「上手くいかなかった。それじゃ上手くいかなかった!!　絵の具をはがすパレットナイフがあっても、コンマ単位で薄うすく薄く削そぎ落としても、出てきた一枚になんか納なつ得とくできなかった。『元に戻す』なんて都合の良い道は、もうない。時代は前にしか進まない。望むものが目の前になければ、後は『次の世界』を形作るしか方法はない!!」

「……分かっているはずだ、オティヌス」

「何がだ。人の子如ごときが不ふ遜そんにも神の計算を知った口で語るつもりか。ここに至る試し行こう錯さく誤ごの一いつ端たんすら理解できない矮わい小しような頭で、結論だけは追い抜ぬけるなどとは虫が良過ぎる!!」

「そんな話じゃない」

　ゆっくりと、首を横に振ふって、上条は言う。

「技術や理論の話じゃない。俺の渇かつ望ぼうは、アンタだったら分かるはずだ。俺とアンタは、全く同じ真っ黒な迷めい宮きゆうに迷い込んだ！　だったら分かるはずだ!!　あの場所へ帰る。全てを失い、全てに憎ぞう悪おされ、それでもいつの日かまた笑い合えるように！　たったそれだけあれば、どれだけものをかなぐり捨てて前へ進めるかを!!　アンタは知ってるはずだ!!」

「っ」

　その言葉だけは、オティヌスを黙だまらせるだけの力があったらしい。

　束つかの間までも。

　ほんの一いつ瞬しゆんと呼べる時間でも。

「だから後は根こん競くらべだ。一億回でも一兆回でも繰くり返そうぜ。俺は『元の世界』へ帰る。『次の世界』になんか進ませない。多分俺が言っている『元の世界』はアンタの思い浮うかべる『元の世界』とは違ちがうものなんだろう。それでも押おし通す。分かるか、オティヌス。俺は、お前の夢を潰してでも自分の夢を叶えるって言っているんだぞ!!」

「良いだろう……」

「だから本気になれよ。オティヌス、へらへら笑ってないで神様の全すべてを引き出せ。俺は誰も助けない。自分のために自分で戦う。ここには俺とお前の二人しかいないんだ。自分を救えるものは自分しかいないんだぞ!!」

「結局、こんなのは私とお前の戦いじゃない。私の中で答えを決める戦いだ。であれば迷いは断ち切る。私の落ち度を自分の手て柄がらのように差し出す愚おろか者を、完全な意味で駆く逐ちくする事でな!!」
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　数えるのをやめた。

　数えるのをやめた事さえ、意識の向こうへ吹ふっ飛んだ。

「……、」

　上かみ条じよう当とう麻まは一度だって勝てない。

　ひしゃげ、切断され、叩たたき潰つぶされ、引き裂さかれ、爆ばく散さんされ、散り散りに散らばった。

　平へい凡ぼんな高校生の肉体が精密に破は壊かいされ、その瞳ひとみから命の光が失われる寸前、揺ゆらぐ蝋ろう燭そくの炎ほのおのように頼たよりない瞬またたきの間、そのたびにオティヌスの心へほんの小さなさざ波が立つ。

　もう諦あきらめて前へ進め。

　いや今ならまだ戻もどれる。

　選せん択たく肢しは常に一つ。目の前に提示されるのは二択。

　ほんのわずかな逡しゆん巡じゆんののち、空中を舞まう肉にく塊かいから完全に光が消える前に、オティヌスは『槍やり』を振ふるって全てを始点へ戻す。彼女にとっても、忌いむべき漆しつ黒こくの迷めい宮きゆうに。

　彼女とて、たった一度の決断で全てを終わらせられるなどとは考えない。ただ散発的に選択肢の前へ立った所で、自分の迷いを完全に振り切れるとも思っていない。

　しかし。

　オティヌスは、少しずつ諦める事にした。自分の気持ちを傾けていく。誘ゆう導どうしていく。そんなものはまやかしであっても構わない。自己暗示くらいで良い。最後の最後で一度舵かじを切ってしまえば、麻ま酔すいが解けた後に後こう悔かいがぶり返した所で、もう道は決まってしまっている。

　一〇〇三一回の殺さつ戮りくを超こえて答えを得る。

　笑みすら浮うかばない。

　これで終わるのだ。彼女の夢が終わるのだ。

　夢が終わった後には現実だけが待っている。第一希望を捨てたオティヌスは、速すみやかに第二希望の『次の世界』を作り上げ、ありふれた日々に戻もどる。他ほかの誰だれにとっても価値の分からない、彼女だけの闘とう争そうが終わる。後の余生は、これが最良でこれが正解だったのだと言い聞かせるだけだ。もう二度と、あんな不安をぶり返さないように。

　多分、感性は死ぬ。

　頭上に広がる大空の青、森の木々の集合が見せる緑。

　そうした当たり前のものを見て心を動かす力を失う代わりに、オティヌスは闘争に区切りをつけて穏おだやかな日々を過ごしていく事だろう。

　価値や利害に興味はない。

　意味だけを求める闘争だ。

　だから。

（これで、終わる）

　一回一回の勝利を重ねていくごとに、体の中の熱が冷めていく。

　柔やわらかい部分が削そぎ落とされていき、その心は硬こう質しつ化かしていく。

　彼女の存在がゆっくりとシステムめいたものへと変移していく。

（迷いが消える。それが分かる。思考を純化させるための道筋は見えてきた。これで、拙つたない夢ともお別れだ。代わりに私は現実を手に入れる）

　瞳ひとみの揺ゆらぎが消える。瞳どう孔こうは固定される。光を反射させるだけのものへと変わっていく。

　それと引き換かえに、彼女は完全な勝利を獲かく得とくする。

　上かみ条じよう当とう麻まに変化はない。大口を叩たたいた割に、結局は逆転の策なんて何もなかった。ただ、オティヌス自身の弱さに期待をかけただけだった。

　それを理解した時、オティヌスは本当に冷めた。

　今まで信じてきた夢の強度は、所しよ詮せんそんなものだったのかと悟さとってしまった。

　だから。

　なのに。




　ビキィッッッ!!!!!!　と。

　唐とう突とつに、オティヌスの頭の奥おくから凄すさまじい頭痛が迸ほとばしった。




「……な……？」

　思わず、その手が止まった。

　あと数回の殺さつ戮りくを乗り越こえれば、完かん璧ぺきに諦あきらめられた第一希望。

　不可視の斬ざん撃げきは上条当麻のすぐ横を突つき抜ぬけ、背後にあった鉄筋コンクリートの校舎を粉々に吹ふき飛ばす。

　上条はそれを振ふり返ったりはしない。

　ただオティヌスを正面から見み据すえる。

　己おのれの敵。

　魔ま術じゆつの神。

　苦痛に歪ゆがむオティヌスの顔を。

「な、に……？」

「やっと」

　少年の口の端はしから、言葉が洩もれた。

　初しよ撃げきは外れている。上かみ条じように出血はない。にも拘かかわらず、その顔色は悪かった。数を数えるのも億おつ劫くうになるほど、一方的な殺さつ戮りくをその身に浴び続けた代だい償しようだ。もしも心というものが目に見えたら、すでに上条の心はズタズタになっていただろう。

「やっと……俺にも、勝ち目が見えてきたな」

　しかし。

　彼は、そう言った。

　金きん髪ぱつに眼帯の少女の顔を見据えて。

「ふざ……けるな。闘とう争そうを繰くり返した事による精神的摩ま耗もうだと……？　そんなもので、この私の動きを止められるとでも……」

「俺はそっちの能力者じゃないから、人の心なんか分からないよ。だから自分で判断しろ。ギブアップ寸前なのは、何も俺だけじゃない。顔色の悪さだけなら、お前の方がヤバそうに見えるけどさ」

　オティヌスの顔が、わずかに歪む。

　上条の言葉によるものではない。ミシミシと、軋きしんだ音でも立てそうな自分の頭のせいだ。

「摩耗の蓄ちく積せきがあったとしても、私とお前では根本的にスペックが違ちがう！　同じ痛みを浴び続けていれば、先に頭が焼損するのはお前の方でなければおかしい!!　それが、何だ、それがどういう事だ!?」

「神様のくせに、答えを出すのも忘れたのか？」

「それとも、お前も全く同じ痛みを受けているとでも言うのか。受けていながら、平気なふりでも装よそおっていると？　いいや、そんな事は不可能だ。神を苦しめるほどの痛みを前に、人の身で欺ぎ瞞まんを続けられるはずがない。もしもお前が同じ痛みを受けているのなら、とっくの昔に頭の形が変わっていなければおかしいはずだ!!」

　そこまで聞いて、上条当麻は薄うすく笑った。

　気を抜ぬくとぐらつきそうになる体の芯しんを、必死に抑おさえつけながら。

　彼は、言う。

「……それは違うんだよ、オティヌス」

「あ？」

「俺とお前は全く同じ場所で全く同じ時間を過ごしてきた。それなら全く同じダメージを負うのが当然って思えるかもしれないけど、実はそうじゃないんだ」

　言っている事の意味が分からなかった。

　しかし、ただの妄もう言げんとも思えない。現に精神的摩ま耗もう、そのダメージの落差は生じている。

「本物の神様相手にこんなたとえを持ち出すのは、ちょっと低てい俗ぞくかもしれないんだけどさ。こんなのはテレビゲームと同じなんだよ、オティヌス」

「なにを、言っている……？」

「だからさ。まだまだ弱いプレイヤーが圧あつ倒とう的てきに強いボスキャラに挑いどんで返り討うちに遭あっている内は、そんなに退たい屈くつはしないんだ。そりゃあ勝てない。不満だって募つのる。でも、普ふ通つうにやっても勝てない相手にどうにかこうにか試し行こう錯さく誤ごを繰くり返して攻こう撃げきパターンを分ぶん析せきしていくのって楽しいし、データには何も残らなくたって何か積み上がっている感じはする。そもそも、身の丈たけに合わない強敵と戦っているだけでも意味がありそうだ。誰だれも見た事がないレアなボスキャラとかち合うのって、それだけでちょっとした話題になりそうだしな」

「……、」

「でも、それが逆だったらどうだ。圧倒的に強くなったプレイヤーが弱すぎるザコキャラを延延と狩かるのって、どう考えたって退屈だろ。三〇分だって集中は保もたない。単なる作業だ。試行錯誤なんて試す余地もないし、経験値やお金が手に入らなければ本当に何にも積み上がらない。身の丈に合わないザコキャラと戦ったって意味なんかないんだ。誰でも知ってるザコとかち合ったって、何の話題にもならないしな」

　同じ舞ぶ台たいの上に立っていても、互たがいの配役は全く違った。

　無む謀ぼうな挑ちよう戦せんにやり甲が斐いを見み出いだす弱者と、それに無理矢理付き合わされてうんざりしている強者。

　結局、精神的摩耗なんていうのに明確な基準は存在しない。

　全すべては心の在り様の問題なのだ。

　だとしたら、

「何回だって繰り返した。全く同じ事象を共有してきた。俺達は、この地じ獄ごくみたいな迷めい宮きゆうの中を共に歩いてきた。……それでも、違ちがったんだよ。俺とお前は同じじゃない。摩耗の速度は全然違ったんだ!!　それがスペックの大小を追い抜ぬいて、先にお前を追い詰つめた！　もう繰り返せないぞ、オティヌス。ここで立ち止まらなければ、後は内側から崩くずれていくだけだ!!」

　それは見えないナイフだった。

　上かみ条じよう当とう麻まは一発もオティヌスへ拳こぶしを振ふるう事はできなかったけど。確かに、致ち命めい傷しようを与あたえかねない凶きよう器きを押おし付ける事に成功したのだ。魔ま術じゆつの神へと交こう渉しようを迫せまるに足る材料を。

「良いだろう……」

　低く。

　獣けものが唸うなるように、オティヌスは呟つぶやいた。

「それなら私は、ここで諦めるよ」

「……、」

「第一希望の『元の世界』を捨てて、第二希望の『次の世界』に甘あまんじるよ。これ以上の先延ばしが許されないなら、いっそここでお前の命を諦あきらめる。確かに、これは、良いきっかけだった。何を意味するかは分かるな」

　頭の奥おくで疼うずく頭痛よりも。

　心の在り様なんて、曖あい昧まいなものに追い詰つめられた事実よりも。

　目の前の人間が、自分の上に立てたと思い込こんでいる事が何よりも許せないという声こわ色いろで。

「もう戻もどさない。繰くり返さない。迷いに囚とらわれない。全すべてを諦め、前へ進む。……これで、殺した先に後はないぞ、人間。お前はもう勝てない。これまでだってたった一度も勝てなかった。であれば、次の一いち撃げきで花と散れ!!」

　オティヌスは、その場を動く必要さえない。

『槍やり』を軽く掲かかげるだけで良い。

　不可視の爆ばく発はつは、躊ちゆう躇ちよなく上かみ条じよう当とう麻まの体を粉々に砕くだいてしまうだろう。

　これまでだって、数えるのも億おつ劫くうなほど繰り返してきた行いだ。もはや過去と未来の記き憶おくの検けん索さくに区別がつかなくなるほど積み重ねてきた、分かり切った結末だ。オティヌスが今思い描えがいている理想の破は壊かいは、過去にもなぞってきた流れに過ぎない。だから、失敗はない。幾いく千せん幾万の実績が起こる結果を保証している。

　なのに。




　グォン!!!!!!　と。

　次の瞬しゆん間かん、上条は横っ飛びに跳はねる事で、その不可視の爆発を正確に回かい避ひした。




　　　　７




（っづ……っ!!）

　上条当麻は全身を叩たたく強きよう烈れつな激痛に、思わず顔をしかめた。

　致ち命めい的てきな領域からは何とか抜ぬけ出した。だが爆発の余波が空中にいる上条の体を迷わず打ち据すえたのだ。

　本来の予想地点よりずっと遠くまで飛ばされた少年の体が、土の地面へと落ちる。勢いを殺せずにごろごろと転がる。

　それでも、彼は凌しのいだ。

「……、」

　オティヌスは一つしかない瞳ひとみでジロリと標的を見み据すえ、さらに『槍やり』を軽く掲かかげる。

　ボッッッ!!!!!!　という連続性を失った大量の爆ばく発はつが、壁かべのように隙すき間まなく上かみ条じよう当とう麻まへと襲おそいかかった。

　上条は右手をかざさなかった。

　まるで満員電車の中で人混みを縫ぬってドアへ向かうように、体を横にねじったまま、わずかに前へと踏ふみ出した。

　それだけだった。

　数千数万に及およぶ爆発の壁を、ちっぽけな少年の体が器用にすり抜ぬけた。

「なん、だ」

　起きた結果と、自分の理論が噛かみ合わない。

　そんな表情で、オティヌスは思わず呟つぶやいていた。

「何が起きている!?　お前のスペックでこの私と渡わたり合うなど不可能なはずだ!!」

「だろうよ。何度闘とう争そうを繰くり返したって筋力が増す訳じゃない。幻想殺しイマジンブレイカーに隠かくされた力が開花したなんて分かりやすい展開になってくれた訳でもない。俺はあくまで俺だよ。他ほかの何かになったって話じゃない」

「それなら……っ!!」

　夜空の星が不ぶ気き味みな凶きよう兆ちようのように瞬またたいた。

　その全すべてが鋭するどい光の槍となって、豪ごう雨うのように降り注いだ。

　だが、

「それなら、何な故ぜお前は生存できる!?」

「忘れたのか。それともあまりにくだらないたとえだったから聞き流したのか、オティヌス。俺はこう言ったんだぞ。『でも、普通にやっても勝てない相手にどうにかこうにか試行錯誤を繰り返して攻撃パターンを分析していくのって楽しいし、データには何も残らなくたって何か積み上がっている感じはする』ってな!!」

「……まさか……」

「ＲＰＧみたいに安易なレベルアップなんかしなくたって、筋力や能力に何の変化もなくたって、俺はずっと分ぶん析せきを続けていた。何度も何度も殺されながら、一つずつお前の戦闘パターンを覚えて、頭じゃなくて手て癖くせで体を動かせるくらいまで!!　そりゃあ、機会ならいくらでもあったさ。何しろ数を数えるのも忘れるくらい付き合ってきたんだからな!!」

　例えば、レトロなシューティングゲームなどではゲームの中の自機がパラメータ的に強化されていく事よりも、現実にいるプレイヤー自体の技量が高められる事によって先への道が開けるという。

　初見では鬼おにのような難易度で、絶対にこんなの倒たおせないと思っていても、数をこなしていくにつれて動きや弾だん幕まくの中にある特とく徴ちようが見えてくる。少しずつ足あし掛がかりを作っていき、やがては流れ作業のようにボスキャラを倒たおして次のステージへ進めるようになっていく。

「今まで、さんざん殺されてきたのは……」

「生あい憎にく、勝てなかったのは事実だよ。手を抜ぬいていた訳じゃない、どんなに手を尽つくしたって最後には殺された。でも、俺だって意味もなく殺され続けてきた訳じゃない。色々試すために、わざと殺され方を選んできた。死んで覚える。高潔な神様には申し訳ないけど、俗ぞくな人間の娯ご楽らくってそういうものなんだぞ」

　意味なんて、ないかもしれない。

　充じゆう足そく感かん以外の何も手に入らないのかもしれない。

　だけど、

「俺はどこにでもいる平へい凡ぼんな高校生だ。右手に少し特とく殊しゆな力が宿っているけど、差し引いたって『プロ』なんて呼ばれる連中と渡わたり合える訳じゃない。たとえここで神様の攻こう撃げきを避さけられたからって、やっぱり俺は俺のままだ。普ふ通つうの魔ま術じゆつ師しと戦ったら、普通に負ける。そんな程度のスペックしかないんだろうさ」

　ドガガガガガガガガガガガガガガガッッッ!!　という爆ばく音おんの渦うずに追い立てられながらも、上かみ条じようは言う。

　破は壊かいは追い着かない。

　ほんのわずかな隙すき間まに潜もぐり込こみ、あるいはオティヌスの偏へん差さ攻撃の予測を裏切り、ギリギリのかろうじて肉体が爆発するのを阻そ止ししていく。

「だけどお前のパターンは組み上げたぞ。他の魔術師相手なら普通に負けるとしても、今のお前だけならかいくぐれる!!　神様の力を持っているって言ったって、お前は人の身から上り詰つめた魔術の神だ。こう言っちゃあ神様に失礼かもしれないが、どこか親しみやすいんだよ。お前は欲望を持っていれば敵てき愾がい心しんも抱いだく。システマチックで理解の取っ掛かかりを見つける事さえ困難なタイプじゃない!!」

　上条当とう麻まは、世界の裏側にひしめく魔術の道を追究している訳ではない。

　だが、少年の言っている事は、ギリシア神話や北ほく欧おう神話など、多神教の神々の特とく徴ちようを知らずに指し摘てきしていた。

　多神教の神々は理論だけでなく感情を持つ。何もポジティブや愛情や正義感だけでなく、恐きよう怖ふや嫉しつ妬とといった負の側面さえも堂々と表に出す。

　複数の神々の意見を取りまとめた全体で一つの柔じゆう軟なんなシステムとなり、最後に正しい道を行ければそれでよしとしてしまう思想。

　神と呼ばれる存在でありながら、迷ったり失敗したりする事を普通に許容する。

　であれば、

「多分、お前は絶対なんかじゃない」

　神々は、神々という一個の塊かたまりでもって完かん璧ぺきな答えを出す。

　互たがいの弱点を補完し合う事で、いかなる敵にも越こえられない堅けん牢ろうな防衛システムを作り上げる。

　これも、多神教神話の特とく徴ちようの一つ。

　もしも、天の世界も他ほかの神々も放ほうって、中心に据すえる一柱だけが顕けん現げんしたとしても。

　それだけで万全の力を振ふるえるとは限らない。

「たとえオティヌスが完成したとしても、それだけなら絶対なんかじゃない!!」

「……、」

　言い当てられている。

　重なっている。

　誰だれかに教授された訳ではない。文ぶん献けんなどを繙ひもといた訳でもない。ただの経験則で、その身に染しみ込こませるようにして獲かく得とくした乱暴な解答。しかし、そちらの方がお上品な学問よりも得え体たいのしれない危険性を、オティヌスは静かに受け取った。

　無理もない。

　それは頭の中だけの上うわっ面つらの知識に留とどまらない。体で覚えたとまで言わしめるほど浸しん透とうした、使える技術にまで上り詰つめている。

　そして、北ほく欧おう神話は闘とう争そうを軸じくとした巨きよ大だいなシステムだ。

　その頂点に立つオティヌスが、机の上で得た小こ奇ぎ麗れいな理り屈くつよりも実戦で掴つかみ取った泥どろ臭くさい経験を強く注目するのも道理である。

　たとえそれが、敵のものであったとしても。

「……なるほどな」

　ヒュウン、と風を切る音が聞こえた。

　オティヌスが、『槍やり』を軽く振るった音だった。

　それは攻こう撃げきのサインではない。

『槍』をゆっくりと動かし、その両手で改めて掴み直すための動作だった。

「オッレルスとの悪あく縁えんにも辟へき易えきしたものだが、あそこが私に対するこの世界の限界だと思っていた」

「……？」

「共に過ごした時間ももはやお前が追い抜ぬいたか。よもや、こんな所であれ以上の『理解者』を醸じよう成せいするとは。難なん儀ぎなものだよ、世界の可能性というヤツもな!!」

　その叫さけびが、引き金となった。

　上かみ条じよう当とう麻まとオティヌスは、同時に動いた。

　決着まであと一歩。

　そして破は壊かいの渦うずが炸さく裂れつする。




　ドォッッッ!!!!!!　と。




　時間は止まった。

　空間は圧あつ搾さくされた。

　そんなありきたりな概がい念ねんなど、もはや意味を持たなかった。

　北ほく欧おう神話の主神が持つ一本の槍やり、その名をグングニルと呼こ称しようする。その柄えは世界樹と同じトネリコで、鋭するどい穂ほ先さきは黄金で作られているとされ、黒小人ドヴエルグの手で作られたベースに主神自みずからがルーンを彫ほった事により、絶大な破は壊かい力りよくを有するとも。

　その特とく徴ちようはいくつか挙げられている。

　一つ、その槍の本質は投げ槍である。

　一つ、その槍を投げれば必ず標的へ命中する。

　一つ、その槍は途と中ちゆうで撃うち落とされる事も、破壊される事もない。

　一つ、その槍は標的を貫つらぬいた後、必ず持ち主の手へ返る。

　……『投げたら元へ戻もどってくる飛び道具』というのは割と重要な項こう目もくであるらしく、例えば、この項目を備えないケルト神話のクーホリンは、最終的に自分で投げた槍を敵に投げ返される事で殺されている。また、同特徴は北欧神話の雷らい神じんトールのミョルニルやケルト神話の光神ルーのフラガラッハなどにも当てはまる。

　これらの武器は、『人間には絶対に作れないもので、特別な神々だけが持つ事を許される素晴らしい武器の特徴』という意味なのかもしれない。

　北欧の主神が持つ『槍』はこれらの条件を一通り備えた上で、なおかつ、他の神々が持つものとは一線を画する、ある特徴を有する。

　一つ、その槍は人間の権けん威いの象徴を打ち砕くだく。

　これは英えい傑けつシグルズの父が持つ『伝説の剣けん』をグングニルでもって叩たたき折った事に起因する。北欧の主神は必要に応じて人の持つ力を奪うばい、対象の人物に死すべき時を暗あん喩ゆさせ、その魂たましいを神々の軍勢へ加えるというのだ。

　おそらくこの一点が、『槍』にとって最大の力であり、北欧の主神にとって一番の特徴とも言えるだろう。

　人は神には勝てない。

　神の都合は人の世の全すべてに勝る形で優先され、粛しゆく々しゆくと世の理ことわりが執しつ行こうされる。

　これ以上に『神様の力』を感じさせる特徴はないだろう。

　山を吹ふき飛ばしたり海を蒸発させたり、そんな分かりやすい武力よりも、よっぽど『神様の優位性』を端たん的てきに示していると評価するべきだろう。

　つまり。

　だから。




　その『槍やり』がオティヌスの手から放たれた瞬しゆん間かん。

　世界なんて粉々に吹ふき飛ばされた。




　時間が戻もどる。

　空間の広がりを上かみ条じようは再び認識する。

　凄すさまじい勢いで射出された『槍』に合わせ、空間ごと引き千ち切ぎられるように、『幸せな世界』が粉々に砕くだけていく。その怒ど濤とうのような勢いが、大波のように迫せまる世界の破片が、まるで一本の巨きよ大だいな槍のような形状を形作る。あらゆる位相の壁かべを噛かみ砕き、鋭するどいガラス片のような凶きよう器きの渦うずへと変えて、一いつ辺ぺん倒とうに哀あわれな標的を吞のみ込こまんばかりに突つき進む。

　全すべてがめくれ上がった。

　可能性の芽が潰ついえた漆しつ黒こくの迷めい宮きゆうが顔を覗のぞかせる。

　オティヌスは、魔ま神じんは本質的に『生み出すもの』であって、これも厳密には壊こわれているのではなく、世界へ新しい『位相』を埋うめ込む事で変化をもたらしているのかもしれない。だが目の前に広がる結果だけなら火を見るより明らかだ。それは豪ごう華か絢けん爛らんな宮きゆう殿でんを粉々に砕く行こう為いを瓦が礫れきの山を作ったのだと表現するのと同じ。紛まぎれもない『破は壊かい』の奔ほん流りゆうである。

　人の世の都合などお構いなし。

　神による破壊が最優先。

　……その最大の効力は、目まの当たりにした人間に抗あらがう事を諦あきらめさせる事。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの英えい傑けつでさえも、それを見ただけで挑ちよう戦せんをやめて膝ひざを折ってしまうほどの、圧あつ倒とう的てき諦てい観かんを叩たたきつける事。

　おそらく。

　普ふ通つうに真正面からぶつかれば、その『槍』の一いち撃げきから逃のがれる事など誰だれにもできなかっただろう。防ぼう御ぎよを試みても、回かい避ひを試みても、生き残れる希望なんてどこにも見つからなかっただろう。それはあらかじめ、『人の身では抗えない』というパラメータを設定された攻こう撃げきだ。人の領域を出ない限り、たとえあの右方のフィアンマやオッレルスであっても為なす術すべもなく粉ふん砕さいさせられていただろう。

　どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生なんぞに、乗り越こえられるはずがない。

　たとえ右手に特とく殊しゆな力が宿っていたって、扱あつかう暇ひまもなく五体をすり潰つぶされていた事だろう。

　しかし、

（言ったはずだぞ、オティヌス）

　世界を丸ごと一つ犠ぎ牲せいに捧ささげる形で作り出された一本の巨大な『槍』、その先せん端たんを静かに見み据すえて、上条当とう麻まは心の中で思った。

（俺は特別な人間なんかじゃない。プロの魔ま術じゆつ師し相手に戦ったら普通に負けるかもしれない、そういう高校生でしかない。でも、だけど）

　その瞬しゆん間かん、『槍やり』を放ったオティヌスの顔が、わずかに軋きしんだ。

　きっと、少年の顔を見てしまったからだろう。

　そう。

　上かみ条じよう当とう麻まは、ほんの微かすかに笑っていたのだ。




「今のお前だけなら!!　俺は乗り越こえられる!!!!!!」




　動きそれ自体は簡単だ。

　右の拳こぶしを硬かたく握にぎり締しめて、全体重を乗せて前へ突つき出せば良い。

　他ほかの誰だれもが圧あつ倒とう的てき速度についていけなくとも、『槍』の穂ほ先さきを目で追う事もできずに全身を粉ふん砕さいされるとしても。

　ひたすらに積み重ねたその経験が、彼の動きを精密に補助していく。

　唯ゆい一いつ。

　魔ま神じんオティヌスにしか通用しない必殺の一いち撃げきへと昇しよう華かされていく。

『主神の槍グングニル』。その先せん端たんの鋭するどい穂先。

　他の誰にも合わせる事のできないその一点へ、上条当麻の右拳が吸い込こまれていく。




　その瞬間。

　世界から、あらゆる音が消え失うせた。




　優しい世界は消え去り、全すべては漆しつ黒こくに染まっていた。

　上条当麻の右拳へと激げき突とつした『槍』は、そこで真上へ跳はね上げられるようにして軌き道どうを大きく変えた。

　オティヌスがその手をかざすと『槍』は複雑に回転しながら、ブーメランのように真っ黒な大空を舞まって彼女の元へと返ろうとしていた。

　だが、それは為なし得ない。

　空中でバラバラと部品を散らばらせる『槍』は、結局、オティヌスの元へ返る前に完全に空中分解してしまった。

「……っ」

　上条の拳の方も、ただでは済まなかった。

　中指と、薬指。硬く握り締めたはずの拳から、明らかにおかしな方向へ指がねじれているのが分かる。

　それでも、少年は笑っていた。

　ボロボロなりに、笑っていた。

「……終わった、ぞ……」

　呟つぶやく。

　自分自身で、そう実感を得る。

「俺は、きちんと、終わらせた……。お前は、俺の夢から、逃にげられないぞ……」

　オティヌスは状じよう況きようを始点に戻もどせない。

　彼女の精神的摩ま耗もうは限界を迎むかえている。これ以上の闘とう争そうを繰くり返せば、彼女は内側から破は壊かいされる。しかも、繰り返せば繰り返すほど、上かみ条じようの蓄ちく積せきは増す。再さい挑ちよう戦せんを繰り返した所で、ここから先は少しずつ鮮あざやかに上条が勝利していくだけだ。シューティングゲームのプレイヤーのように、経験の蓄積がハードルの高さを抑よく制せいしていく。

　だから、彼女は逃げられない。

　負けたという単純な現実を、目まの当たりにするしかない。

「……これで」

　オティヌスは、呆ぼう然ぜんとしたまま、呟く。

　パキパキピキピキ、という細かい亀き裂れつが入るような音が響ひびいた。

「こんなもので、本当に終わったとでも思っているのか」

　音源の中心は、おそらく彼女が覆おおっている眼帯の奥おくだ。

　内側から何かが脈動しているのは、外側から見ているだけの上条にさえ分かる。

「『主神の槍グングニル』は成功一〇〇％の方向性に過ぎなかった。だがあの土ど壇たん場ばでオッレルスが私に施ほどこした妖よう精せい化かという術式は、もう一つの魔ま神じんの可能性を私に植え付けた。失敗一〇〇％。採るべき行動の全すべてが裏目に出る敗北の可能性。だが最初から常に失敗すると分かっていれば、第一印象と常に真逆を選せん択たくしていく事で私は確実な勝利を獲かく得とくする。……『槍やり』がなくとも、魔神は魔神だ!!　私は！　何も!!　終わってなどいない!!!!!!」

「かもしれない……」

　ぞわり、と上条の背せ筋すじを何かが走った。

　砕くだけた右の拳こぶしへと、何かが集束されていくのが分かる。

　拳の損そん壊かいや切断が何かのトリガーになっているのか。今にも、何かが飛び出そうとしているのを肌はだで感じ取る。

「でも俺は、多分お前に勝つよ」

「……っ!!」

　これまでの絵え空そら事ごととは違ちがう。

『槍』の迎げい撃げきと破壊によって、上条当とう麻まは一つの神話を覆くつがえしている。

「他ほかの誰に負けようが、お前にだけは、絶対に勝つ。スペックがどうのこうのなんていうのは、もはやどうでも良いんだよ、オティヌス。経験が、一定の値を超こえたんだ。目め隠かくしして背中に回した手でコントローラを握にぎったってノーミスクリアを狙ねらえるさ」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………良いだろう」

　オティヌスが、小さく呟つぶやいた直後だった。

　ビキィ!!　という、ガラスに亀き裂れきが入るような音が炸さく裂れつした。

　彼女の背中から胸の中央にかけて、貫つらぬくように浮うかび上がる光の杭くい。

　上かみ条じようは正確なところを知らない。それが、オッレルスと右方のフィアンマが二人がかりでようやく叩たたき込こんだ、人類最大の秘策『妖よう精せい化か』と呼ばれる術式である事を。

　その一いち撃げきさえも、魔ま術じゆつの神は『負の方向の可能性』として逆手に取った事を。

「お前をここまでつけ上がらせたのは、間ま違ちがいなくこの神の落ち度によるところだ。であればここで雪そそぐ。地の底に伏ふして己おのれの位階を学び直すが良い、人間!!」

　胸の中央から全身にかけて、光の亀裂が一気に広がる。

　いいや、それは彼女の肉体に留とどまらない。

『槍やり』の本領によって吹ふき飛ばされた後に残った、漆しつ黒こくの世界。その全面に、オティヌスの背中側から広がる亀裂が侵しん蝕しよくしていく。巨きよ大だいな翼つばさとも華はなとも言えない、得え体たいのしれない紋もん様ようがどこまでもどこまでも広がっていく。

　彼女の力が、世界の果てまで及およんでいるのか。

　世界とは、とどのつまり彼女の事だったのか。

『主神の槍グングニル』がもたらす正の本領。その対極の位置にある負の本領。もう一つの『魔ま神じん』の可能性を目まの当たりにして、しかし上条当とう麻まは笑いながら右の拳こぶしを握り締しめる。

　改めて。

「良いんじゃねえの、別に」

「……なに？」

「言葉で言って説得させられるほど、軽いものを背負ってる訳じゃねえだろ。今の俺なら分かるよ、そういうの。だから、出し惜おしみはナシにしようぜ。絶望的だろうが地じ獄ごく的てきだろうが知った事じゃねえ。一いつ滴てき残らず搾しぼり出さねえとつまらねえだろ」

　それが引き金になった。

　最も魔神の逆げき鱗りんに触ふれると、きっと少年は理解した上で口に出していたはずだ。

　オティヌスは応じた。

　ぶつり、と。怒いかりのあまり、犬けん歯しで己の唇くちびるの端はしを噛かみ切る音が響ひびき渡わたった。




　血の味と共に。

　魔術の神が、動く。




　オティヌス、あるいはその語源となった北ほく欧おうの主神は、一神話体系の中心に据すえられているだけあって、大小様々な伝承を世に残している。その神が手にした武具もまたたった一つとは限定されず、様々な刃やいばを持ち替かえ様々な敵を打ち破る記録が拡散されていた。

　中でも、『オーディン』ではなく『オティヌス』と言えばこの一品。

　……それは、ただ『弩いしゆみ』と呼ばれていた。

　正式な名はもはや誰だれにも分からず、製法などもっての外ほか。その恐おそるべき破は壊かい力りよくだけが文ぶん献けんの中に残る幻まぼろしの一品。伝承と呼ぶにも曖あい昧まい模も糊ことして、全すべては永き時間という霧きりの中へと埋うもれてしまった、神の長おさのその象しよう徴ちよう。

　いわく。

　その弩は一度に一〇本もの矢を扇おうぎのように番つがえる事が可能な飛び道具であり。

　いわく。

　その弩が放たれれば、あらゆる軍勢を殲せん滅めつさせるという。

　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ、と。

　世界の軋きしむ音が響ひびいた。

　上かみ条じようはわずかに視線を上げた。

　オティヌスの背側から飛び出し、漆しつ黒こくの世界全体を覆おおい尽つくして光の彩いろどりを与あたえる不ぶ気き味みな紋もん様よう。それが軋みと共に莫ばく大だいな力を蓄たくわえていく音だった。

　とどのつまり。
















　……世そ界れが、彼女の『弩』だった。

　上条当とう麻まが悟さとった直後、頭上を覆う天てん蓋がいから一〇の破壊が降り注いだ。










　　　　８




　一体、何をどう譬たとえれば良いのだろうか。

　宇宙の端はしから端まで一直線のガイドレールを設けて、永遠に加速を続けながら地表の標的を狙ねらう超ちよう長大レールガンか。

　ボゾンだのヒッグス粒りゆう子しだの、物体の質量や運動に関かかわる最小単位を直接いじくり回す事でニュートン力学では説明のできない大だい破は壊かいをもたらす特異点兵器か。

　きっと、言葉で表す事に何の意味もないだろう。

　言葉で表す事のできる全すべてを重ね合わせても、おそらくその『弩いしゆみ』を撃うち落とす事はできないのだろう。




　ただ、それは着ちやく弾だんする。




「……っっっ!!!???」

　上かみ条じよう当とう麻まは全力で真横へ跳とぶ。

　……一発目が天から垂直へ落ちた。

　惑わく星せいの一つ二つ削けずり取るのは容た易やすいほどの破壊力だが、もはやクレーターのようなものはできない。狙そ撃げき銃じゆうから放たれる高初速のライフル弾だんが、ガラスを割らずに貫かん通つうするのと同じ。あまりにも凄すさまじい速度で解き放たれたその『矢』は、衝しよう撃げきが伝でん播ぱするのを待たずに漆しつ黒こくの大地を貫つらぬいてしまったのだ。

　上条はそれでも駆かける。

　オティヌスまでの距きよ離りは、近くて遠い。それは無限にも思える壁かべだ。

　……二発目は左手側斜ななめ後方から地表を舐なめるように。

　身を大きく屈かがめる上条の真上を突つき抜ぬけていく形で、『矢』が世界を席けつ巻けんする。わずかに下方へ傾かしぐようなその軌き道どうは、漆黒に染まる世界へ巨きよ大だいな谷を築き上げていく。

　オティヌスはその場を動かない。

　きっと、彼女も上条と同じだ。相手を倒たおす事。それだけに全力を注いでいる。

　……三発目と四発目は地表から突き破るように噴ふき上がる。

　上条の左右数メートルの位置から、挟はさみ込こむような突き上げだった。罠わな。どこかへ一歩でも回かい避ひしようとしていれば、それが勇み足となって彼を粉々に砕くだいていたはずだ。

　余計な事に手間をかければかけるほど、勝利は遠のく。

　全神経を針のように尖とがらせ、ただ前方の一点へ伸のばしてオティヌスを貫くイメージを描えがく。

　……五発目は真正面から。

　左右への動きを封ふうじた上での直球、ストレート。初めて上かみ条じようはその右手を振ふるった。決して正面衝しよう突とつで打ち壊こわすのではない。下からすくい上げるように、その『矢』の表面をなぞるようにして軌き道どうを上側へ逸そらしていく。

　真まっ直すぐに走る。

　ただそれだけの行こう為いが、恐きよう怖ふと打算によって揺ゆらぎそうになる。

　……六発目と七発目は、オティヌスの左右の肩かたを掠かすめるように。

　彼女の後方から追い越こすように放たれた二本の『矢』は、上条へと到とう達たつする前に空中で激突した。凄すさまじい爆ばく音おんと共に複雑に軌道を変える二本の『矢』に対し、少年は一本を上体を屈かがめて避さけ、続く一本を大きく飛び跳はねて乗り越える。

　回かい避ひに専念しても意味がない。

　ともすればブレそうになる軌道を、意志の力で必死に押おし留とどめる。

　……八本目は三次元上の制約を超こえた。

　背せ筋すじにチリッとした静電気みたいな感覚を覚えた直後、上条は全力で首を横に振る。直後にいきなり空間を割って『矢』が世界へ襲おそいかかった。

　軌道を見み据すえる。

　数メートル先までの道のりが、オティヌスまでの距きよ離りが明確に頭へ浮うかぶ。

　……九本目は数の概がい念ねんを無視した。

　上方から落ちてくる『矢』は一度打ち上げ花火のように夜空を彩いろどると、全天を覆おおう星の海のように輝かがやいた。その全すべてが致ち命めい打だ。だが上条は体を硬こう直ちよくさせたりはしない。どれだけ豪ごう雨うが降り注ごうとも、安全な場所は常に踏ふみ込こめる位置に残されている。

　もう届く。

　眼前に迫せまるオティヌスの顔を睨にらみつけ、上条はこれまで以上に強く右の拳こぶしを握にぎり締しめる!!

　……そして一〇本目。

（届く）

　上条は歯を食いしばる。

　その懐ふところへと、深く鋭するどく潜もぐり込む。

（何としても届かせる!!　どこから最後の『矢』がきたって関係ない！　回避してから殴なぐり飛ばしても良いし、『矢』が放たれる前に殴り飛ばしたって良い。とにかくここで全部終わらせる!!）

「オティヌス!!」

　叫さけんだ直後だった。

　勝利は確信していた。

　一方で、その一〇本目がどこからやってくるか、上条の頭の中からすっぽ抜ぬけていた。『矢が飛んでくる前に』という考えがよぎったのはそのためだ。

　しかし、それも無理はないかもしれない。

　最後の一本は、魔ま神じんオティヌスの背後から一直線に迫せまっていた。

　彼女は一歩も動かなかった。

　つまり。




　その『矢』は、躊ちゆう躇ちよなくオティヌスを貫つらぬいた。

　少女の全身を突つき破る最後の一本が、真正面からの死角を突いて上かみ条じようへ襲おそいかかる。




「……あ」

　時が、止まった。

　対処が遅おくれた。

　ドッッッ!!!!!!　と鈍にぶい音が炸さく裂れつした時には、最後の『矢』は上条の胸板へと吸い込こまれ、正確にその心臓を捉とらえていた。

　突き刺さすとか、突き破るとか。そんな甘あまさは許されない。

　直ちよく撃げきの瞬しゆん間かん、上条当とう麻まの体は胸から下が粉々に砕くだかれる。『矢』の先せん端たんは空中で未いまだ蠢うごめく彼の心臓を引っ掛かけ、そのまま世界の果てまで吹ふっ飛ばしてしまった。

　その場に残されたのは、少年の両りよう腕うで、両りよう肩かたと頭部のみ。

　残ざん骸がい、と称しようしても差し支えないレベル。

　くるん、くるん、と。優に二回転はした『上条の体』を、オティヌスは片手で掴つかみ取った。

　全く同じダメージを先に負ったにも拘かかわらず、その少女の滑なめらかな肌はだにはもはや傷きず痕あと一つ残っていなかった。破は壊かいそれ自体はあった。だがゼリーの破壊を巻き戻もどしたように、すぐさま爪つめ痕あとが修復されたのだ。

　オティヌスは、片方しかない瞳ひとみに冷めた光を湛たたえて、一言呟つぶやいた。

「終わりだ」

「……ちくしょう。かもしれないな……」

　上条はこれまで何度も何度も敗北して、オティヌスの戦せん闘とうパターンを分ぶん析せきしていた。だから『魔神』との闘争にもついてこれた。だけど、それはあくまでも『槍やり』を携たずさえたオティヌスだ。正の可能性を謳おう歌かするオティヌスなのだ。『妖よう精せい化か』という術式を軸じくに、正反対の負の可能性を開花させたオティヌスの動きまでは、正確に追い駆かける事ができなかった。そのせいで、最後の最後で手を誤った。

　もはや痛みはない。内臓はごっそりと削けずり取られ、心臓さえも奪うばわれた。自分の意識がまだ残っている方が不思議な状じよう況きようだ。悪あく趣しゆ味みな噂うわさの中には、ギロチン刑けいを受けた罪人の首が瞬まばたきをしたとか、列車の人身事故でバラバラになった被ひ害がい者しやが目もく撃げき者しやへ文句を言った、といった話もあるが、自分の体でそれを試す日が来るとは思ってもいなかった。

　これは、頭の中から血が失われるまでの、何かの間ま違ちがい。

　自分の死の実感が追い着くまでの、ほんの些さ細さいな幻まぼろし。

「……どっちみち、俺には最初から勝ち目なんてなかったのかもしれない」

「今さらだな」

「お前の協力がなければ、俺は自分で決めた勝ちに届かなかった」

「……、」

　そう。

　上かみ条じよう当とう麻まの目的は、世界を奪うばわれた事への復ふく讐しゆうでも、オティヌスを殴なぐり倒たおして魔ま神じんよりも強い事を証明するのでもない。

　たとえ彼女を殺したところで、少年は何も獲かく得とくできない。

　その先に待っているのは、漆しつ黒こくの世界でただ一人取り残されるだけの、寒々しい未来。

　世界の『基準点』であり、全すべてを修復するとされる幻想殺しイマジンブレイカーがあったって。

　彼一人では、夢見たあの世界への扉とびらは開かない。

　オティヌスは微かすかに目を細めて、

「それが分かっていて、何な故ぜ挑いどんだ」

「届くと思った」

　彼女の腕うでに掴つかまれたまま、その少年は緩かん慢まんな動きで唇くちびるを動かす。

「糸口なんか何にもなかった。もう、殺し合うくらいしか道はなかった。でも、だけど……逃にげ回っているだけじゃ、何にもならない。言葉を届けて、何かを動かすためには……危険を承知で、アンタの前に立つしかないって思ったんだ……」

「だが、何も残らなかった。お前はただ敗北した。お前が望んだ世界は、もう二度と返っては来ない」

「……良いさ」

　もう、上条の顔は瞬まばたきもしなかった。

　表情を作る力も、徐じよ々じよに失われていっているらしい。

「こんなの、俺一人のわがままだったんだ。失敗したって俺以外の誰だれも哀かなしまない。……だったら、別に良いさ。世界は何も失敗していない。敗北なんて誰も知らない。ここは事件も借金も失しつ恋れんもない。俺が守りたかった人達が、涙なみだに暮れる訳じゃない」

　結局、この少年の本当の望みはどこにあったのだろう。

　きっと、それは上条当麻自身にももう分かっていないのではないだろうか。

　メチャクチャな状じよう況きように追い込こまれて、世界の全部から裏切られるような仕打ちを受けて、その存在さえも『ありふれた風景』から消去されて。平和と笑顔しかない答えに押おし潰つぶされて、それでも、間違いと分かっていてなお元の世界を渇かつ望ぼうして。

　本当に壊こわしたかったのか。

　本当は守りたかったのか。

　平静な思考を保っていられる方がおかしい。そんなのは冷めた瞳ひとみで世界を傍ぼう観かんできる冷血漢でなければ不可能だ。とても大事なものだから、とても大事なものだからこそ、守りたかったし、許せなかったし、取り戻もどしたかったし、見送りたかったし、諦あきらめたかったし、もう一度掴つかみたかった。

　何もかもが相反していて、もはや人間のちっぽけな頭では答えなんか出なかった。

　考えなんてグチャグチャで、ただ戦うという行こう為いに逃にげるしかなかった。

　彼は。

　ひょっとしたら、誰だれかに答えを教えて欲しかったのかもしれなかった。

　それが、世界を丸ごと救うものであったとしても。

　それが、自身の死を伴ともなうものであったとしても。

「……一つ、良いか」

「別に、お前の願いを叶かなえるいわれはない」

「神様のくせに、器が小さいヤツだな」

　緩かん慢まんに動く唇くちびるで、上かみ条じようは言葉を紡つむぐ。

　彼の愛した世界の住人を、せめて幸せにしてやってほしい。

　そんな願いが飛んでくるかと思ったが、オティヌスの予想は外れた。

　少年は、こう言ったのだ。

「こいつを、役立ててくれよ」

「……？」

「この右手。俺にはケンカくらいにしか使えなかったけど、アンタだったらもっときちんとした使い方を知っているんだろ。オッレルスの言っていた、世界の『基準点』ってヤツが」

「言ったはずだ。私はお前の願いを叶えるいわれはないと。すでに勝負はつき、お前は間もなく絶命に向かう。身勝手な小世界を築いたところで、それを謳おう歌かする者がいないのでは意味もない」

「そうじゃない」

　オティヌスに掴まれたまま、弱々しく上条は首を横に振ふった。

「もう勝負はついたんだ。だったら、良いよ。こいつを使って、お前の世界、第一希望を取り戻してくれよ」

「……、」

「本物と同じ世界を一から作り直すから大だい丈じよう夫ぶ？　誰にも区別がつかないから、それは元の世界に帰ったのと同じ事？　……そんなのは違ちがうよ、オティヌス。他ほかの誰にも分からなくたって、世界中が笑顔になったって、お前自身が違いを知っていたら、それはきっとただの悲劇なんだよ」

　知ったような口を叩たたく。

　世界全人類の幸福と、自分自身の人生を天てん秤びんにかけて、なおわがままを貫つらぬこうとした大罪人。だからこその寝ね言ごとを吐はく。

　オティヌスは第一希望と第二希望を掲かかげていた。元の世界へ帰るか、次の世界を作るか。結果だけなら違ちがいはなくても、やっぱり経過はどこか違う。天然のダイヤと、人工のダイヤ。その些さ細さいな差は、平和と笑顔だけで埋うめ尽つくされた世界に一人取り残された上かみ条じよう当とう麻まと同じ疎そ外がい感かんを彼女に与あたえ続ける事だろう。

　オティヌスは、時代の勝者だ。

　そして上条と違って、彼女のわがままはのちの時代を幸福で照らす。たとえそれが独断と専行によるものだったとしても、きちんとした結果を少年は目まの当たりにしている。神、と。そう名乗るに相応ふさわしい完かん璧ぺきな振ふる舞まいを、上条は目もく撃げきしている。

　死を受け入れ、全すべての未練を振り払はらって、もう一度丁てい寧ねいに観察していけば分かる。

　きっと。

　彼女に全てを任せたところで、世界は順当に回っていく。

　そして間もなく上条は死ぬ。わがままの主は、この世界から消えてなくなる。

　だったら……、

「挑ちよう戦せんしろよ、オティヌス」

　敗北者は、静かに語りかけた。

　奇くしくも、それは北ほく欧おう神話の主神に知ち恵えを授さずけるミミルにも似た構図だった。神々と巨きよ人じんの謀ぼう略りやくによって首を落とされた後も、主神への助言を絶やさなかった友人のような。

　ぎりぎり、と。

　体を八割以上吹ふき飛ばされ、心臓すらも失ったというのに、少年の右みぎ腕うでが、壊こわれたゼンマイ仕じ掛かけのように、ゆっくりと動き出した。それは、自分の残った体を掴つかんでいるオティヌスへと伸のびる。

　その顔を。

　その頬ほおを、撫なでるように。

　あるいは。

　敗者のくせに、まるで泣いている子供の涙なみだを親指を使って拭ぬぐうように。

　冷れい徹てつな勝者に、そんなものがあるはずがないのに。

　ただ汚よごれた血の跡あとがつくだけだというのに。

「わがままでも、何でも良いよ。善とか悪とか、そんなのもう忘れちまえよ。癇かんに障さわるでも、目障りでも、理由は何でも構わないよ。お前が身勝手に振る舞えば、結果としてみんなの笑顔が生み出されるのは、もう見せてもらったんだ。だったら、勝手にやっちまえよ。……一番初めに、何をしたかったんだ。それを叶かなえない限り、お前も俺と同じ……幸せな世界に押おし潰つぶされるだけの、惨みじめな迷まい子ごになっちまうぞ……」




　それっきりだった。

　上かみ条じよう当とう麻まの腕うではだらりと下がり、その瞼まぶたは二度と動かなかった。




「……、」

　漆しつ黒こくの世界に、魔ま神じんオティヌスは一人きりで立っていた。

　その細い腕で掴つかんだ少年は、もうしゃべらない。頭にはいくらかの血液が残っているだろうが、すでに思考を留とどめる力を失っている。そもそも、心臓を含ふくむ内臓の大部分を失った状態なのだ。書類上は死亡していると言った方が正しい。いくらかの細さい胞ぼうがまだ活動を続けていようが、少年は失われた。それが事実だ。

　近い内に、幻想殺しイマジンブレイカーの力は何か別のものへと移っていく事だろう。

　人か、物か。世界からあらゆる物質を奪うばってしまえば、行き場を失った力はオティヌスへと注ぎ込こまれるかもしれない。ババ抜ぬきで、たった一枚しかないカードがジョーカーだと分かっていても、順番に従って引かなくてはならないのと同じように。

　彼女は勝った。

　彼女は最後の敵対者を葬ほうむり去った。

　彼女を邪じや魔まする者は奇き麗れいサッパリいなくなった。

　だけど……、

「ああ」

　誰だれ一人いなくなった世界で、オティヌスはポツリと呟つぶやいた。

　賑にぎやかしが欲しければ指を一つ鳴らすだけで平和と笑顔の世界を作れるにも拘かかわらず、彼女は一人きりで立ち尽つくしていた。

　そこは。

　上条当麻が最も恐おそれていた、地じ獄ごくの底だった。

　彼は自みずからの敗北と引き換かえに、オティヌスがどこに立っているかを思い出させた。

『作ったもの』になんか興味はない。

『元の世界』へ絶対に帰らなくてはならない。

　そう思ったきっかけはどこにあった？

　一番初めにやりたかった事は、どこへ隠かくれていた？




　例えば。

　一夜にして消えた傷の山を前に、変わらないものが欲しいと願った、あの時。




　例えば。

　気持ちの悪い笑顔だけの世界で正義や平和について考えていた、あの時。




　例えば。

　歪ゆがめられた世界にただ二人。明確な対たい峙じを遂とげた、あの時。




『元の世界』へ帰る。それは手段であって目的ではない。何のために帰りたかったのか。勝利を得る事で何を獲かく得とくできると思っていたのか。そう考えれば、答えは自おのずと表れる。

　これは、いつか誰だれかが通った道。

　だからあの少年は、知ったような口を聞いていたのだろう。

　そんなのは、考えてみれば当然だ。

　あの地じ獄ごくを作っていたのはオティヌス自身。だとすれば、

「知って、欲しかったのか」

　ゆっくりと息を吐はくように、彼女は呟つぶやいた。

　続けて、

「……『理解者』が欲しかったのか、私は」

　オッレルスのように、同種の力を持ちながらも敵対する事しかできなかった関係とは違ちがう。

『グレムリン』のように、利害を汲くんで恐きよう怖ふで縛しばりつけるような関係とも違う。

　その強大な力に怯おびえて、多た国こく籍せき連合軍を編成するような笑顔の集団にも興味はない。

　ただ。

　何かがほんの少しだけズレてしまった世界の中で、その疎そ外がいの傷を理解し、そっと舐なめてくれる誰かが欲しかった。

　変わってしまった世界では見つけられなかったから、彼女はそれを『元の世界』の住人達へ求めようとしていた。

　何としても。

　元いた場所へと帰りたかった。言葉も知らない遠い異国の地に迷った旅人が、ただ故郷を求めるのと同じように。その地に辿たどり着けば、当たり前のように温かいものがあると信じて。

　だけど。

「……そんなもの、いたのか？」

　オティヌスは、遠い時代を思い返そうとする。

　それが上う手まくいかないのは、永き時の壁かべか。あるいは答えを導くのに苦痛を覚えるからか。

　たとえどこにいようが、常に彼女は死と暴ぼう虐ぎやくをばら撒まく恐怖の暴君だった。

　勝った者だけが際限なく美化されていく歴史書の中においても、なお戦争の神などと称しようされるほどに、救いようがなかった。

　だったら、

「『理解者』なんて都合の良い生き物、『元の世界』にもいたのか……？」

　質問に、答えはない。

　その腕うでで掴つかんだ少年は、すでに機能を停止している。

　あるいは。

『それ』こそが、彼女が今ある世界を破は壊かいしてでも手に入れようとしていたものだったのかもしれなかったのに。

　永遠の旅路の果てにようやく掴むか掴めないか、という位置にあった『それ』を、彼女はよりにもよって自分自身の手で粉ふん砕さいしてしまった。

　だから、彼女は一人ぼっち。

　これも必然。

　その少年には、きっと詳しよう細さいな作戦も勝算もなかっただろう。

　だけど、この喪そう失しつを与あたえたのは、間ま違ちがいなく少年の行いによるものだった。

　そう、つまり。




「本当に……ひどい一いち撃げきだな。ちくしょう」




　世界を修復するに足る『基準点』の右手と、それを有用に取り扱あつかう『魔ま神じん』としての力と叡えい智ちはすでに揃そろっている。

　後は腕を振ふるうだけ。

　成功の可能性は五分五分を下回っているが、少なくとも挑ちよう戦せん権けんはある。

　ただし、『元の世界』と言っても、上かみ条じよう当とう麻まが思い描えがいていたものと、オティヌスが思い描いていたものは、ほんのわずかに違う。

　世界中の誰だれにも分からないくらい些さ細さいなズレであっても、それは決定的に当人を苛さいなむ。

　決めなくてはならない。

　たった一度のチャンスを、どちらの世界のために行使するのかを。

　オティヌスの世界か。

　上条当麻の世界か。

　二つに一つ。

　そこでオティヌスの脳裏に、少年の言葉が蘇よみがえった。

　彼は確かに、こう言っていた。




　一番初めに、何をしたかったんだ？




　それで、答えは決まった。

『元の世界』に帰るのは、手段であって目的そのものではない。

　もしも。

　オティヌスが本当に生まれ育った『元の世界』をひっくり返しても、それを見つける事ができないのなら。

　もしも。

　ある少年が本当に生まれ育った『元の世界』にそれがあるのだとしたら。

　選せん択たくは。

　たった一つに絞しぼられる。








終章　認めるのか、否か　Continue.









「……ハッ!!」

　上かみ条じようはそこで目を覚ました。

　眠ねむっていた、という表現はおかしいかもしれない。彼は突つっ立っていた。人間は立ったまま気絶できるのかどうかは判断に迷うが、たった今目を覚ました以上はそういう事だったのだろう。

　場所は真っ黒な闇やみでも幸せな世界でもなく、いろんな船の残ざん骸がいを無数に積み上げて作り上げた、一つの巨きよ大だいな島のような場所だった。

『船の墓場サルガツソー』。

　その名を思い出して、上条の意識が急速に現実へピントを合わせた。

（何だ、ここ……？　オティヌスの都合で作られた理想郷？？？　いいや、何か違ちがう、これはまさか、オティヌスのヤツは……っ!!）

　心臓が不ぶ気き味みに脈動するほどの衝しよう撃げきだった。

（戻もどした……？　巻き戻した？　でも何で!?　俺が生まれた『ここ』はオティヌスの世界とはほんの少しだけ違う場所だったはずなのに!!）

　驚おどろいて周囲を見てみれば、見知った顔がいくつかある。三み毛け猫ねこを抱かかえたインデックス、御み坂さか美み琴こと、レッサー、レイヴィニア＝バードウェイ。水みず際ぎわには自衛隊のものらしき、漆しつ黒こくのゴムボートが係留してある。

　何か。

　単純な再会に喜ぶのとは別に、意識の端はしで何かが引っかかった。

　まだ安心するのは早い。大きな仕し掛かけが残っている。そんな警告を、理性よりももっと心の源泉にある本能がささやきかけてくるのが分かる。

　そして。

　上条は見た。

「オティ、ヌス……？」

　輪切りにした船の甲かん板ぱん上じよう、崖がけっぷちに立つようにして、金きん髪ぱつに眼帯の少女は立っていた。上条は自分達の立ち位置とを比べて、ようやく事態に気づいた。

　その手に『槍やり』はない。

　だけど、この状じよう況きようはまさしく……、

（世界が、吹ふき飛ばされる直前？　だけど、時代の勝者になったオティヌスがこんな場面に戻る必要なんかない。あるとすれば……それは、俺に譲ってくれたっていうのか!?）

　上かみ条じよう一人では、ここまで帰って来られるはずがない。

　そこには絶対に、魔ま神じんオティヌスの協力があったはずだ。

　上条の言葉がどこまで通じたのかは分からない。彼女の胸の内で、一体どんな心境の変化が起きたのかは測りかねる。

　だけど、不ふ遜そんで邪じや悪あくな笑みを浮うかべているオティヌスは、さっきまでとは何かが違ちがう。

　彼女だけは巻き戻もどっていない。その証しよう拠こに、今のオティヌスの手からは力の象しよう徴ちようだったはずの『槍やり』がなくなっている。

　どう言葉をかけて良いのか、一いつ瞬しゆん迷う。

　元はと言えば彼女が引き金を引いた事態だが、最終的にそれを収拾して上条をここへ戻してくれたのは、紛まぎれもなくオティヌスだ。上条の予想が正しければ、彼女はそのために自分の目的を放ほう棄きしている。であれば、やはり礼でも言っておくべきだろうか。

　そんな風に考えていた上条だったが、しかしその前に、傍かたわらにいたインデックスが口火を切った。

　君臨するオティヌスを、真まっ直すぐに睨にらみながら。




「あなたがオティヌスね！　東京の街をこんなにメチャクチャにして、みんなを困らせて!!　もうこれ以上は好き勝手にさせないんだから!!」




　呼吸が。

　一瞬、確実に止まった。

　普ふ段だんの彼女からは似つかわしくない剣けん幕まくと、敵意に満ちた声こわ色いろだった。

　誰だれもその事に疑問を抱いだいていない。

　続けて、美み琴ことが、レッサーが、バードウェイが、それぞれ口を開く。

「何だか知らないけど、私のママだって巻き込こまれてんだからね！　悪いけど、手加減なんてしていられる余よ裕ゆうなんかないわよ!!」

「ま、ちゃちゃっと終わらせちゃいましょうよ。魔ま術じゆつサイドに属しているからって、別に私達は科学の世界と年がら年中戦争をしたい訳じゃありません。はっきり言って、あなた達『グレムリン』の乱らん痴ち気き騒さわぎってはた迷めい惑わくなんですよねえ」

「お前は私の研究対象とするには少々禍まが々まがしいきらいがあるな。率直に言えば、趣しゆ味みが合わない。こういうのはさっさと撃げき破はしてしまうに限る。どこかよそへ逃にげ隠かくれられる前にな」

　……上条当とう麻まは、この瞬間まで、オティヌスを自分のわがままに付き合わせた結果、どれだけの無む茶ちやを強しいられているかを本当の意味で理解していなかった。

　上条が元の世界へ帰るという事は。

　オティヌスにそれを付き合わせるという事は。

「うそ……だろ……」

　呆ぼう然ぜんと、上かみ条じようは呟つぶやいた。

　時間の流れについていけない。最終決戦とでも言うべき場面に対して、彼の意識が追い着かない。

　オティヌスは、上条当とう麻まに譲ゆずってくれた。

　譲ってくれたのだ。

　今ある世界の全すべてを敵に回して、集まってきた『グレムリン』さえ利用して、それでも帰りたかった元の場所。そこへ戻もどるためのたった一つの方法を捨てて、同じように世界に迷う上条を救ってくれた。そこにどんな心境の変化があったかは知らないが、結果が全てを物語っている。きっと、全て終わった後、彼の知らない所で、何かがあったのだ。

　それを。

　何かが萌ほう芽がしかかっていた彼女と、もう一度戦う？

　あらゆる正義の味方が結集した、平和のための戦いと称しようして追い回す……？

「違ちがう……。違うんだ、待ってくれ！　もうそういう話じゃないんだ!!　だから!!」

　上条の言葉は、周りへ届かなかった。

　そもそも彼自身、上う手まく説明できない。

　そう。

　証明材料がない。

　世界が一度終わって、もう一度元に戻った。

　その間に何かが起きて、上条とオティヌスは何かしらの決着をつけた。

　そんなものを、冷静に客観的に証明できる物証なんかどこにもない……っ!!

　御み坂さか美み琴ことの前まえ髪がみが、火花の弾はじける凶きよう悪あくな音を発した。レッサーとバードウェイがそれぞれ『霊れい装そう』を携たずさえて何かを詠えい唱しようした。凶暴なイカズチや紅ぐ蓮れんの炎ほのおが絡からみ合ってオティヌスへと一直線に突つき進んだ。防ぼう御ぎよのための術式を扱あつかわせないよう、インデックスが何か不ぶ気き味みな歌を紡つむいでいた。

　見送るしかなかった。

　破は壊かいの矛ほこ先さき、その到とう達たつ点てんで、オティヌスは小さく笑っているような気がした。

　ほんの一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　何かが弾ける気味の悪い音と共に、その小さな体が宙を舞まった。

　防御も。

　回かい避ひも。

　……素そ振ぶりすらも、見せなかった。

　上条の唇くちびるが震ふるえる。何かとんでもない事をしでかしてしまったと、確かに思う。

　それは。

　そのちっぽけな情景は、まるで。




　ただの華きや奢しやな女の子が。

　圧あつ倒とう的てきな暴力を一身に受けて、無残に薙なぎ払はらわれていくようにしか見えなかった。




「……ふざけんなよ……」

　オティヌスの体は後方へと大きく飛ばされていった。輪切りにされた巨きよ大だいな船は崖がけのようにそびえていたため、上かみ条じようの視界からその小さな体が完全に消えてしまう。

　彼女は、どうなった？

　一体、何がどうなったんだ!?

「ふざけんなよ、馬ば鹿か野や郎ろう!!　オティヌス、テメェこうなるって分かっていやがったのか!?　俺を助けたらこうなるって分かっていて……っ!!」

「えっ、あ……とうま!?」

「ちょっと待ってよ、アンタどうしたの!?」

　気がつけば、上条は走り出していた。

　背後から飛んでくる味方の声など、もう頭に入ってこなかった。

　多数の船の残ざん骸がいがひしめく陸地を必死になって走りながら、上条は自分の愚おろかさを呪のろった。考えてみれば当たり前だ。『元の世界』ではオティヌスは世界を脅おびやかす『グレムリン』のトップで、事態は多た国こく籍せき連合軍からの総そう攻こう撃げきを受ける直前だった。こんな時、こんなタイミングで帰りたいなんて言ったら、彼女がどんな世界へ放ほうり出されるかなんて予想できてしかるべきだったはずなのに……っ!!

　その気になれば、オティヌスは一人でも世界を渡わたり合えたはずだ。

　それどころか、冗じよう談だん抜ぬきで勝利をもぎ取る事だってできたかもしれない。『槍やり』のあるなしなんて関係なしに、だ。

　だけど、彼女は変わったのだ。

　上条当とう麻まのどんな言葉が影えい響きようを及およぼしたのかは、言った本人にだって判断がつかない。だけど彼女は変わった。多分、もう戦う意思はない。上条当麻の暮らす『この世界』を叩たたき壊こわすつもりはない。上条がそうした。彼女の牙きばを折るだけ折って、そのまま戦場へと突つき返した!!

「オティヌス！　どこだ、オティヌス!?」

　あっちもこっちもとにかく捜さがした。

　ヒントなんてどこにでもあった。上条当麻を惑まどわし、精神的に追い詰つめるために組み替かえられた、あの悪あく趣しゆ味みな世界の数々。多国籍軍に追われ、自分の代わりに他ほかの誰だれかが居座り、自分自身という存在が消え去る事によって世の中の全てが笑顔と平和に覆おおい尽つくされ……他にも、並べるのも億おつ劫くうなほど様々な絶望と地じ獄ごくを目まの当たりにしてきた。

　だけど。

　あれは、本当にオティヌスが気き紛まぐれに作り上げただけだったのか。

　何かのモデルがあったのではないか。

　例えば。

　かつて、オティヌス自身が味わってきた苦悩の記憶に基づくものだった、とか。

　だとすれば。

「……ちくしょう」

　上かみ条じようは、ほとんど泣き出しそうな顔で呟つぶやいた。

　それはすぐに叫さけび声に変わった。

「俺は！　こんな場所はもう嫌いやだって叫んで、悪夢の世界から逃にげ出すために、そいつをお前にそっくりそのまま押おし付けちまったっていうのか!?　俺がギブアップした世界を、お前は今そのまま味わっているっていうのかよ!!」

　ザザザザザザザ!!　という、ノイズのような音が聞こえてきた。

　船の残ざん骸がいの端はしに、何かが紐ひもでぶら下がっていた。

　安物の災害用携けい帯たいラジオから、女性アナウンサーの声が届いてくる。あの悪夢の世界の中でも、こんなのを見たような気がした。あるいは、こちらが本来の情景なのか。

『東京都内での騒そう動どうですが、解決の糸口が見つかったようです。今、多た国こく籍せき連合軍が問題の犯罪組織の本ほん拠きよ地ちへの攻こう撃げきを開始したとの情報が入りました。あれは……何でしょうか？　ミサイル？　いえ、何か、何かとてつもなく膨ぼう大だいな数の、流れ星のようなものが東とう京きよう湾わんの中央付近へ向かっていくのがここからでも見えます!!』

「……、」

　上条は、ゆっくりと顔を上げた。

　そこには……。







　オティヌスは、仰あお向むけに倒たおれていた。

　ぼんやりとした視界には、空一面を覆おおい尽つくすような大量の光の瞬またたきがあった。

「……イギリス清教、ローマ正教、ロシア成教。ふん……まさかここにきて仲良しこよしで手を結ぶとはな」

　ただの自じ業ごう自じ得とくだった。当然の罰ばつを受けた。

　それは良く分かっている。

　オティヌスは自分の目的を達成するために、あまりにも多くのものを利用しすぎた。世界中の関係機関を激げき怒どさせ、魔ま術じゆつを知らない一いつ般ぱん市民までも恐きよう怖ふに陥おとしいれ、同じ『グレムリン』の協力さえも踏ふみにじった。『グレムリン』も彼女の個人的な目的を知れば反旗を翻ひるがえすだろう。そんなちっぽけな事のために今まで命を懸かけてきたんじゃない、と。

　どう転がっても、先はない。

　ここへ戻もどってきた時点で、分かり切っていた事だった。

　勝つだけならできる。元々、こんな世界なんか壊こわしてしまうつもりだった。しかし、この世界を維い持じしたまま勝利する方法をオティヌスは知らない。そして、それが達せられないなら戻ってきた意味はない。後は袋ふくろ小路こうじに追い詰つめられるだけだ。

　空を飛ぶ羽を持っていながら、地上の蟻ありに少しずつ貪むさぼられていく。

　苦痛は長く続くだろう。

　それが、ほんの一いつ瞬しゆんでも『理解者』を得た代だい償しようだった。

『次の世界』と天てん秤びんに乗せて、そういうものを一瞬でも得るのだって悪くはないと、オティヌスは思って決断した。

「まいったな」

　頭上に輝かがやく大量の星を見み据すえて、倒たおれたままにオティヌスは呟つぶやいた。

「……そんなものでは、神は殺せないぞ、人間。どうせ分かっていた事だが、こいつはヤスリで骨を削けずり落とすのと同じくらいに長引きそうだ……」

　うっすらと笑う。

　星空が、落ちる。

　まさにその一瞬前の出来事だった。




　誰だれかが、立ち塞ふさがった。

　その背中の持ち主はオティヌスを守るように右手を天へかざし、頑がん丈じような傘かさのように降り注ぐ星空から一ヵ所だけでも守り抜ぬく。




　信じられないものでも見るかのような目で、たった一人の少女は片方しかない目を見開いた。

　少年は、天を睨にらみつけたままにこう告げた。

「……分かっていたな」

「何をだ」

「お前はこうなる事を分かっていた!!　お前は何もかもから勝利をもぎ取って、自分好みに世界を作り変える事だってできたのに、どういう訳かそいつを俺に譲ゆずった。自分の理想を捨てて俺を助ければ、その代わりにお前が世界中から啄ついばまれる事を理解していた!!　それを内ない緒しよにしたまま俺を助けたんだ!!」

　……だったらどうした、とオティヌスは呟つぶやいた。

　彼女は自じ嘲ちよう気味に笑いながら、

「どっちみち、長くは保もたなかったよ」

「何だって？」

「元々、私は『槍やり』の完成をもって、自身に宿る魔ま神じんとしての力を制せい御ぎよしようとした。そこへオッレルスのヤツが『妖よう精せい化か』っていう隠かくし球の術式をぶち込こんできたんだ。……最初は、そいつさえ応用して、失敗一〇〇％の理論で魔神の力を制御する、別の窓口を設ける事で逆手に取ってみた。きちんと成功したさ。最初の内はな」

「……何を、言っている……？」

「即そつ興きようの応用技なんて、安全性を確保できる訳がないだろう。徐じよ々じよに体の内側から亀き裂れつが走っていくのが分かった。『槍』と『妖精化』、二つの窓口を同時に併へい用ようなんかできなかったのさ。だから」

　上かみ条じようは、思わずオティヌスの胸元へ目をやった。

　あの漆しつ黒こくの世界での最さい終しゆう盤ばん、オティヌスは『妖精化』という大きな傷を軸じくにもう一つの『魔神』としての可能性を開花させていた。

　あれが彼女を苦しめているのなら。

　ある種の術式であって、右手の力で打ち消す事ができるのなら。

「……もう無理だ」

　オティヌスは、倒たおれたまま静かに語った。

「体の中は引っかき回されている。右手を使って杭くいを消しても、痛みは消えない。都合良く、ただの人になんか戻もどったりはしないさ」

　もう助からない。

　遅おそかれ早かれ、力を失った彼女はゆっくりと世界中の善意や正義によって貪むさぼられる。

「……早く行け」

　オティヌスは倒れたまま、吐はき捨てるように呟つぶやいた。

「お前達が用意した、ご自じ慢まんの多た国こく籍せき連合軍とやらがもうすぐ予定通りの総そう攻こう撃げきを仕し掛かけてくるぞ。魔神としての力も少しずつ欠落が進んでいる。世界中から狙ねらわれた状態では、いつかどこかで朽くち果てるだろう。お前まで付き合う必要はない。それでは、お前をここへ戻した意味がなくなる」

「それじゃ、お前はどうするんだ……」

　声が、返ってきた。

　悔くやしい事に、それは彼女の夢を奪うばうに足る『理解者』の声だった。

「今のお前はもう違ちがうだろう！　償つぐないはしなくちゃならない。それは長い時間がかかるかもしれない。だけど、こんなのは間違ってる。問答無用で殺さなくちゃならないほどの悪性を、今のお前からは感じられない!!」

「……馬ば鹿かなヤツだ。檻おりになんか入れてどうする。今から投降したって『グレムリン』の正規メンバー達が許すはずがない。どんな堅けん牢ろうな檻おりだって破は壊かいして、再び私を象しよう徴ちようとして担かつぎ上げるさ。そして混乱の終息を望む世界の統治者達もそんな繰くり返しを望まない。さらわれるのが分かっているなら、最初から幽ゆう閉へいなんかしない。殺して『安心』を得た方が確実だ」

　逃にげ場なんかない。

　安住の地なんかない。

　何しろ世界の全すべてがオティヌスに憎ぞう悪おしているのだ。そういう扱あつかいを受けるに足る事を平気な顔で続けてきたのだ。

　もう、どこにも逃げられない。

　もう、どこにも隠かくれられない。

　これは結末なのだ。すでに終わった事で、オティヌス自身が納なつ得とくしている事なのだ。地球人類は今日この日にオティヌスの命を奪うばい、その事実に歓かん喜きし、平和の到とう来らいを記念して新しい祝日でも作るのだろう。

　オティヌスのいなくなった世界で、彼らは笑い合って生きていくのだろう。

「……だったら」

　そこで、オティヌスの思考を断ち切るようにして、上かみ条じよう当とう麻まは口を挟はさんだ。

　それだけは我が慢まんならないといった声で、『理解者』の少年はこう続けた。




「だったら、俺がお前を助けてやる。世界の全てと戦ってでも!!」




　世界中の憎悪を一身に受けて。

　たった一人ぼっちで死の淵ふちへ追い詰つめられていく少女がいた。

　確かに自じ業ごう自じ得とくから始まった事なのかもしれないけど、因果応報が正しく回った結果の惨さん劇げきかもしれないけど、上条当麻は、正義なんていう言葉がこんな形で人を苦しめる場面なんか見たくもなかった。

　少女の惨ざん殺さつを笑顔で受け入れて、みんなが平和に生きていくなんて未来は受け入れ難がたかった。

　誰だれが悪いのでもない。

　イギリス清教も、ロシア成教も、ローマ正教も。アメリカ合衆国も、フランスも、学園都市も。オッレルスも右方のフィアンマも、バードウェイもレッサーも御み坂さか美み琴こともインデックスも、誰かが悪意をもってこんな状じよう況きようをセッティングした訳じゃない。

　ただし、タイミングがズレていた。

　上条当麻とオティヌスしか知らない時間の断絶があった。

　彼女は変わった。

　それを今すぐ証明して戦せん闘とうを終わらせる方法が見つからない以上、一時的にでも彼らと戦うしか道はない。

　……インデックス達の善意を、不要な流血で踏ふみにじる訳にはいかない。

　あれだけさんざん恋こい焦こがれて、世界中の笑顔と決別してでも戻もどりたかった場所。

　少年は、そこから再び背を向ける。

　ただしこれは、その価値が分からないからではない。

　本当の意味で。

『そこ』へときちんと帰るために。

　上かみ条じよう当とう麻まは右の拳こぶしに力を込こめ、ボロボロになった少女を前に、一人静かに決意する。
















　さあ戦え。

　たった一人の少女の命と笑顔を守るために、右の拳こぶしを握にぎり締しめて。

















あとがき









　一冊ずつのあなたはお久しぶり、まとめ買いのあなたは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　基本的に一冊で一つの事件が終わるのが理想形、行っても上下二冊くらいだろーというのが持論なのですが、まさかの中巻になってしまいましたよ。最後まで読破していただいた方ならお分かりの通り、次巻は今まで上かみ条じようが関かかわってきた怪かい物ぶつ連中総出のボスキャララッシュだぜ!!　これまた厄やつ介かいな事情を抱かかえた女の子一人のためにうっかり世界を敵に回しちゃった男子高校生の活かつ躍やくをお楽しみにね!!




　でもって、今回はオティヌスとのバトル一いつ辺ぺん倒とうの構成となっております。『……神様との戦いってどんなよ？』と考えるにあたって、神話の怪物とか神々とか好き放題に呼び出して大軍勢を差し向けるのが一番派手で分かりやすかったりするんですけど、『……神様なんて呼ばれる存在との戦いって、分かりやすくて良いのか？』という疑問が浮うかびまして。

　結果、もう時系列も主人公の認識も粉々に打ち砕くだく系の方向にしてみました。ああ、こんなの前にしたら絶対勝てないってーっ！　と思っていただけましたなら、感無量でございます。

　……とはいえ、本当に取っ掛かかりのない戦いだけを描えがいてもしょうがないので、対する上条の策は親しみやすい理り屈くつに徹てつさせています。ＲＰＧだとかレトロなシューティングゲームだとかを引き合いに出したのもその一いつ環かん。……何しろ庶しよ民みんが神様に挑いどむ話なので、小難しいロジック同士を真っ向からぶつけるよりも、こういう『俗ぞくな』ものを大おお真ま面じ目めな顔で出した方が、落差が出て男子高校生らしさが際きわ立だつのかなあと思いながら書いていました。

　あんなに千とか万とかループを繰くり返したら、上条の立ち位置はカンフー映画のお師し匠しよう様さまとか永き時を生きてきたババア言葉の幼女みたいなポジションに吹ふっ飛んでしまいそうなものですが……でも、上条っておじいちゃんになってもあの性格と口調のままなんじゃないかなあと思ったので、特に何も醸じよう成せいさせずにそのまま貫つらぬいてみました。まあ、あんなはっちゃけた言動のまま体だけジジィになったら、それはそれでお師匠様のポジションなのかもしれませんが。




　それと、今回は『総体』が本文で語っている通り、真に上条が上条のためだけに戦う話になっています。

　上条当とう麻まは、わがままを言ってはいけないのか。

　ものすごく極限の状じよう況きようで突つきつけられた問いかけですが、たまにはこんな話があっても彼の人間らしさを提示できるのかなあと思います。いい加減にヤツも顔くっしゃくしゃにして泣いたって良いじゃないかという気持ちなのですが、いかがでしたでしょうか。




　イラストのはいむらさんと、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。様々な方法を使って上かみ条じようの善悪や認識をぶっ壊こわしていく今回の話、イラストなんてメチャクチャ大変だったと思います。お付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆みな様さまにも感謝を。せっかく本気を出した魔ま神じんがフルで登場するので、他ほかに類を見ないようなバトルをひたすら目指してみましたが、いかがでしたでしょうか。楽しんでいただけたのなら幸いです。




　それでは、この辺りで本を閉じていただいて。

　次回も表紙をめくっていただける事を願いつつ。

　今回は、この辺りで筆を置かせていただきます。




　さあさあ皆さん、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女神様が織りなす渾こん身しんのデレをご覧あれ
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